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第一話　壊れた瑠璃色







　見えないものを見ていた。

　未来の光景、『泥』の女王、喪うしなわれたもの。

　黄金の右目は幻視する。

　銀色の髪、閉じられた瞳、赤い唇くちびる。

　バロック。

『歪ゆがみ』という意味の名前を持つ少女、『泥』の海へと落ちた少女。

　磔刑にかけられたかのように両手両足を黒い壁に埋められて。

　アラバスターの彫像の如ごとくに瞳を閉じて沈黙する。

　今すぐにでも、彼女をそこから連れ出してやりたいと思っている。

　彼女がどこに囚われているのかも理解している。

　だが、そこにはまだ辿り着けない。

　黄金の右目は『泥』の女王と繋つながっている。これは『泥』の女王が見ている光景。

　ならばバロックはいる、幻象都市に聳そびえ立たつ黒塔の中に。

　しかし黒塔は歪ゆがんだ空間に守られ近寄ることすらままならない。

　それを打ち破る『空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステム』は失われ、代替手段も未だ見つかっていない。

　故に──守もり部べ京きよう耶やは待っている、新しい『ゲーム』の始まりを待っている。

　彼女──『泥』の女王、『因果律の死神』、『名もなき暗黒タブラ・ラサ』、『原初の混沌へ還すモノバロツク・ブデイスト』、意思を持つケイオス。

　キョウコを待っている。




　幻視が薄れ、京耶が目を開く。

　見慣れたリビング、幻象都市となる前と何も変わらない、京耶の家だ。

「おはよう京耶、気分はどうかしら？」

　床の上に座り込んでいた彼は目線を上げて声の主を見る。

　首の後ろで結んだ深い黒髪、名前と同じ瑠璃色の瞳、濡れた唇くちびる。

　日本人形めいた整った顔に、どこか『歪んだ』微笑ほほえみが浮かんでいた。

　彼女の名前は楠くすの木き瑠る璃り子こ。

　白いセーラー服の上に、新妻のようにハート形のエプロンをつけている。胸部が彼女自身の豊かな膨らみに持ち上げられて谷間のようなラインが出来ている。

「あまり、良い気分ではないな」













「あら、それは残念ね。もうすぐ夕食なのに」

　むっつりとした顔で京きよう耶やがぼやくと、瑠る璃り子こは微笑ほほえみを浮かべたまま答えた。

「……もうそんな時間か」

　京耶が軽く体を揺さぶった。がちゃりと重たい鎖の音がした。

　床に未練でもあるように酷くゆっくりとした動作で腰を上げる。そのたびに鎖が耳障りな音で鳴る。恐ろしく頑丈そうな手錠に足錠、寝込みを襲われて目の前の女が強引につけていったものだ。

　丸きり動けない、という訳ではないが、どこかに行こうとすると当たり前のような顔をして瑠璃子が半歩後ろをついて来る。善意溢れることに、彼女は京耶が何かをしようとすると進んでそれを手伝い、あるいは代わりにやってしまう。

「だって、妻つまが夫の面倒を見るのは当たり前でしょう？」

　とは、彼女の弁だ。

　何気なく窓の向こうを見た、空は夕焼け色に染まっていた。見晴らしの良い場所にいたならば夕焼けに照らされてなお黒い、幻象都市の黒塔が見えたことであろう。

　不意に頬ほおに冷たい手が触れた。瑠璃子の手だ、自然と彼女の方へ向き直る。

「今日の夕食は特製チーズ乗せハンバーグとコーンポタージュ、栄養を考えて温野菜のサラダよ。知ってる？　野菜は蒸すと栄養を逃がさずに火を通せるの」

　どこか歪ゆがんだ──狂気をはらんだ瑠璃色の瞳が微笑んでいた。

「そうか」

　京耶は頷うなずき、食卓に着いた。

　瑠璃子がリビングと続いているキッチンから夕食の乗った盆を運んで来る。

　美う味まそうな肉の脂が焼けた匂いに思わず空腹を覚えた。

　彼女は盆を京耶の正面に置き、自分は隣の椅子に腰を下ろす。

　肘と肘がつくほどの距離で彼女は京耶の前に置かれたフォークとナイフを手に取る。

「どれから食べたい？」

　慈愛に満ちた提案だ。

「手錠を外してくれれば、自分で食えるんだがな」

「そう、じゃあハンバーグからにしましょうね」

「ああ」

　成立しない会話、瑠璃子がナイフとフォークを使いハンバーグを一口分に切り分け。

　右手にフォーク、左手をその下に添えて笑顔の彼女が京耶の口元へハンバーグを運ぶ。

「はい、あーんして」

「……」

　無言のまま口を開けてハンバーグを食べた。

　美う味まい、どこか懐かしいとさえ思える味がする。

「ねえ、美お味いしい？」

　ちょこんと愛あいらしく小首を傾かしげて彼女は問う。

「ああ、美味いよ」

「良かった」

　彼女は微笑ほほえんでいる。恋人を喜ばせることが自分の喜びであるとでも言いたいような、そんな柔やわらかさに満ちていた。

　瑠璃色の瞳にだけは歪ゆがみを宿して──じゃらりと鎖が鳴る。

「次はサラダにしましょうか、ドレッシングはノンオイルでとても健康的なのよ。勿もち論ろん、これも私の手作り」

　されるがままに京きよう耶やはサラダを食べる。温野菜、蒸されたにんじん、適度な柔らかさ、爽やかな紫蘇のドレッシング。これもまた美味い。

　彼女は幸せそうだ。

　京耶は静かに彼女を見詰める。

「どうしたの？」

「いいや、何でもない」

「そう……あら」

　ふと気付いたように彼女が言った。

「動かないでね、唇くちびるの横にソースがついてる」

　言われたとおりに動かないでいる、彼女がナイフとフォークを置く。一瞬、それを奪うばい取ろうかと考えて無意味さに気付く。

　彼女の手が首筋に回る、ハート形のエプロン越しに柔らかい膨らみが当たる、あるいは押し付けられる。

　彼女が顔を寄せる、濡れた唇、赤い舌。蛇のように動く。

　顔についたソースはとっくに彼女の舌で拭われた。

　だが彼女は満ち足りない、強く、首が絞まりそうなほどに強く抱きしめたまま唇を合わせ舌を絡める、濃厚な貪るような口付け。

　瑠る璃り子この顔には哀しみの影が宿る。

　手錠で繋つながれた腕は彼女を抱きしめることすら出来ない、不器用に持ち上げて彼女の長い黒髪を指先で撫でるだけ。

　長い間、五分ほどしてやっと彼女が離れた。

「はい、取れたわよ」

　何事もなかったかのように彼女は言った。

「ありがとう」

　何事もなかったかのように京きよう耶やも答えた。

　食事が再開される。

　インターフォンが鳴った。

「誰かしら？　少し待っていてね」

「ああ」

　返事をして、玄関へ向かう瑠る璃り子この後ろ姿を見送る。

　静かな足取り、白いセーラー服の背中で長い黒髪が僅わずかに揺れていた。

　京耶は嘆息する。

　バロックを喪うしなってからだ、瑠璃子は目に見えて『歪ゆがんで』しまった。

　鎖から放たれたように、錘が外れてしまったように──より盲目的に、活動的に。

　良識、常識、社会性。

　彼女の中にあった精神的なタガが外れてしまったのだろう。

　表面的にはそれほどの変化が見えないことが逆に恐ろしい。

　安全装置の壊れた銃、それが今の楠くすの木き瑠璃子という少女だった。

「……まいったね」

　抗おうと思うならば、抗えないこともないのだ。

　京耶とて無力なわけではない。

　瑠璃子が毎夜のように彼を抱いて声もなく涙を流していなければ。

　玄関の開く音がした。

　話し声がする、女の声、玄関が閉まる。戻って来る足音、瑠璃子を含めて三人。

　リビングに戻って来た瑠璃子が言う。

「お客さんよ、京耶」

「えーと……どうも、こんばんはです京耶先輩」

「こんばんは、京耶」

　一人は天あま野の彩あや乃の、金髪ツーテールの小柄な少女、瑠璃子と同じ白いセーラー服姿の彼女は気まずげな顔でこちらを見ている。

　もう一人は如月きさらぎ早はや香か、凛りんとした眼まな差ざしの左右非対称な少女、片側だけの三つ編みに左腕にだけ巻いた包帯、原型を止とどめないほどに改造された西日女子の制服も見事な左右非対称のデザイン（片側だけの半袖、斜めにカットされた裾やスカート）。

　左腰には刀をさしているが、これは幻象都市内部では珍しいことではない。武装も超能力も魔法も特異体質も幻象都市では当たり前だ。

　また、彼女は『西日女子のジャンヌ・ダルク』という若干恥ずかしい異名を持ち、風紀委員長として風紀委員を従え幻象都市内で治安維持活動をしている。

「よう、二人とも」

　京きよう耶やは立ち上がり、軽く両手を上げて二人に挨拶をした。

　瞬間、早はや香かが動いた。

　だんっ！　床を強く鳴らし一歩踏ふみ込む、片側だけの三つ編みが跳ねる、右手を左腰の刀に添える、腰を右側へと切りながら刀を抜く──居合いの動き。

　抜き放たれた刀は光の如ごとく銀色に閃ひらめき、キンッと鋭い音を立て京耶の手錠を切り裂く。

　刃は止まらない、翻り、横手に立つ瑠る璃り子この首筋へその切っ先を突き立てる。

　直前でぴたりと停止した。

　早香の頭に、小型拳銃が突きつけられていた。

「何のつもりかしら」

　静かに瑠璃子が問う、右手に握った小型拳銃は既に安全装置が解除され早香の頭部をターゲットしたまま微動だにしない。

　早香に一瞬遅れ、瑠璃子もまた白いセーラー服、紺色のスカートを跳ね上げ太股に隠した小型拳銃を抜き放っていたのだ。

　互いに剣と銃を突きつけあったまま、早香もまた冷静に答える。

「京耶を、助けに来た」

　瑠璃色の瞳と、早香の凛りんとした眼まな差ざしがぶつかる。

　あるいは拳銃よりも強く、刀よりも鋭い視線であったかもしれない。

「不思議なことを言うのね。京耶は私が守っているのだから何の危険もありはしないわ」

「監禁している、の間違い」

「幻象都市の住人は多かれ少なかれ《影男シヤドウマン》を憎んでいる。京耶が《影男シヤドウマン》の正体だという誤解を解く手段もない以上、必要もないのに外へ出るほうが危険じゃない」

「誰も、京耶と《影男シヤドウマン》を結び付けていない。事実、京耶が、ストリートバトルフィールドの暫定チャンピオンをしていても、問題はなかった」

　互いに、言葉を切った。

　呆あきれたように瑠璃子が肩をすくめ、黒髪を揺らす。突きつけた銃口は微動だにしない。

「貴方も暇ね、風紀委員長」

「もっと、早く来るべきだった、後悔している」

　早香もまた切っ先を突きつけたまま動かない。状況は膠着していた。

　京耶が口を開く。

「早香」

「駄目」

　こちらを向きもせず、彼女は切り捨てるように言った。

「このまま、二人きりにしておいたら、二人揃って、駄目になる、取り返しのつかないことになる、だから駄目」

　その指摘は恐らく正しいのだろう。

　言われた京きよう耶やでなく、瑠る璃り子この表情が消えた。

「望むところよ、ええ、そうなれるのならば、そうなってしまいたい」

「私は、そういうの、嫌い」

「譲ゆずらないわよ」

「最初から、説得できるとは、思ってない」

　向け合う銃と刀のように、二人の声は冷たい。

「方法は？」

「ストリートバトルフィールド・ナンバースリーに、今夜、十時」

「上等」

　返事と同時に、瑠璃子の右手が動いた。

　殆ほとんど同時に銃声が鳴る。

「その決闘、受けたわ」

　銃弾は京耶の両足を繋つなぐ鎖を撃ち抜いていた。

　紺色のスカートを軽く持ち上げ、太股のホルスターに小型拳銃を戻す。

　早はや香かもまた、刀を左腰の鞘に収めた。

　しばし二人は睨にらみ合い、どちらからともなくリビングを出て行った。

　決闘に備えるのだろう、振り向きもせず、彼女たちは去って行った。

　揺れる片側だけの三つ編みと、なびく長い黒髪を見送って京耶は大きく背伸びをした。

　そのまま手首と足首についている錠の残ざん骸がいを投げ捨て、首をぐるりと回す。

　体中のあちこちが、バキバキと鳴った。

「大変でしたね京耶先輩」

　早香と一緒に来て、気配を消して部屋の隅にいた彩あや乃のが言った。

　瑠璃子と早香がいなくなり、彼女は幾いくらかほっとしたような顔をしていた。心なしか、金色のツーテールも元気がないように見える。

「全くだ、助かったぞ彩乃。早香を連れて来てくれて」

「どういたしまして……まあ、わたしもセンパイをどうにかしないとって思ってましたから。今のセンパイは見てて、何だか辛いんですよね」

「困ったものだな」

「元凶がなーにを言ってるんですか」

　じっとりとした青い瞳で彼女が睨んだ。

　京耶は彼女に近付き、その頭をぽんぽんと軽く叩く。

　金色の髪はふんわりと、猫のように柔やわらかい。

「何のつもりですか京耶先輩」

　じっとりとした青い瞳で上目遣いに睨にらんだまま彼女は言う。

「助かった。ありがとう」

「ひょっとして、それで誤魔化してるつもりですか？」

「無理か？」

「無理に決まってます、よっ！」

「ぐあっ！」

　最後の『よっ！』で思い切り足を踏ふまれた。靴を履いてないぶん遠慮もない踏みつけはかなり本気で痛かった。

　踏まれた足を抱えてぴょんぴょん跳ねたいのを我慢し、表情に出さないように努力して京きよう耶やは首を振る。

「……俺では、どうしようもないのはわかっていたからな」

　自嘲の響きを隠しもせず、京耶は笑った。

「最近、嫌になる。俺はこんなにも無力だったのかとな」

「ていっ！」

「ぐんっあっ！」

　さっき踏まれたところをもう一回踏まれた。

「この前まで中学生だった女の子に甘えてんじゃねーですよ、バーカ！」

　彩あや乃のが青い瞳を吊つり上げ、白いセーラー服の腰に手を当て怒鳴る。

「京耶先輩が無力なのも無能なのもダメっダメなのも、よーく知ってますよ。ダメ人間ならダメ人間なりに出来ることやるしかないに決まってるでしょうが、バーカ、バーカ！　もう一つおまけにバーカ！」

「そこまで言うか」

　ちょっと傷付いた京耶だった。

「まだ言いたりないぐらいですよ、しっかりしてください」

　ふんっ、と彩乃は薄い胸を張りそっぽを向く。

「……わたしは、それなりに、ちょっとは、頼りにしてるんですから」

「……貴様もよくよく面倒くさい女だな」

「うるせーですよ、バーカ」

　そっぽを向いたまま、彼女はもう一度鼻を鳴らした。

「で、どーするんですか。決闘までまだ時間ありますけど」

「まずは、出来ることをしよう」

　京耶は頷うなずき、テーブルに向き直る。

　テーブルの上にはまだ、瑠る璃り子この作った食事が半分以上残っていた。

　すっかり冷めてしまっているが、無駄にするのはもったいない。








第二話　銃と刀







「レディース、アーンド、ジェントルマーン！」

　夜のストリートバトルフィールド・ナンバースリーにスピーカーの音声が響く。

「毎度おなじみ西日女子ゲリラ放送部、今夜は特別野外スタジオから特別ゲストと一緒にお送りするぜ！」

「どうもー、特別ゲストの天あま野の彩あや乃のです、はじめまして」

「……守もり部べ京きよう耶やだ」

　特別スタジオと言っても運動会などの放送席と大差なく、折りたたみ式の長テーブルにマイクを置き先ほどから実況している少女と彩乃、京耶が並んで座っている。

　マイクを握り締めて絶叫している実況の少女は、どこにこれだけの元気があるのかと思うほどに小柄で隣に座る彩乃と大差のない背丈だ。

「以上、二名が特別ゲストだぜ。無ぶ愛あい想そうなにーちゃんの方は、言わずと知れたストリートバトルフィールド・ナンバースリーの暫定チャンピオンだ！　ここしばらく顔出してなかったが今日は久しぶりにやって来たぜ、まあ、それも当然かもな！」

　ストリートバトルフィールド・ナンバースリー──幻象都市となる前は日ひ雁かり市しの大動脈だった片側三車線の大型道路。

　現在は無用の長物と化したそこに、今夜は三百名を超える観客が集まっていた。

　臨時に西日女子風紀委員が出動し、観客の整理を行っているぐらいだ。

「今日はついに、あの人が、ストリートバトルフィールドに殴りこみぃ！　『西日女子のジャンヌ・ダルク』こと我らが風紀委員長如月きさらぎ早はや香かぁぁぁぁぁぁあ！」

　ぱっ、と道路中央やや西寄りをこれまた臨時に設置されたスポットライトが照らす。

　片側だけの三つ編み、左腕にだけ巻いた包帯、左右非対称の改造制服。

　凛りんとした眼まな差ざしは揺らぐことなく正面を見詰め、右手は緩ゆるく左腰の刀に触れている。

　彼女を応援する風紀委員（観客の中にもいっぱいいた）の黄色い声も、他の観客のざわめきも、全く耳に入っていないかのような静寂を身にまとっていた。

「対するは、本日初参戦！　しかし実力は暫定チャンピオンの折り紙つき、何の因果か、如月早香に名指しで対戦相手に指名された謎の女──楠くすの木き瑠る璃り子こぉぉぉぉぉ！」

　ばっ！　続いて、道路中央やや東寄りをスポットライトが照らした。

　夜のように深い黒髪、名前と同じ瑠璃色の瞳、白いセーラー服に紺色のスカート。

　薄い余裕の笑みを濡れた赤い唇くちびるに浮かべてじっと早香を見詰めている。

　どういうことか、彼女は未だ武器を手にしていない。

　淡い月光と強いスポットライトの下、案山子のようなジャッジマシンを間に挟み、三百人の視線と歓声を浴び、二人は対たい峙じする。

　両者の距離は約十メートル。

　この決闘が何を意味しているか余人は知る由もなく、突然のイベントを楽しんでいる。

「色々疑問はあるけど話は後だ、期待の一戦、楽しもうぜベイベェエエエエ！」

　一際大きな歓声が上がり、ジャッジマシンが両手の旗を上げバトルの開始を告げた。

「──疾！」

　早はや香かが先手を取る。瑠る璃り子こが『遺産レガシー』を召喚するのを待ったりなどしない、そして彼女の踏ふみ込みならば十メートルの距離などあってないようなもの。

「『幻象武装コネクト』──『銀銃アルテミス』」

　遅れて瑠璃子が『遺産レガシー』を召喚する。

　アルテミスは万能の銃、小型拳銃、サブマシンガン、アンチマテリアルライフルまで所有者の意思に応じて形を変える。

　瑠璃子が召喚したアルテミスの形は、ショットガン。

「──ッ」

　早香が息を呑んだ。

　第一に、罠にはめられたと気付いたから。

　第二に、瑠璃子のアルテミスが何か瘴気のような不気味な黒い靄を帯びていたから。

　後者に関して考えることを早香は止める。

　ショットガンは比較的近距離かつ広こう範はん囲いに散弾をばら撒く銃器だ、早香は自分からその有効範囲内に飛び込んで行ったことになる。

　既に早香の意識は攻撃へ傾いており、ここから回避に転じるにはどうしても遅れる。

「なら！」

　相討ち上等とばかりに踏み込みの歩幅を大きく、居合いの構えのまま跳ぶように前へ。

　片側だけの三つ編みを流星のようになびかせ、腰の刃を抜き放つ。

「我流魔剣──『八重の漣さざなみ』！」

　一刀二に閃せん──一度の居合い、一つの刀で二度の斬ざん撃げきを繰り出す魔技。

　縦一文字に振り抜かれた刃を追うように、横一文字の斬撃が追う。

「馬ば鹿かね」

　だが、瑠璃子は冷ややかに笑んだ。

　ショットガンはその特性上、狙いをつける必要がない。

　大雑把に相手の方へ銃口を向けて、引き金さえ引ければそれで良い。

　だから、倒れる。

　ふわり、長い黒髪をなびかせて、仰向けでベッドへ飛び込むように体を落とす。

　早はや香かの魔剣が、瑠る璃り子この体の上を通り過ぎて行く。

　ショットガンの引き金を絞り込む。

　銃声、血の匂い、白いセーラー服の背に硬いアスファルトが当たる。

　間髪いれず、瑠璃子は左方へと転がり、その勢いのまま立ち上がる。

　三歩の距離に早香がいた。左腕が真っ赤に染まっていたが、それだけだった。

　横一文字に振り抜いた刀を止めず、そのまま同じ方向へ跳ぶことで散弾を正面からまともに食らう事態だけは回避したのだ。

　重い傷を負ったのは元々彼女の剣には不要な──鞘を押さえることさえ出来れば充分な左腕、脚部にもいくつか散弾がめり込んでいるが少なくともしばらくは問題ない。

　ギャラリーたちが歓声を上げている、あるいは風紀委員の少女たちが悲鳴を上げている。実況がマイクを握り締めて何かを叫んでいる。

　その全てが、戦う二人には遠く聞こえた。

　たっ、油断なく瑠璃子がバックステップし距離を取る。

　ショットガンは構えたままだ。それだけで早香は不用意に追えなくなる、そして距離を取れば間合いで勝る瑠璃子が有利になる。

　瑠璃子が口元に薄い笑みを浮かべた。

　次の瞬間、はさり、と白いセーラー服の首筋に結ばれたスカーフが落ちた。

　半歩だけ早香の踏ふみ込みが早ければ、一秒だけ瑠璃子が倒れるのが遅ければ。

　彼女の居合いは瑠璃子の喉に届いていただろう。

　無論、そうなれば早香の方も散弾を真正面から受けて終わっていただろうが。

「以前から聞きたかったのだけれど」

　瑠璃子が銃口を僅わずかに逸そらし問う。

「貴方、どうして風紀委員長なんてやっているの？　人をまとめたり、頭を使ったり、そういうの苦手だったじゃない」

「必要だったから」

　凛りんとした眼まな差ざし、刀の柄に右手を乗せて再び居合いに構えた早香が答える。

「誰もが混乱していた。力を手に入れたけど、使い方を知らない子ばかりだった。最初はすぐ傍そばにいた数人、それから噂を聞いて、どんどん、人が増えて、風紀委員になった」

「慕われているのね」

　どこか声には皮肉の響きが混ざっていた。

「私は、私の出来ることを、しただけ」

「そうね、出来ることをしただけ、やりたいことをやったわけじゃない。やっと理解できたわ。貴方がまだ狂っていない理由が」

　名前と同じ瑠璃色の瞳が、歪ゆがんだ輝きを宿し早香の瞳を覗のぞき込こんだ。

　早はや香かの眼まな差ざしは真まっ直すぐで、揺るぎないものだった。

　気のせいだろうか、瑠る璃り子この握るアルテミスから立ち昇る瘴気が強くなった気がした。

　血のように赤い唇くちびるが、笑いを堪えるように震えていた。

「残念だわ、貴方はすぐにこっち側へ来ると思っていたのだけれど」

「私は瑠璃子のようにはならない、京きよう耶やもそうはさせない」

「本当に残念だわ、『斬心残鬼インブレイド』如月きさらぎ早香」

　堪えきれなくなったように、瑠璃子が哄笑する。

　アルテミスがショットガンから二丁のサブマシンガンに変形する。

　立ち昇る瘴気が強くなる。

「私たち、きっと仲の良い友人になれたはずなのに」

　ぞわりと、早香の背筋に冷たいものが走った。

　それが彼女の剣に影響を及ぼすことはない、だが、紛まぎれもない恐怖を感じた。

　刀の柄を握る掌てのひらに力を込める。

　負けるとは思わない、だが、勝てる気もしない。

　底知れぬ闇を相手にしているようだった。




「おおっと、最初にダメージを受けたのは我らが風紀委員長如月早香だ！　左腕が血まみれだがまだやれるのか！　ってやれるに決まってるわな、二人とも構えなおしたぜ！」

　彩あや乃のを挟んで更に一つ向こう、マイクを握り締めて西日女子の放送部が叫んでいる。

「ガンバレ瑠璃子センパイ──って、応援しても良いのかなあ、まあいいや、とりあえずガンバレ瑠璃子センパイ！」

　すぐ隣では、彩乃が金髪のツーテールをぴょんぴょん揺らしながら叫んでいる。

　二人とも試合に夢中だ。周囲を囲むギャラリーも同じく、その声はやかましいほどだ。

　京耶は冷静だった。少なくとも試合に熱中してはいない。

「……早香の腕が、落ちたか？」

　違う、と自分自身で否定した。

　瑠璃子が異常なのだ、元々、彼女は銃使いであるにもかかわらず遠近両距離で自在に戦える戦闘巧者ではあった。

　しかし以前は『朧おぼろ』の刻こく印いん能力による透明化を含めて、バロックと互角にやり合える程度だった。こと接近戦に限れば早香はバロックの一歩先を行くと京耶は踏ふんでいる。

　今の瑠璃子は純粋な体術のみで早香と渡り合っている。

　研ぎ澄まされた、楠くすの木き瑠璃子という肉体が。

　アルテミスから漂うあの瘴気のようなものが、それに関係しているのか？

　何にせよ二人の戦いから目が離せない──信じ難いものが見えてしまった。

「馬ば鹿かな」

　対たい峙じし何事か会話を交わしている瑠る璃り子こと早はや香かの向こう、ギャラリーの中に。

　知った顔を、見つけた。

　長い、地に擦すれるほどに長い黒髪。夜を溶かしたような黒い瞳。

　豊かな胸を包むセーラー服も、ストッキングすらも黒い。

　白いのは肌だけ、赤いのは唇くちびるだけ、金色は右目だけ。

　黒塔に住まう『泥』の女王──キョウコ。

「あなたのために『こんばんは』、わたしのために『ごきげんよう』」

　唇がそう動き、彼女が微笑ほほえんだ。

　しゃらりと黒髪を揺らして彼女は背を向ける、ギャラリーの中へ交ざり遠ざかる。

　京きよう耶やが立ち上がった。隣の彩あや乃のも、放送部も、瑠璃子たちに夢中で気付いていない。

「《灼き尽くせオブリタレイト》！」

　片側三車線の広い道路、京耶は長テーブルを乗り越え銃弾めいた速度で駆かける。

　五感の大半をカット、引き換えに加速、毎度毎度全裸になるわけにもいかない。

　突然の乱入にジャッジマシンが警告音を鳴らすが聴覚をカットした京耶の耳には届かない、視界は灰色、色覚がカットされている。

　匂いもわからない、喉は岩になったように動かず声も出ない。

　瑠璃子と早香の間を駆け抜ける。

　二人が京耶の名前を呼んだ。聞こえない。

　困惑する灰色のギャラリーたち、何かを叫んでいるが無論聞こえない。

　減速はない。力尽くで押しのけるようにして京耶はギャラリーたちの間に突っ込む。

　鬼気迫る様子に慄いたか、ギャラリーは半ば自主的に道を空ける。

　灰色の視界の先、キョウコがビルとビルの間の路地に入る。

　追う。

　キョウコが路地の角を曲がる。

　追って京耶も角を曲がる、いない、狭い路地に隠れるような場所はない。

　カットした五感を戻す、速度を喪うしなう。

　戻って来た声で思わず呟つぶやく。

「……どこに消えた」

　瞬間、視界が塞がった。

「だーれだ」

　小さな手が視界を塞いだ。林檎に似た香りがした。耳元でからかうような声がした。

　きっと背丈が足りずに背伸びをしているのだろう、京耶の背中にむにゅっと柔やわらかい膨らみが強烈に押し当てられてる──全ての要素が彼女を示していた。

「何のつもりだ……キョウコ」

「正解です、京きよう耶やさん」

　彼女の手が離れる、背中に当たる膨らみが遠ざかる。

　地面に擦すれるほど長い黒髪を揺らして、彼女が京耶の横を通り過ぎ正面に立つ。

　白いのは肌だけ、赤いのは唇くちびるだけ、金色は右目だけ。

　彼女は淑女のように黒いスカートの裾をちょこんと摘まんで持ち上げ、幼さの残る顔に柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべた。

「びっくりしましたか？」

　何が可笑しかったのか、キョウコはくすくすと笑っている。

　京耶はむっつりとした表情で、殆ほとんど睨にらむようにしてキョウコを見据える。

「そんなに怖い顔をしないでくださいよ」

　さして怖がっている様子もなく、キョウコは見上げるように見詰め返す。

「ねえ、京耶さん」

　ちろり、と赤い舌が赤い唇を艶めかしくなぞる。

「『ゲーム』をしませんか」

「良いだろう」

　京耶が答えた。








第三話　破滅の足音ラスト・ゲーム







『ゲーム』をしようと、彼女は言った。

「ルールは簡単です、幻象都市にわたしが隠した五つの鍵を見つけてください」

　表通りの喧騒から一つ遠ざかった狭い路地、闇色の彼女は語る。

「五つの鍵を揃えることで、黒塔の扉が開きます」

「そこに、バロックがいるのか」

「はい」

　厳しい顔の京耶に向けて、キョウコは春の日差しのように微笑んだ。

　二人の距離は僅わずかに数歩、その気になればすぐにでも闘争が始まる距離だ。

「ありがとう」

　京耶が言う、キョウコは不思議そうに片側だけの黄金瞳を細めた。

「バロックは、俺の目の前で落ちて行った。俺には助けられなかった」

　それがどんな理由であれ。

「バロックを助けてくれたのは、おまえだ」

　京きよう耶やはいつもの厳しい顔をしていた、冗談でも皮肉でもない正直な気持ちだ。

「……結果としてそうなっただけですが、どういたしまして」

　珍しく、少々困惑した様子で彼女はぺこりと頭を下げた。

　長すぎる黒髪が僅わずかに、音もなく揺らいだ。

「俺とおまえの『ゲーム』について、いくつか聞きたいことがある」

「どうぞ」

「『鍵』はどういう形をしている、どこにある」

「直球ですね。それを答えたら『ゲーム』にならないじゃないですか」

「何も教えなければ、それこそ『ゲーム』にならない。この広い幻象都市で形もわからない五つの『鍵』を探すなど、砂漠に落とした硝子がらす玉を探すのと同じだ」

　どんな『ゲーム』でもそうであるが、勝負を成立させるためには互いの勝利条件を現実的に可能であるレベルまで持って来なければならない。

　策や運は、その後の話だ。

　彼女にも京耶の要求の意図が呑み込めたのか、キョウコが頷うなずく。

「そういう意味でしたら、大丈夫です。『ゲーム』が始まれば自然にわかると思います」

「そうか」

　疑いはしなかった、ある一点において京耶はむしろ彼女を信頼していると言って良い。

「他に、何か質問はありますか？　なければ『ゲーム』を始めますけれど」

「ある」

『ゲーム』の提案を受けてから、ずっと、疑問だったことが一つある。

　それは、目の前にいるキョウコが──




「おまえは、誰だ」




　果たして『ナニ』であるか。

　一瞬、キョウコの顔から表情が消えた。

　空っぽの人形のような黒い瞳が京耶を見た。次に宿ったのは炎に似た何か。

「フッ──」

　赤い唇くちびるが歪ゆがんだ。

「アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ──！」

　たゆんっと、大きく胸を揺らすように体を反らし彼女が哄笑をあげる。

　細い肩が笑いに合わせて上下し、胸が揺れ、長すぎる黒髪を揺する。

　京耶は厳しい顔をして、じっ、と彼女を見詰めていた。

　やがて、彼女は糸の切れた人形のように肩を落とし顔を伏せた。

「どうして、そう思ったんですか京きよう耶やさん」

　顔を伏せたまま、だが、その奥にある感情──歓喜に似た熱い何か──がちろちろと漏れ出ているようだった。

「おまえは『人を救うモノ』だ、故におまえは誰かの願いを叶える。ならば、これは誰の『願い』だ？　俺か？　違うな、俺は『ゲーム』なんてまどろっこしい手順はごめんだ。他の連中か？　だったら、おまえはそいつらの方に現あらわれるはずだな」

　淡々と、京耶は語る。

「ここにいるのは俺とおまえだけだ」

　キョウコが顔を上げた。

　そして京耶の台詞せりふを奪うばうように、口を開いた。

「そう、わたしは『わたしの願いのために』ここにいる」

　唇くちびるを歪ゆがめて、彼女が笑みを象かたどっている。

　一歩、更に京耶の方へと近寄る。かつん、と靴がアスファルトの上で鳴った。

　黒と金色の瞳が上目遣いに京耶を見詰めている。

　京耶はその瞳を見詰め返して問う。

「何が貴様を変えた」

「キミは、本当はもう、予想してるんじゃないかな」

　ガラリと、キョウコが口調を変えた。

　くるりと、キョウコが背中を向けた。

　ぞろりと、長い黒髪が視界を遮さえぎる。

　靴音がして、彼女がくるりとステップを踏ふむ。

「……やはりか、やはり、そうか」

　あまりにも予想通りであったことに、京耶は呻うめく。

　京耶の眼前に、『バロック』がいた。

「ふむ、予想通りであることが何より最悪である、という感じかな？」

　くつくつと愉快そうに彼女は笑った。

　リボンで結んだ長い銀髪ツーテール、炎の如ごとく赤い瞳、天使のように整った顔立ち。

「どうしたのだい、久しぶりの再会なのだから喜んでくれていいのだよ」

　不敵な笑み、小さな体、薄い胸。

　日ひ雁かり高校の赤いブレザー、ガーターベルト吊づりの白いニーソックス。

　二の腕に『私は京耶の嫁』と記した腕わん章しよう。

「ふざけるな」

　目の前には、あまりにも、京耶の知るそのままの『バロック』がいた。

「バロックに何をした！」

「何もかもだよ京きよう耶や」

　ぎらつく刃のような京耶の眼まな差ざしに怯みもせず、『バロック』が銀色の髪を揺らして小さく肩をすくめた。

「『泥』の海に落ちた私は、あまりにも消耗しすぎた。命が足りなかった」

『バロック』が手を伸ばし、京耶の唇くちびるを人差し指で塞ぐ。

　触れた指は確かに人の熱を持ち、温かかった。

　バロックと同じ匂いがした。

「足りないものは、どこかから持ってくるしかない。例えば『泥』だ」

「……そうか、そういうことかキョウコ」

『バロック』に向けて、京耶はキョウコと呼びかける。

「貴様は間違いなくバロックを救った。貴様の内側に取り込むことで、バロックが『泥』に食い殺されないように守った」

　彼の辿り着いた真実に、彼の鼓動は火を注がれたように加速する。

「そして、おまえはおまえでなくなることで、人を救うモノであることを止めた」

「概ね、間違えていないぞ」

　バロックのように、『バロック』は腰に手をあてて誇ほこるように薄い胸を張る。

「さすがは私の夫だな！」

「黙れ！」

　反射的に、京耶は『バロック』に掴つかみかかっていた。

　彼女の細い肩に指が食い込むほど強く掴む。痛みがないはずがない、にもかかわらず『バロック』はむしろ心地好さそうにうっとりと頬ほおを染めた。

「キミが本当に掴みたかったのは、そこじゃないだろう」

　甘い声、誘う指先が京耶の手を肩から首筋へと誘う。

　その通りだ、激情に駆られた京耶が辛かろうじて踏ふみ止まった一線だ。

『バロック』の首筋は白く、折れそうなほどに細く、酷く、魅力的だ。

「貴様ぁ！」

　抑え込めない激情のままに、獣の如ごとく京耶が叫んだ。

「どうしたんだい、さあ、この首をへし折ってしまいたいならそうしたまえ。私は抵抗などしないよ──だって、とても幸せなんだもの」

　花のように朗らかに、彼女は微笑ほほえむ。

「そんなに私を憎んでくれてありがとう」

　ぎちりと、京耶は砕けそうなほどに強く奥歯を噛み締めた。

　獣の唸うなり声に似た荒い呼吸を繰り返し、ゆっくりと、一本一本指を引き剥がすようにして彼女の白い首筋から手を離した。

　その行為にどれだけの自制を要したか、京きよう耶やの額はぐっしょりと汗に濡れていた。

　押し殺したように彼は言う。

「貴様がこの『ゲーム』で何を望んでいるのかは知らない。だが、貴様は倒す。貴様を倒して、貴様の中に囚われたバロックを取り戻す」

「嬉うれしいなあ」

『バロック』は微笑ほほえんでいた。

「そんなに、私のことを愛してくれてありがとう京耶」

「そんなに、わたしのことを憎んでくれてありがとうございます京耶さん」

　キョウコが微笑んだ。

　カードの表と裏が入れ替わるように、『バロック』がキョウコに戻っていた。

　彼女にとってそれは服を着替えるよりも容易いことなのだろう。

　今のキョウコはバロックを取り込み、恐らくはその能力を得ている。

　京耶の心の中にある、まだ冷静な部分がそう推測した。

　無む垢くに微笑む闇色の少女は恐るべき敵となったのだ。

「どうしました、京耶さん。わたしの顔をじっと見て」

「別に、理由はない」

　だが彼もまた『死神』、剣を振るうこと以外に何一つ能のない下らない男と自覚しているからこそ──その剣でこの闇を切り裂いて見せると誓う。













「そうですか、じゃあ、そろそろ『ゲーム』を始めましょう」

　キョウコの住まう黒塔へ辿り着くために、五つの鍵を集める。

　そしてキョウコを倒し、バロックを取り戻す。

「良いだろう、始めてやろうじゃないか」

　かくて京きよう耶やとキョウコの『ゲーム』が始まった。

　二人だけの『ゲーム』、だが、それは容赦なく幻象都市の全てを巻き込む。

　自らの願いを手に入れたキョウコにとって幻象都市は便利な箱庭に過ぎない。

　最初に、幻象都市唯一の広域メディアであるラジオがキョウコの下僕である『泥』と同化した人間たち──ケイオスヒューマンによりジャックされた。

　勝手にラジオのスイッチが入り、機械音声に似た女性の声でアナウンスされる。

『《影男シヤドウマン》の正体が判明しました。ストリートバトルフィールド・ナンバースリー暫定チャンピオン『喪失者アウト・オブ・オーダー』守もり部べ京耶です』

　恐ろしく事務的な報告だった。

『繰り返します。《影男シヤドウマン》の正体が判明しました──』

　京耶はそのアナウンスを、キョウコと共に狭い路地で聞いていた。

『ゲーム』開始に同意した瞬間だった。

　自分で予想した以上に冷静に、京耶が頷うなずきキョウコの黒と金色の瞳を見据えた。

「なるほど、こういう趣向か」

「宝探しには、ライバルがつきものですから」

　悪戯めいたウインクを一つ。

　バロックの真似をするように、腰に手を当てて豊かな胸を反らした。

　たゆゆんと揺れるそれに、今の京耶は目を向けもしなかった。

　ただ、じっと、彼女の目を見据えていた。

　彼女の瞳は楽しげに輝いていた、瞳に映る京耶自身は恐ろしく静かだった。

　ストリートバトルフィールド・ナンバースリーはこの路地からいくらも離れていない。

　しかも京耶が路地へと飛び込んだ場面を目撃したものは多い。

　アナウンスを聞き、気の早い連中は──つまり、《影男シヤドウマン》への怨みが深い者たちは既に行動を開始しているだろう。

　京耶も動かねばならない。ただの日ひ雁かり市しが幻象都市となった際に出た死者は多く、友人から家族まで周囲で誰も死んでいないという者は皆無だ。

「黒塔で待っていろ、必ず行く」

「はい、京耶さん」

　闇色の少女は、林檎のように赤い唇くちびるを歪ゆがめ、微笑ほほえみかけた。

　その微笑ほほえみを見ることもなく、京きよう耶やは背を向けていた。

『幻象武装コネクト・十五番目の黒騎士エリゴール！』

　自らの『遺産レガシー』を召喚する。

　黒い靄が京耶の全身を包み、黒い鎧よろいへと変化する。

　随分と久しぶりであるかもしれない。

　黒騎士こと、皆殺しの《影男シヤドウマン》。

　かつて、都市伝説となることで世界との因果を繋つなごうとした京耶が演じた存在。

　キョウコに利用され、幻象都市の憎悪を背負うことになった役割の名前。

　その体は黒い鎧で覆おおい尽くされ、兜の隙間からは黄金の単眼が覗のぞく。

　手にした黒の剣は敵を皆殺しにするまで止まらない。

　彼は死神、剣を振るわば殺さずにはいられない。

　強く、剣の柄を握り締める。

「行くぞ」

　もう一度、何より自分自身に告げるように強く小さく呟つぶやき歩き出した。

　がしゃりと、黒い鎧が鳴る。

　兜の隙間から黄金の単眼が輝く。

　その手には黒い剣が握られている。

　追われる身になったばかりだというのに、彼は走りもせず、堂々と歩く。

　不吉の予兆めいた姿と、その泰然自若とした歩みが合わさり死神に相応ふさわしい暗い空気を撒き散らす──遠ざかるその背中を、キョウコは愛しげに見守っていた。

『彼女たち』は信じていた。

　たとえ幻象都市に住まう全ての者が彼の敵になったとしても、京耶はきっとその全てを打ち倒し全ての試練を乗り越えて、自分のもとへ来てくれると。

「信じているよ、京耶」

「愛してます、京耶さん」

　一つの唇くちびるから、声も口調も違う二つの言葉が同時に出た。

　長すぎる黒髪が流れ、黒いセーラー服に包まれた背中に二対四枚赤黒の翼が生える。

　ふわりと、羽ばたき舞い上がる。

　高みより見下ろせば、京耶は何ど処こかへ向かい走りながら早々に闘争を始めていた。

「キミの戦いの全て、キミの受ける苦痛の全て、キミの抱える苦悩の全て」

「それが全て、『わたし』のものであることに」

　この上なく──幸福を感じる。

「早くおいで京耶、そうしたら」

「『わたし』の全て、何もかもをあなたに捧げます」

「何者にも奪うばわれることのない」

「鎖のように結び付ける『因果』を」

　詠うように彼女が、あるいは彼女たちが呟つぶやく。

　京きよう耶やは一つだけ誤解をしていた。

　確かに、キョウコとバロックは一つの存在になった。バロックが存在を維持するにはそうするしかなかったからだ。

　だがそれは、キョウコがそう仕組んだわけでもなく。

　守もり部べ京耶という人間が、『因果』と共に忘れ去った妹。

　すなわち、今日子きようこと。

『歪ゆがみ』という名前を持つ天使、バロックは。

　望んで一つになったのだ。

「『人は、自らの見たいものしか見ない』」

　幻象都市の空より地上の人間を見下ろし、天使であり『泥』の女王である存在が微笑ほほえむ。

　京耶はバロックを助けたいと想い、キョウコを憎んだ。

　しかし彼女たちはバロックを救いたいという想いも、キョウコへの憎しみも。

　歓喜のうちに受け入れる。

『歪んで』しまってはいたが、彼女たちは京耶を愛していた。








第四話　名も知らぬ戦車乗りの少女







　まず考えたのが、瑠る璃り子こに早はや香か、彩あや乃のと合流することだった。

　三人とも、まだストリートバトルフィールド・ナンバースリーにいるはずだ。

　そして、その思い付きを真っ先に切り捨てた。

　三人の他に無数の観客がいる、この場合、個人的に信頼している数人を除いて全て敵だと考えるのが正しい。戻るのは自殺行為だ。

　まずは逃げる、そして身を隠す。

　ただ逃げるのではない、堂々と、『ゲーム』開始早々に襲い掛かって来るせっかちな追跡者を打ち倒して逃げるのだ。

『死神』に身を任せてはいけない、追跡者を殺すのは簡単だ。

　殺さないのは、ただの意地だ。

　かつて殺人鬼『辻斬りジャック』に向かって『人を殺すのはいけないことだ』と言い切った人間としての意地だ。

　いざ危機的状況に置かれてみれば、案外と平静でいられた。

　がしゃり、と黒い鎧よろいを鳴らして路地を歩く。

　両側を挟むビルの落とした影で酷く薄暗い路地をあてどなく歩く。

「見つけたぁ、《影男シヤドウマン》！」

　狼に似た咆哮と共に、誰かがビルの屋上から飛び降りた。

　首を上げる、黒い兜の隙間に輝く黄金の単眼がそれを捉とらえる。

　灰色の人狼、鋭い爪の生えた腕を振りかぶり上方からの攻撃を仕掛けてきた。

　叫ばなければ不意打ちにでもなっただろう。

　京きよう耶やは無造作に、ぶんっ、と剣を振り上げた。

　ごすり、と重たい打撃音がした。

　黒い剣の腹が落下してくる人狼の腹に埋まり、そのまま後方へと投げ飛ばした。

　ぐしゃんとアスファルトの上に叩きつけられて人狼は大の字にのびている。

　京耶は人狼を一いち瞥べつし、また歩き出した。

「……予想通り、か」

　もう数人ほど追跡者を叩きのめしたが、概ね似たような相手だった。

『遺産レガシー』の傾向として速度に優れる。性格的なものとして即断即決型──要するに、一人で、深く考えず、突撃して来る。

　別にそのようなタイプが悪いわけではない、むしろその積極性と果敢さは有効に作用する場面の方が多いだろう。

　単純に、京耶が得手とするのがそういうタイプであるだけだ。

　この場はきっと切り抜けられる、問題はその後だ。

　想定している最大の敵は、如月きさらぎ早はや香か率いる風紀委員だ。

　集団で一つの生命のように有機的に行動する彼女らは、最もやりづらい。

　優れた連係による優れた作戦を用いた戦闘になれば対応しきれない部分もある。

　無論──心底から皆殺しにして良いのならば話は別だが。

　考え事をしながら、更にもう二人の追跡者を下した。

　一人は雲に乗った少女で、一人は空飛ぶ絨毯に乗った少年だった。

　そろそろ、せっかちな連中も途絶える頃だろうか。

　突然、エンジンの音が聞こえた。

　くぐもった、猪の呻うめき声ごえを思わせる低く重たい音であった。

「何だ」

　思わず足を止めて背後を振り返った。

　エンジン音は京耶の後方に広がる、既に通り過ぎた路地の暗がりから聞こえて来た。

　狭い路地の道幅を考えればバイクの類が精々で軽自動車ですら通るのは無理だろう。

「何でも、良いか」

　無形の位、右手に剣を握り無造作にぶら下げた構えを取らぬ構え。

　暗がりから何が飛び出してこようと、斬れば同じだ。

　そう思っていた。

　目を疑った。

「……戦車？」

　である。

　無限軌道による走破性、突き出た砲塔による破壊力、分厚く力学的に計算し尽くされた装甲──映画やゲームの中でしか見たことのないような本物の戦車が。

　重力を全力で無視して壁に張り付き、ぬっ、と、姿を見せた。

　なるほど、狭い路地でも戦車を縦にすれば移動は出来るな、と京きよう耶やは胸中で頷うなずいた。

　戦車の方も京耶、つまり《影男シヤドウマン》を認識したのだろう。

　砲塔が音を立てて動き、京耶をターゲットした。

「不味いな、くそっ近代兵器系の『遺産レガシー』なんぞあるのかよ！」

　一瞬、赤いボンデージファッションの自称悪の天才科学者を思い出したが、あれは近代兵器とかそういう問題ではない。

　京耶が逃げるより早く、戦車の中に居る誰かは引き金を引いていた。

　砲塔から唸うなりを上げて発射される砲弾、空を貫き迫る。

　失態は忘れる、がしゃりと音を鳴らして一歩踏ふみ込む。

　両手に持ち替えた黒い剣を下からすくい上げるように振るう。

　迫る砲弾の側面に柔やわらかく当てて押し、背後へと受け流す。

　背後で、ビルに激突し砲弾が爆発する。

　爆風に圧されるように京耶は前へ出る。

　体勢を低く、鎧よろいを身に着けているとは思えない風の如ごとき疾駆。

　爆風により巻き上げられたビルの破片や煙が戦車に対し目くらましとなる。

　第二射より速く、京耶の剣は戦車に届く。

　ギュルルルルルルル──凄まじい勢いで戦車の無限軌道が動いた。

　重力を無視してビルの側面に張り付いたまま、猛烈な勢いでバック。

　ビルの側面を駆かけ上あがる。

「なにぃ！」

　思わず叫んだ。京耶の剣が空を切った。

　上方に陣取った戦車は逃げると同時に再度の照準を終えていた。

　ギッと音を立てて無限軌道が停止する、突き出た砲塔が火を噴く。

　京耶は刃を振りぬいた勢いで、そのまま前方へ転がって避ける。

「間に合わない──か！」

　着弾、爆発、爆音、爆風！

　破片が巻き上げられ黒煙が渦巻く、アスファルトは砕け大穴を残し、爆発の余波で隣接するビルの側面にひびが入る。

「やった！」

　戦車の中から歓声が上がった、重力を無視してビルの側面に張り付いたままハッチを開け、操縦士が顔を出した。

　厳つい戦車には似合わない、ヘルメットを被ったショートカットの可愛かわいらしい少女だ。日ひ雁かり市し内にあった──幻象都市内にある中学校の制服を着ている。

　ヘルメットの端っこから零れた髪がぴょこんと跳ねていた。

　勝利を確信した眼まな差ざしは、砲撃の煙が晴れるにつれて困惑へと変わった。

　あるのはアスファルトに穿たれた大穴だけ、戦車砲の直撃を受けた黒騎士が消し飛んだのか？　だとしても鎧よろいの欠片かけらすら残っていないのはおかしい。

「フハハハハハ、その台詞せりふは相手を取り逃すフラグであるぞ少女よ！」

　高笑いに、やたらと芝居がかった口調、戦車の操縦士とはまた別の女の声がした。

　声は戦車より更に上方からした。

　慌てて、少女はハッチを下ろし車内に戻る。バックギアに入れたまま加速、重力を無視してビルの側面をバックで屋上まで駆かけ上あがった。

　ずんっ、と着地の衝撃を戦車のサスペンションが吸収する。

　砲塔を旋回、高笑いのした方向へと向ける。

　対面のビルには『戦車』がいた。

「フハハハハハハハハ！　刮目せよ！　刮目せよ！　ついでに賞賛せよ！　我が名は悪の天才科学者レイニーデーイズッ！」

　戦車に乗った少女はぽかん、と、砲弾を撃ち込むことも忘れて目をぱちくりさせた。

　歴史の教科書でしか見たことのないような『チャリオット』だ。

　二頭の馬に数名の人間が搭乗する荷台を引かせた、古代の兵器。

　チャリオットを引く二頭の馬は鋼鉄製で明らかに生物ではない、機械仕掛けの馬は口から白い蒸気を吐き出しながら感情のない無機質な光学レンズの瞳で遥かなる子孫とでも言うべき戦車を見詰めている。

　派手な細工で飾られた荷台の上で、高笑いの主が腕組みをして仁に王おう立だちしていた。

　ドリルのように巻いた赤毛、顔を隠す赤い蝶ちようを模もした仮面、そのくせ体を惜しげもなく衆目に晒す赤いボンデージ、ちょっと羨ましくなるぐらいの巨乳が赤いボンデージに挟まれて深い深い谷間を作っている。

　その上には白衣を羽織り、手には細い乗馬鞭。

　彼女のボキャブラリーでその姿を表現するならこっそり読んだ大人向きの本に載のっていた女王さまか、弟の見ていた特撮番組に出ていた悪の女幹部か──あるいは単に。

「変態が出た！」

「誰が変態であるか失礼な！」

　御者席のレイニーデイズが怒鳴り返す。

「だ、だって、そんな格好！」

「変態ではない、これはカッコ良いと言うのだ！」

　戦車とチャリオットの間で勃発した下らない口喧嘩を。

「その辺にしておけ」

　物静かな声が制止した。

　レイニーデイズの肩を、黒いガントレットに覆おおわれた手が掴つかんでいた。

　むくりと、チャリオットの荷台から黒騎士が身を起こす。

　戦車の少女は初めて《影男シヤドウマン》の声を聞いた、思ったより普通の声だなと思った。

　レイニーデイズの奇矯さに目を奪うばわれ、《影男シヤドウマン》のことを意識の外に出していた少女は戦車の中で緊張し操縦桿をぐっと強く握り締めた。

　黒い兜から覗のぞく黄金色の単眼が、戦車の装甲を貫きこちらを見ているように思えた。

「ククク、戦車砲を食らった割には元気ではないか」

「おまえが鞭で引っ張り上げてくれたおかげだ」













　合点が行った、黒騎士が砲撃を逃れたのはチャリオットに乗った変態──レイニーデイズと名乗っていた女のせいか。

「信じられない！　な、なんで《影男シヤドウマン》に味方してるんですか！」

「フハハハハハハ！　愚おろか者め、愚か者め、もひとつおまけに愚か者め！」

　無意味に勝ち誇ほこるように、レイニーデイズはぐぃーんっと胸を張り、張りすぎて顔が殆ほとんど上を向くぐらい胸を張り。

　赤いボンデージに包まれた巨乳を揺らしながら高笑いを上げる。

「ならば逆に問うぞ小娘よ、貴様は何な故ぜに《影男シヤドウマン》と敵対しているのだ！」

　危険を承知で、彼女は戦車のハッチを開けて顔を出した。

　ヘルメットを被った幼い顔が、思い出した怒りに紅潮していた。

「パパと、ママと、弟」

　言葉少なに、それだけ言った。

「奇遇であるな、このレイニーデイズもそうだ」

　正面を向いて彼女も言った。

　日ひ雁かり市しが幻象都市となる際に、強制的に付ふ与よされた『原げん罪ざい刻こく印いん』。

　それに耐えられなかった者たちは、残らず死亡した。市民の約三割が鬼籍に入った。

　ある者は友を、ある者は肉親を、ある者は愛する人を喪うしなった。

　そして『原罪刻印』という証あかしを、『遺産レガシー』という力を、《影男シヤドウマン》という敵を得た。

「良いかね小娘クン、人は、理由もなく死ぬのだ」

　レイニーデイズは珍しく、淡々とした口調で告げた。

　赤い蝶ちようを模もした仮面の奥、歯車模様が刻まれた瞳は恐ろしく静かだった。

「命などその程度のものだ、神はいない、死に理由はない。こちらとあちらを隔てるのは才でも力でもなくただの運でしかない。我々は皆、薄氷の上を歩いている」

　ばさり、白衣の裾を翻した。

「それでも我々は生きていかねばならんのである」

「……何が言いたいんですか？　死んだらどうしようもないなんて、当たり前じゃないですか。いつか死ぬから、復讐なんてしないで楽しく生きろとでも言うんですか？」

　説教のつもりかと、戦車乗りの少女は苛立ちを隠しもせず言い返した。

　レイニーデイズが白衣の肩をすくめると、突然いつものレイニーデイズに戻った。

「フハハハハ！　誰がそんな下らないことを言おうものか！　復讐？　やりたければしたまえレイニーデイズは大いに賛同しよう、汝の人生は汝のものだ、好きに使うが良い」

　びゅん、とチャリオットに仁に王おう立だちをした彼女は乗馬鞭を振るい、戦車へ突きつけた。

「登場も退場も役割すらも自由にならぬ舞台であれどこのレイニーデイズ、他人の筋書きに付き合ってやる気はないのである。踊る相手は自分で決める、どこで踊るかも自分で決める！　このレイニーデイズ、自分がやりたいと思ったこと以外はやる気がない！」

「だから何なんですかこの変態女！」

　いい加減、ぷちんと切れたのか少女はまたも戦車の中に引っ込んでしまった。

　妙な展開になったな、と半ば傍観していた京きよう耶やが胸中で呟つぶやく。

　いつの間にか、《影男シヤドウマン》とそれを追って来た戦車の対決からレイニーデイズのチャリオットと少女の戦車の対決にすり替わっていた。

　兜の隙間から、横目でレイニーデイズを見た。

「どうやら相手もやる気になったようだぞ《影男シヤドウマン》よ、さあ、我らがコンビネーションを突然出て来た名も知らぬ小娘に叩き込んでやろうではないか！」

「その突然出て来た名も知らぬ小娘と盛り上がっていたおまえは何だ」

「少々、似た境遇のようなのでな、余計なお世話という奴やつである」

「ふん、それで戦車相手にどうやって戦うつもりだ」

　京耶は話を戻した。

　時代劇によくある達人同士の決闘のように、戦車とチャリオットの乗り手は動き出すタイミングを見計らい睨にらみ合っている。

「うむ、言い忘れたが《影男シヤドウマン》よ。このチャリオットはレイニーデイズ謹製、そんじょそこらの車など及びもしない速度と安定性と自爆スイッチを兼ね備えているが」

「待て、最後に何か一つおかしなものがついているぞ」

　ツッコミを無視し、彼女はたゆゆんと赤いボンデージに強調される豊かな胸を張る。

「兼ね備えているが、武装は何一つないのである！」

「自爆スイッチより前に用意しておけ、どうするつもりだ」

　更なるツッコミをレイニーデイズは軽やかにスルー、せず、重々しく頷うなずく。

「決まっているではないか」

　唇くちびるの端に不敵な笑みを浮かべて乗馬鞭をぴしりと戦車に向けて突きつけた。

「後ろに向かって突撃であーる！」

「は？」

　という疑問の声は、京耶と、そして戦車の中から同時に聞こえた。

「フハハハハハハハハハ！　さらばだ、名も知らぬ戦車乗りクンよ！」

　見事名探偵から逃げおおせた怪盗めいた会心の高笑いと共に、二頭の馬に引かれたチャリオットが物もの凄すごい勢いで後退して行く。

「さすがはレイニーデイズ、機械馬にすらバックギアを仕込む柔軟性が素晴らしい！　なーに当然だともレイニーデイズ、何せレイニーデイズなのだからなああああああ！」

　文字通り過ぎる自画自賛、赤いドリルヘアと白衣の裾が風に激しくなびいている。

　正面を向いたまま全力でバックする機械馬は相当にシュールだったが、その速度は確かにエンジン車並みか、それにやや劣る程度だ。

　戦車の方も数秒遅れて走り出した。純粋な速度では戦車が勝るも、連なるビルの屋上というフィールドは冗談めいたことにチャリオットの方が優位だった。

　チャリオットは機械馬故に車輪とは違い、『跳ねる』という動作でビルの屋上から屋上へ──バック走のまま──軽快に自由自在に走り回る。

　戦車にはそれが出来ない。ビルとビルを渡るには、ハリウッド映画のスタントさながらに慣性を利用して強引にジャンプするか、重力を無視し壁に張り付ける能力を活用して一度地上を経由するかだ。

　必然、チャリオットと戦車の距離は徐々に離れて行く。

　無論、チャリオット側にも欠点はある。

「フハハハハハ──あーれーっ！」

　ずばり安定性が低い、荷台に仁に王おう立だちになっていたレイニーデイズが何度目かの機械馬のジャンプにバランスを崩して落っこちそうになった。

　荷台を掴つかんでしがみついていた京きよう耶やが受け止めなければ、酷いことになっていただろう。

「阿あ呆ほか、貴様は！」

「誰が阿呆であるか！　むっ、だが天才と何とかは紙一重とも言う、これはつまりレイニーデイズの頭脳が天才的であるあまりに紙一重向こう側と勘違いされても？」

「もう一度言うぞ、阿呆か貴様は！」

　はっ、と京耶は気付いた。

「頭を下げろ！」

　叫びながら、レイニーデイズの体を荷台に叩き付けるように引っ張る。

「何をする！」

　という叫びをかき消して、空を潰つぶすような戦車砲の音がした。

　砲弾はチャリオットの傍そばに着弾、炸裂し爆音と爆風を撒き散らす。

　猛烈な爆風に押されてチャリオットが傾く。

「ちいっ！」

　レイニーデイズに代わって京耶が傾きとは反対方向へ体重をかける。

　浮いた車輪が再び接地、ずしんと衝撃が荷台越しに伝わる。

「ついに撃ってきたか、こいつで避け切れるのか？」

　兜の隙間からバック走中の機械馬二頭を見て京耶が問う。

　レイニーデイズは流石に立ち上がりはせず、白衣を風にはためかせたまま不敵に笑う。

「ふっ、問題ないのである。撃ってきたということは相手が焦っているということだ。そもそも戦車とは一人で運転するものではない。あの『遺産レガシー』は単独運転可能なようではあるが所しよ詮せん乗り手は人間、走行と砲撃を同時に行えばどちらかが散漫になるのである」

　まして、ビルの屋上から屋上へと映画スタントさながらの運転を強いられる状況だ。

「動き回りながらの片手間の砲撃など当たりはせぬよ」

「なるほど」

　事実、チャリオットは戦車を徐々に引き離しつつあった。

　このままなら逃げ切れる──瞬間、京きよう耶やの本能が何かを察した。

　荷台の上に立ち上がる、黒の剣を構える、不安定な足場で最大限の安定を得るために腰を落としポジションを低めに取る。

　戦車の砲塔が火を噴いた。

　京耶の予感したとおり、砲弾は空気を押し潰つぶすような轟音と共に狙い違わずチャリオットに向かって突き進んで来る。

「──」

　意識を冷やす、地上で出来たことをチャリオットの上でやるだけだ。

　赤子を撫でる手のように優しく、断頭台の刃のように速く鋭く。

　剣の腹で、飛翔する砲弾の側面を叩き軌道をずらす。

　言葉にすれば単純だが、実行するのは曲芸じみた行動を京耶は二度成功させた。

　狭い路地の中ではない、遮蔽物のない場所で軌道を逸そらされた砲弾は遠く離れた見当外れの場所へ着弾する。

　遠いビルの屋上に大穴が空くが、チャリオットには爆風すらも届かない。

「……走行と砲撃を同時に行えば、どちらかが散漫になるんじゃなかったのか」

「ふっ、レイニーデイズとてたまには予想外のこともあろう」

　開き直っているようだが、赤い蝶ちようの仮面の奥で歯車模様の目が泳いでいる。

　京耶は横目でじっ、と彼女の顔を見詰めた。

「……ちゃうんよ、あれが普通の戦車やったらうちが正しいはずやの」

　素に戻ったレイニーデイズ（本名・照てる代よ）が若干怪しい関西弁で言い訳をする。

「『遺産レガシー』の能力か、『原げん罪ざい刻こく印いん』か……」

　納得したように頷うなずいて、京耶は視線を正面に戻した。

「来るぞ」

　あえて直撃しない砲撃を囮に使い次に直撃弾を撃つという戦術が失敗した以上、優位である火力で押し切るつもりなのだろう、戦車は一気に畳み掛けるような連射を始めた。

　ずんっ、ずんっ、ずんっ、と重い音を立てて砲塔が震え砲弾が発射される。

　原罪刻印『阿あ修しゆ羅ら腕かいな』、それが通常複数名で行う戦車運用を単独で可能としている能力だった。

　刻印能力は単純で阿修羅の如ごとく腕が六本になる、それだけだ。一見すれば便利な能力だが、普通に考えていきなり増えた腕を自在に使いこなせるわけがない。

　彼女はそこで諦めなかった、幻象都市となり刻こく印いんと『遺産レガシー』を手に入れて以降、彼女は六本全ての腕を自由自在に動かせるよう訓練を積んだ。

　喪うしなった家族の為に、復讐の牙を研いだ。

　怒りを込めて《影男シヤドウマン》へと、砲塔を向ける。

　一瞬で、立場が逆になった。

　チャリオット特有の機動性で主導権を握り戦車をじわじわと引き離していたが、今は砲弾を回避するための余計な動きが増えたチャリオットに対し主導権を握った戦車側がまっしぐらに間合いを詰めて来る。

　移動しながら照準を修正、機械馬の動きが止まる一瞬を狙い澄ました正確無比の砲撃を繰り返す。内心、京きよう耶やは名も知らぬ戦車乗りの少女の腕前に感心した。

「……だが、これで良い」

　ぽつりと呟つぶやく。

　気付けば、立ち並ぶビル街の外れ、終わりが近付いてきていた。

　危険だ、ただの道路が戦闘フィールドになればこちらは更に不利になる。

「何か考え付いたようだね《影男シヤドウマン》」

　乗馬鞭を片手に、レイニーデイズが言った。

　不敵を装った笑みを浮かべていたが、顔に汗が浮かんでいた。

「ああ」

　兜の奥の顔は厳しく、吐息の乱れすらもなく、京耶は連射の間で自身の考えを話す。

　それを聞いたレイニーデイズは、一瞬、乗馬鞭を取り落としかけた。

「フハハハ……正気とは思えぬ手だ。よかろう、その作戦に乗ろうではないか」

「よし」

　頷うなずくと同時に京耶は荷台を蹴り、鞍も手綱もない機械馬の背に飛び乗った。

「……自分の命を粗末にするくせ、直ってないんやな」

　彼女の呟きは京耶の耳に届かない。

　砲弾が放たれる。

　レイニーデイズが乗馬鞭を振るいチャリオットが正面へ移動する。

「《灼き尽くせオブリタレイト》」

　砲弾が、京耶の乗る機械馬に直撃した。

　爆発し、爆音が鳴り、爆風が轟く。

「やった！」

　戦車乗りの少女が叫ぶ。

　吹き飛ぶチャリオット、荒れ狂う荷台からレイニーデイズが落ちる、皮肉な笑み。

「その台詞せりふは、やれてないフラグであるな」

　爆風が薄れる、機械馬の残ざん骸がいが一つ、もう一頭も転倒し停止している。

　戦車乗りの少女の視界に《影男シヤドウマン》の姿はない。

　次の瞬間、戦車が揺れた。

　地震でも起きたのかと思うような振動だった。

　上から、悪魔のように黒い影が落ちて来た。

「──《影男シヤドウマン》っ！」

　戦車乗りの少女が叫んだ。

　砲撃に合わせて、その爆風に乗るように京きよう耶やは跳んでいた。

　狙いが正確無比であったからこそ合わせるのは可能だった。

　一瞬でもタイミングが狂えば直撃は覚悟の上で京耶はやってのけた。

　戦車の死角である上方から黒の剣の腹で砲塔を捻じ曲げ次弾を撃てなくした。無理に撃てば砲塔内部で砲弾が炸裂する。

「くそっ！」

　ならば轢き殺す、戦車乗りの少女が車体を回転させようとする。

　無限軌道が空回りし動けない。着地と同時に京耶が破壊していた。

　翻る黒い刃、不吉な風のように装甲を切り裂き戦車乗りの少女を抹殺せんと──

　彼女は目を閉じなかった。最後の瞬間まで諦めずに行動した。

「──ママ」

　一瞬の躊躇、折れ曲がった暴発確実の砲塔、砲撃のトリガーを絞る。

　京耶が彼女に届く寸前で刃を止めた。

　折れ曲がった砲塔内部で、砲弾が暴発した。

　その衝撃が京耶を襲う。破裂した砲塔の破片が黒の鎧よろいに突き刺さる。

「ぐうっ」

　押し殺した苦悶の声を兜の奥で漏らす。

　暴発の衝撃は京耶だけでなく戦車内部も襲ったはずだ。

　ギィン──黒の剣を振るい戦車の装甲を切り裂き穴を空ける。

　内部に戦車乗りの少女の姿が見える、消火装置が働いたのか白い粉が撒き散らされていた。制服の薄い胸元が僅わずかに上下している。生きている、だが気絶している。

　京耶は刃をビルの屋上に突き刺し、戦車内部から少女を引っ張り出した。

　そのまま屋上に寝かし、黒の剣を引き抜き背を向ける。

　がしゃり、鎧を鳴らしてレイニーデイズの方へと歩き出す。黒の剣を腰の鞘に収める。

「立てるか」

　荷台から落ちたレイニーデイズに右手を差し出した。

「何とかね……っ」

　レイニーデイズは転倒の際に落とした赤い蝶ちようの仮面をつけなおし、立ち上がった。

　足を捻ったようで頬ほおがぴくぴくと痛みに引き攣っていた。

「無理をするな」

「ひゃっ、ちょ、ちょっとなにするん！」

「逃げるぞ」

　京きよう耶やは抱きしめるようにして右腕一本でレイニーデイズを持ち上げ、再び歩き出す。

「待ちいな……どうせ、行く当てないんやろ、うちの秘密基地に案内したる」

　蝶の仮面の奥で歯車模様の瞳を泳がせ、彼女は照れくさそうにそっぽを向いた。

　赤いボンデージに包まれた体は柔やわらかく、硝煙と機械油の匂いがした。

「助かる、どうしようかと思っていたところだ」

　名も知らぬ戦車乗りの少女──強敵だった。

　だが彼女だけが強敵なわけではない、敵は幻象都市の殆ほとんど全てだ。

　その中に、果たして何人の強敵がいるのだろうか。

　これはあくまで偶発的な戦闘であり、前哨戦に過ぎない。

「っ！　あんた、左腕どうしたんっ！」

「最後の自爆でやられた」

　まだ前哨戦に過ぎないにもかかわらず、この様だ。








第五話　鍵ガールズ







「フハハハハハハ！　ようこそ《影男シヤドウマン》、我が秘密基地へ」

　赤いドリルヘアを揺らし、赤いボンデージに包まれた胸をたゆゆんと張り、白衣の裾を左腕でばさりと広げ、レイニーデイズが言った。

　彼女の言う秘密基地は、とある物流会社の倉庫だった。

　幻象都市となった現在では流通業など成り立つわけもなく放置されていた倉庫を勝手に改造して住み着いているというのが正しい。

「おやびんだー」「おかえりなさーい」「おかえりー」「おやびーん」

「なんかいるー」「くろいのいるー」「きょうやだー」

　倉庫の九割は少なくとも京耶にはガラクタと区別のつかないような謎の機械と各種部品で埋まり、ぬいぐるみめいた十センチほどの──海賊の下っ端のような格好をした妖精たちがちょこまかと動き回りながらハンマーやらスパナやらを動かしている。

　彼ら（彼女らかもしれない）はレイニーデイズの『遺産レガシー』、『七つの黒き槌セブン・ドウエルグ』であり、おやびんことレイニーデイズを見ると嬉うれしそうに手を振っていた。

「フハハハハハ！　今、帰ったぞ」

「おやびーん」「ちゃりおっと」「どしたのー？」

「フハハハハハ！　フハハハハハ！　フハハハハハ！　フハハハハハ！」

「おやびん」「こわしたな」「こわしてるね」「またつくるかー」

　暢気なやり取りを聞きながら、倉庫の中を歩く。

　倉庫の奥がレイニーデイズの生活スペースになっており、こちらは恐らく元物流会社の従業員用宿直室だったのだろう。八畳ほどの、やや広めの空調付きワンルームに簡易キッチンとトイレ、シャワールームが備え付けられていた。

「ま、入るが良いぞ」

　黒騎士の鎧よろいをまとった京きよう耶やは、興味深げに室内を見回す。

　片付けられてはいるが物の多い部屋だった。小ぶりな冷蔵庫、簡易衣装棚、カラーボックス、窓際のカーテンレールに予備の白衣とボンデージを吊つり下げている。

　壁面の一つにはスクリーンがかけられホームシアターを完備。逆側には京耶の身長より高い本棚が三つ並び、一つは漫画、一つは小説、一つはアニメのブルーレイ、ＤＶＤディスクでぎっちりと埋まっている。

　そして部屋のど真ん中に、敷かれたままの布団があった。

　飛び起きて吹っ飛ばした掛け布団がそのままだった。

「……色気のない部屋だな」

「ほっといてや！　あんたこそ、いい加減その重苦しい鎧を脱ぎいな！　左腕の治療もせなあかんし」

「そうだな」

『十五番目の黒騎士エリゴール』を解除、黒の鎧が黒い靄のようになり消失、普段の服装に戻る。

　レイニーデイズが歯車模様の瞳をまん丸にした。

「髪、どしたの？　真っ白や……」

「俺の刻こく印いん能力は知っているな」

　白髪、片目だけの黄金瞳、青白い肌、千切れた左腕。

　幸い、と言うべきではないのだろう、傷口は炭化しており出血はない。

　痛みを感じていないかのように、淡々と京耶は問う。

「確か『何かを喪うしなうことで何かを得る』能力、やったよね」

「戦車を相手にするときに身体能力を引き上げた。普段なら鎧や服を犠牲にするんだが、万が一のことを考えたら鎧の防御力は必要だった。顔を晒したくないのもある」

　だから、彼は続けた。

「『命』を削った」

　真っ白になってしまった髪は、肌の異常な青白さは、左腕を喪ったからだけではなく勝利の代償に支払った『命』故のものだった。

　レイニーデイズは絶句していた、ふらりと幽鬼の如ごとく京きよう耶やがよろめく。

「あんた……頭、おかしいで」

「バロックを助けるためだ、これぐらい、やらないとな」

　どこか寂しげに京耶は肩をすくめた。

　出来ることをやる、やるべきことをやる──どんな犠牲を払っても。

「痛みなど、恐れている暇はないんだ……物もの凄すごく痛いが、はっきり言って泣きそうだが、今すぐのた打ち回りながら泣き喚きたいが」

「……あんた、頭、おかしいで、絶対や」

　何かを諦めたようにレイニーデイズが大きく首を振った。

「俺からも聞きたいことがある」

「何やの」

「どうして俺の居場所がわかった」

「楠くすの木きさんと、如月きさらぎさんの決闘をラジオで聞いとったからよ」

「ならどうして、俺を助けた。俺はおまえを信用していなかったから《影男シヤドウマン》であることを明かさなかったし、おまえも家族を亡くしたんだろう？」

　極きわめて直接的に核心を抉えぐる質問に彼女は歯車模様の赤い瞳を閉じる。

　瞳を開けたとき、彼女はレイニーデイズに戻っていた。

「フハハハハ、あんな与太話を信じたのであるか《影男シヤドウマン》！　我が血縁は幻象都市となる以前に、とっくの昔に事故でまとめてくたばっているのである！」

　白衣の裾をばさりと翻し、レイニーデイズは高笑いする。

「人間などあっさりと死ぬのだ。どうでもよい場面で何の理由もなく死ぬのだ。いちいち、その程度のことに構っていられん」

「そうか」

　嘘うそを吐いているように見えた、だが、真実を語っているようにも見えた。

　レイニーデイズは赤いドリルヘアを揺らして、一人で頷うなずく。

「そうであるとも、人間など放っておいてもすぐに死ぬのだ」

　ばさり、もう一度彼女は白衣を翻し堂々と赤いボンデージに包まれた胸を張る。

「だからこそ、レイニーデイズは友情を重んずる。汝がレイニーデイズを信用していなくとも構わん、レイニーデイズは汝を信用している。幻象都市を丸ごと敵に回す程度、大したことではない」

「……おまえは頭がおかしい」

「フハハハハハ！　まあ多少の下心もあるのである。汝は数少ない幻象都市脱出計画の協力者であるからな、幻象都市も嫌いではないが」

　ふっ、と彼女は溜ため息いきを吐いた。

　酷く憂鬱気に瞳を伏せる、赤い唇くちびるが奇妙に艶めいていた。

「……ここだと漫画の続きも、ラノベの新作も、来期のアニメも見られないのである」

「おまえは頭がおかしい、絶対にだ」

「何を言う、レイニーデイズには最重要なのであるぞ！」

　先程の憂鬱は何だったのか、目がマジであった。

　物もの凄すごい力に満ちていた。

「そ、そうか、悪かった」

　気圧されて思わず謝ってしまう京きよう耶やであった。

「わかればよいのである」

　ふふん、と満足そうに勝ち誇ほこり彼女は二の腕で赤いボンデージに包まれたばいーんな胸部を持ち上げるようにして腕を組んだ。

　京耶は小さく嘆息し、首を振る。

「礼を言い忘れていたな。助かったよ、危ないところだった……いや本当に、戦車が出てきたときはどうしようかと思った、聞いてねえよ戦車はマジで」

「……レイニーデイズの巨大ロボ『ゴリアテ』を打ち破っておいて戦車程度を恐れられても困るのであるが」

「あれは…………ギャグだろ？」

「なんと！　我が最高傑けつ作さくがギャグ扱いであるか！」

「いやギャグは言い過ぎたか、ああ、ちょっとばかし色物寄りだとは思うが」

「フォローになってないのである！」

　ぺしこん、と、レイニーデイズが平手で京耶の頭を叩いた。

　痛くも何ともないが急に可笑しくなり、京耶はくつくつと、やがてゲラゲラと久方ぶりに声を上げて笑い出した。

「ちょう待って！　ここ笑うところ違うわ！」

　レイニーデイズのツッコミも虚しく、京耶は笑い続け。

　不意に、肩の力を抜いた。

「手を貸してくれ、バロックを助けたい」

「フハハハハ、何だかわからんが任せるが良い！」

「詳しい説明をするか」

「治療は後で良いのであるか？」

「良い、段々慣れてきた」

　京耶はちらと左腕を見て、畳の上に腰を下ろした。レイニーデイズも、畳の上に腰を下ろした。

「『ゲーム』をすることになった、キョウコとな」

「……キョウコ？　ああ、件の『死神』であるか」

　京きよう耶やが頷うなずくと、彼女も同じく頷いた。

「成る程、《影男シヤドウマン》の正体が突然大々的に明かされたのはそういう訳であるか」

「そういうことだ。幻象都市のどこかにある五つの鍵を集めれば、キョウコの居る──バロックの囚われている黒塔の扉が開くそうだが」

「無茶な条件であるな」

「『ゲーム』を始めれば、自然にどんな鍵かわかる、らしいんだがな」

　かりかりと、京耶は苛立たしげに白くなってしまった頭を掻く。

「ふむ……む？　五つ？」

　何かを思い出したような顔をして、レイニーデイズは突然、胸の谷間に腕を入れた。

「お、おい？」

　戸惑いの声を上げる京耶、視線が自然と誘導される。

　赤いボンデージに包まれた柔やわらかそうな膨らみ、たわわに実った果実のようなマシュマロとマシュマロの間、視線を気にもせずレイニーデイズの指先が何かを引っ張り出した。

「これのことではないか？」

　金色の、定規の代わりになりそうな長方形のプレートだった。長さは十五センチで厚さは二ミリ程度だろうか。プレートの隅にアラビア数字で『３／５』と刻まれている。

　五枚のうちの三枚目。黄金色の瞳を細めて、京耶はプレートを睨にらむ。

「これは、どうした？」

「昨日、食事を摂りに出かけたときである。黒塔内の──管理局の者だと名乗る、張り付いたような笑みを浮かべた気色の悪い男から渡されたのであるよ。レイニーデイズの頭脳を見込んで預かって欲しいとな」

　ふん、と鼻を鳴らし彼女はプレートを京耶に渡した。

「当然、レイニーデイズはその『３／５』という印に気付いたとも。奴やつめ、こちらが何かを言うよりも早くいなくなりおったのである。残り四枚を、渡しにいかねばならぬと言っておったぞ。別段、素直に預かってやる必要もなかったのであるが……見るからに高価そうであったからなあ」

　渡されたプレートをつぶさに観察しつつ、京耶はキョウコの言葉の意味を理解した。

『ゲーム』が始まった、幻象都市の住人殆ほとんど全てが敵に回った。どこにあるのかもわからない鍵を探さねばならない。

　ならばまずどうする？

　仲間を探す。《影男シヤドウマン》の正体を知る者、幻象都市の真実を知る者。

「……如月きさらぎ早はや香か、山やま城しろ美み佳か、楠くすの木き瑠る璃り子こ、天あま野の彩あや乃の、レイニーデイズ」

　バロックを除いた、味方となる可能性を持つ五人の少女。

　五つの鍵。

「掌てのひらの上、か」

　ぎちり、と京きよう耶やは奥歯を噛んだ。

「『ゲーム』としては、考えられているな」

「で、あるな」

　周囲は敵だらけ、味方を増やそうとするのは必然。

　味方を増やせば、自然と鍵も集まり黒塔へ近付く。

　だがその味方集めも一筋縄ではいかない。

「早はや香かと美み佳かは、一緒に居るだろうな」

「しかし、連中は風紀委員の頭であるぞ。西日女子へ行けば会えるかもしれぬが、敵の真っ只中に飛び込むことになるのである。風紀委員全員に真実を明かして説得、など出来るはずもないのであるからな」

「瑠る璃り子こは……そもそも居場所がわからん。会えれば確実に味方してくれるだろうが」

「その点は確実そうであるが、あれはあれで何をしでかすかわからぬところがあるからなあ。天あま野の彩あや乃のに関しても似たようなものであるが」

「彩乃はともかく、あいつの中にいるセフィロトが俺に協力してくれるか？」

「全く未知数であるな。味方にすればこの上なく頼もしい戦力であるが」

　悩ましいところだ。

　誰に接触しようとしても、それなりに問題がある。

「……後で考えるか」

「状況次第で何とも言えぬ部分が大きい故にそうするが良いのである」

「ああ、さすがに消耗しすぎた。少し、休みたい」

　傷と『命』を消耗した反動で白くなった京耶の髪、青白い顔、なくした左腕。

　ぽん、とレイニーデイズが掌を打つ。

「そういえば傷の治療も必要であったな、丁ちよう度ど良いものがあるぞ」

　ちゃんと立ち上がるのが面倒くさかったのだろう、くるっと背を向けると四つんばいになって冷蔵庫へ向かって行った。

「……」

　赤いボンデージの裾は短い、だが垂れ下がった白衣で完全に隠れている。

「えーと、どこにしまったのであったか」

　冷蔵庫の中を漁るレイニーデイズの腰が、左右にふりふりと揺れていた。

　そちらに集中していたせいでその時は気付かなかったが、彼女の冷蔵庫の中はろくなものが入っていなかった。

　缶詰、レトルトパック、飲料、調味料。調理が必要なものが殆ほとんどない。良く見れば併設されている簡易キッチンも殆ど汚れがなく滅多に使用されていないのが丸わかりだった。

「うむ、あったであるぞ」

　冷蔵庫を探り終えたレイニーデイズが取り出し、軽く持ち上げたのは『手』だった。

　黒い『泥』で象かたどられた『手』が、液体を満たしたジップロックに漬けられていた。

　背筋が震えた。

「『何』を創った、レイニーデイズ」

　白衣の背に向かって問いかける。

　彼女は四つんばいから膝立ちになり、淡々とした、あえて、淡々と振る舞っているような声で答えた。右手の指先で、ジップロックをぶら下げていた。

「臓器移植における最大の難点を知っているかね？」

　質問の形を取っているが彼女は答えを求めていない。

「拒絶反応である。折せつ角かく移植した臓器を、肉体は異物と判断して攻撃する。当たり前であるな、別人の肉体など異物以外の何物でもない」

「だから、『泥』か」

「その通りである。『泥』だ、命が命になる前である混沌ケイオス、まだ誰のものでもない命。これならば、レイニーデイズの望んだ『人間』が作れるのではないかと考えた。『泥』を提供してくれたセフィロトであるがな、あの女──天使か、あれはもうすぐ死ぬぞ」

「どういうことだ」

「そのままの意味である、『命』を使いすぎて死ぬ。天使を傷つけることは何者にも出来ないそうであるが、どんなものでも生きている限りは死なねばならぬ」

　天使、セフィロト。バロックを喪うしなって知った真実。

　バロック──天使、彼女は無事なのだろうか。

　レイニーデイズが背中を向けたまま『手』の入ったジップロックを放り投げる。

　無事な右手で京きよう耶やは受け取る。冷蔵庫に入っていたにもかかわらず生暖かい。

「まだ『人間』は創れぬ、だが、パーツならば作れた」

「……これで俺の左腕を治せと？」

　おぞましい『泥』の『手』をじっと見詰めて京耶は言った。

「やるべきことをやるならば、腕は必要であろう？」

　視線を『手』からレイニーデイズに向けた、彼女が丁ちよう度ど振り向き立ち上がった。

　口元に皮肉な笑みを浮かべていた。

「『泥』は人間を食らい取り込もうとする、だがね、『泥』も『人間』も同じ『命』ならばその逆も可能なのではないかとレイニーデイズは推測した。重要なのは意志の強さと『泥』の量である、指一本分程度の再生ならば既に成功してたのである」

「人体実験をしたのか！」

　流石に声が出た。驚きよう愕がくと非難が混ざっていた。思わず立ち上がっていた。

　レイニーデイズが皮肉っぽく笑ったまま、ドリルヘアを揺らして肩をすくめた。

「成功したのだから問題なかろう。『泥』で作った指をくっつけたが、『泥』に乗っ取られることはなく元気にしているのである」

　すっ、と彼女が右の掌てのひらを京きよう耶やに向けた。

「見たまえ、もうどれが新しい指かわからないであろう？」

「じ……自分自身で、実験をしたのか、貴様」

「無論である。一番手近な実験材料であったからな、『泥』を逆支配することは不可能ではないとこれで証明された。実に有意義な実験であったぞ」

　自称・悪の天才科学者レイニーデイズ。

　自称、の文字を京耶は胸中で外した。

　一方で友情を重んずると言い、一方で『泥』を使った人体実験を平然と行い人間を創ろうなどと考えている。

　その二面性は彼女の中で平然と同居している。

　道化師めいた彼女すら、しっかりと、恐らくは守もり部べ京耶の周囲にいるに相応ふさわしく──

『歪ゆがんで』いた。

「『指』が成功したから次は『手』か」

「無理強いはせぬよ」

「どうすればいい」

「傷口にくっつけるだけである、向こうから勝手に食いついてくるから、食われないように抵抗するだけで良い。簡単なものであろう？」

「簡単に言ってくれるな」

「フハハハハ、洒落のつもりであるかな。だが、《影男シヤドウマン》よ、困難とは乗り越えるためにあるのだ。乗り越えられなければ死ぬだけ、そう考えれば何でも簡単ではなかろうか」

「それこそ、洒落のつもりか貴様は」

　奇妙に可笑しく、京耶はくつくつと小さく笑った。

「どの程度で、この『手』は俺のものになる」

「まあ一晩程度であろうな」

「……長いな」

　口でジップロックの端を咥え、無事な右手で開ける。

　瞬間、肉に食らいつくピラニアめいた速度で『手』が飛び出した。

「がっ！」

　京耶の首筋を『泥』の『手』が締め上げる。

　間髪いれず、京きよう耶やはその『手』を掴つかみ、失った左腕に近付ける。

「大人しく、しろよ」

　ぐにゃり、と粘土をくっつけるような感触。接触面が燃えるように熱い。

『泥』が腕を遡るように侵入して来る。

　この痛みを京耶は知っている。黄金の右目、キョウコの瞳、『泥』の瞳を自らの体に宿したあの痛みだ。

　ならば、耐えられる。

「ぬううっうううう！」

　意志力、『泥』が京耶に侵入するのではない、京耶が『泥』を喰うのだ。

『手』が暴れる、抗うように。

『手』の形すら捨てて、触手のように鞭のように逃げようとする。

「なるほど、これは興味深いであるな」

「なっ、おい、レイニーデイズ、近寄るな！」

　驚いたことに彼女は逃げもせず、それどころか興味深そうにすぐ傍そばで眺めていた。

　京耶から逃れようと暴れる『手』に当たりかねない位置だ。

「フハハハハ！　黙るが良いぞ《影男シヤドウマン》、自分で実験した際は殆ほとんど観察できなかったのだ、このチャンスを逃す気はないのである」

「馬ば鹿かか貴様は！」

　ぶちっ、暴れる『手』がレイニーデイズの赤いボンデージを引き千切った。

　顕あらわになる肌、たゆんと揺れる膨らみ、彼女は隠しもしない。

「だから、近寄るなと！」

「裸程度ならば幾いくらでも見せてやるのである！　良いから、レイニーデイズに『泥』を吸収するプロセスを見せよ！」

　京耶は叫ぶが、レイニーデイズは赤い歯車模様の瞳をぎらつかせて叫び返した。

　どこまでも業の深い女だ。

　これが普段であれば京耶も京耶らしく表面上は冷静を装い内心大喜びで裸を見させてもらうところであるが、今はそれどころではない。

「集中が乱れるんだ！　せめて隠せ！」

「ええい、汝こそ逃げるでない！」

　がしっ、ぐにゅっ、むにゅんっ──

　レイニーデイズが背後から京耶を羽交い締めにする、必然、背中に彼女のむき出しの膨らみが当たる、強すぎるぐらいに押し付けられる！

　この女に助けられているのか、逆に追い詰められているのか。

　京耶は段々わからなくなって来た。








第六話　折れた剣ブロークンブレイド







「どうするの、お姉ちゃん」

「……どうしようか、美み佳か」

《影男シヤドウマン》の正体が幻象都市中に広まり、一夜が明けた。

　夜間の都市は軽いパニック状態にあり、暗がりに居る誰かを《影男シヤドウマン》と誤解しての闘争と暴走が頻発していた。

　ストリートバトルフィールド・ナンバースリーでの早はや香かと瑠る璃り子この決闘は中断され──瑠璃子はいつの間にか姿を、恐らくは『朧おぼろ』の刻こく印いん能力を用いて消し去り。

　早香は風紀委員として付近の風紀委員を纏まとめ上げてパニックの鎮圧に奔走した。

　明け方近くになりやっとパニックは治まり、早香は西日女子で短い仮眠を取った。

　仮眠を終えると運動部用に備え付けられていたシャワーを浴び、服を洗った。

　シャワーと着替えでリフレッシュした早香は、寝不足に痛む頭を堪えながら風紀委員長室で美佳と今後について相談していた。

　風紀委員長室と言っても、特殊教室棟の一階の物置状態であった空き教室を利用しているだけだ。部屋の四分の一ほどは使われていない机が積まれている。













　その使わない机を六つほどくっつけてテーブルを作り、早はや香かは閉じた窓を背にする席に着き、美み佳かは姉の斜向かいでテーブル自体に直接腰を下ろしている。

　二人とも、いつもの格好をしていた。

　左右非対称の改造制服と、シルクハットに古びたコート姿だ。

　早香の刀はテーブルの上に、すぐにでも右手で掴つかめる位置に置いてある。

　他には二人分の朝食、サンドイッチに珈琲。そして、いつのまにか風紀委員長室に届けられていた黄金色のプレート。

　それぞれ『１／５』、『４／５』と刻まれている。

　プレートが何なのか二人とも全く心当たりがないが、高そうな品物なので安易に捨てたりするわけにもいかないでいた。

　捨てないだけで、二人ともそのプレートには全く関心がない。

　今、彼女たちの頭をいっぱいにしているのは別の事だ。

　早香が憂鬱そうに溜ため息いきを吐く。

「本当に、どうしよう」

　二人は幻象都市の真実を知っている。

　二人は《影男シヤドウマン》を倒しても無意味であることを知っている。

　だが、早香を風紀委員長として仰ぐ風紀委員たちはそれを知らない。

　真実を明かし彼女たちを説得する、というのは事実上不可能である。

　端的に言えば、証明のしようがない。一部の生徒は早香自身を信用し、信じてくれるかもしれないがそれは風紀委員の分裂を招く。

　これ以上の混乱は彼女たちの望むところではない。

　そもそも、早香が風紀委員長などになったのは突然の幻象都市化に巻き込まれて混乱する者たちを支えるためだ。

　結果として西日女子の生徒たち、幻象都市化後に西日女子へと『転校』して来た者たちを含めて率いることになった。

　ただ、手助けをしただけだった。

　気付いたら、大きな組織になってしまっていた。

　余談ではあるが、さすがに男性はいない。

　男子は別に小規模のグループを作っていたり、一匹狼であったりという者が大半だ。

　これは単純に、男性側に早香のような中心となる人物がいなかったことが理由である。

「……私、こういう、頭を使うの、苦手なのに」

「お姉ちゃん、元々喧嘩っぱやくて考えるより先に殴ってるタイプだもんね」

　言われた早香は片側だけの三つ編みを揺らして頷うなずいた。

　珈琲をブラックのまま一口飲む、苦味が動きの鈍かった脳を蹴り飛ばす。

　思考を切り替えた。

「京きよう耶やの誤解を解くのは不可能。傷を最小限に、風紀委員の皆が納得できる形に収める」

「やっぱりそうなるよね、じゃあ大前提として……殺すのはダメだよね」

「駄目」

「でも、風紀委員の皆を見てると士気が高すぎてうっかり殺しちゃいかねないよ？　一人一人は守もり部べさんの足元にも及ばないけど、集団による連係がこっちの真骨頂だし」

　そう、いかに力を得たと言っても風紀委員の大半は殴り合いの喧嘩もしたことがないような女の子だ。

　早はや香かも彼女らに真正面から殺し合えとは言わなかったし、させる気もなかった。

　半ば以上は、彼女たち自身の身を守るための訓練をさせた。

　基本的な動きを教え、チームでまとまって動くことを徹底させた。

　これが、抜群の効果を発揮した。

　突然幻象都市に送り込まれた少女たちは不安だったのだろう。

　肉親や友人を失った者も多数いた。

　チームとしてまとまることで恐怖心を分散させ、団結を促し、勇気を持った。

　早香の意図した以上に早く、風紀委員たちは育っていった。

　けれど──

「チームでも、互角以下。京耶はきっと風紀委員を、殺さない。手加減する、それでも、私たちの風紀委員は負ける」

　剣士としての早香は鋭く断言した。

　美み佳かがシルクハットが落ちない程度に首を傾かしげる。

「そうかな？　お姉ちゃんが言うなら、そうなのかもしれないけど」

「ただ、それが続くとわからない。戦いが長引いて、チームが複数集まればどう転ぶかわからない。私たちが介かい入にゆうするべきは、そこ」

　頭を使うのは苦手と自分で言っていたが、実際のところ早香は風紀委員のリーダーとしては充分に成長していた。

　元々面倒見の良い性格であったのが良い方向に作用したのだ。

　それがますます、風紀委員を良い方向に導き。

　今、早香の頭を悩ませている。

「私たちは待機、風紀委員による巡回を二倍に増やす。《影男シヤドウマン》を発見した場合は可能な限り手を出さず、足止めをして応援の到着を待つこと……どう？」

「妥当じゃないかな。特戦隊の二人はどうする？」

　特戦隊──正式には風紀委員特別戦闘部隊、風紀委員長の早香、その補佐である美佳、そして風紀委員の中で特別に才能を示した数名の特別チームだ。

　通常の風紀委員と違い、早はや香かが直接指揮を執り危険度の高い仕事に当たっている。

「一緒に待機、《影男シヤドウマン》を発見次第全員で現地へ向かう。可能？」

「うん、大丈夫だと思う。情報伝達だけが問題だけど、試作品で上がってきた信号弾を各チームに配ればどうにかなりそうだし」

「ん、足りないなら以前巡回中に見つけた花火も」

「昼間でも見えるかなあ、見えないことはないと思うけど」

　幻象都市では電話、無線の類が使えない。

　当然、携帯電話も使用不能であり文明の利器がないなら原始的な方法に頼るしかない。

　唯一、比較的仕組みの単純なラジオが広域にわたる情報伝達手段として存在している。

「作戦は決まった。一芝居打つ、私が風紀委員たちの前で京きよう耶やと戦う、京耶を倒して、捕縛して西日女子に連行して閉じ込める──保護をして『泥』の女王の出方を待つ」

　早香の右手がテーブルの上の刀を握り、立ち上がった。

　鋭い刃のような瞳をして、強靭な鋼のように強く誓った。

「私が、みんなを、守る」




　──赤い花が咲いた──




　声も出なかった。

　背後から撃ち込まれた銃弾が心臓を貫いた。

　吹き上がる血が、赤い花のようだった。

　きっと、早香自身にも自分に何が起きたのかわからなかっただろう。

　目を見開いたまま、ぐらりとかたむいてテーブルの上に落ちて行く。

　サンドイッチが弾はじき飛ばされ、珈琲カップがひっくり返る。

　力の抜けた手から、刀が落ちてごとんと重たい音を残した。

　片側だけの三つ編みが、左右非対称の改造セーラー服が、彼女自身の血で赤黒く染まっていた。

　早香の斜向かいに座っていた美み佳かには、全てが見えた。

　見えたが、何も出来はしなかった。

　あっという間に終わってしまったからだ。

「哀れな女」

　いつの間にか、部屋の窓が開いていた。

　いつの間にか、その女が姉の後ろに立っていた。

　気がついたら、姉が撃ち殺されていた。

「家族、仲間、友人──好きな人」

　美しい女だった。

「何もかもを守ろうとして、何も守れない」

　瑠璃色の澄んだ瞳をしていた。

　聖母を思わせる穏やかな微笑ほほえみを浮かべていた。

　殺人という行為に何一つ心乱されることのない、人の形をした死のようだった。

「自分の善意に殺された」

　楠くすの木き瑠る璃り子こ、『朧おぼろ』、銀銃アルテミス。

　黒い瘴気を纏まとわせたアルテミスの銃口が、美み佳かを捉とらえた。

　姉の死を瞬時に切り捨て行動できるほどに美佳は戦士でなかった。

　生きていたのが早はや香かならばまた別の結果になっただろう。

　心臓を狙い、引き金を絞る。

「あがっ！」

「こざかしい芝居、退屈な筋書き、保護、全く笑い話ね」

　絞る、絞る、絞る。

　跳ねる、跳ねる、跳ねる。

「そんなものは、私の京きよう耶やに相応ふさわしくない」













　最初の一発で美み佳かの体はテーブルから落ちた。

　続きの銃撃は、狙いもろくにつけず適当に撃っている。

　全弾命中、教室の床に倒れた美佳の体が血に染まる。

　古びたコート、その下の少女趣味なワンピース、頭から落っこちたシルクハット。

　流れ出る血が少なすぎる。致命傷には程遠い。

「あら？」

　不思議そうに瑠る璃り子こが首を傾かしげると、手抜きをやめて頭部にちゃんと狙いをつけた。

「けぁあああああ！」

　今度は、美佳もきちんと動けた。

　怪鳥めいた叫びと共にコートの袖口に仕込んでいたナイフを投げる。

　瑠璃子がそれを容易く銃で払う。

　狙いが逸それた隙に立ち上がる。

「けほっ」

　口の中に溜まった血を吐き捨て、右手にナイフを握った。

　満身創痍、膝に上手く力が入らず内股になっている。

　肩が上がらず左腕の感覚がない。

　恐らく肋骨が何本か折れている、呼吸のたびに嫌な痛みが全身を這いずり回る。

　それでも、生きているのはコートの内側に山ほど仕込んでいたナイフのおかげだ。

　致命傷だけは避けられた。

「キヒッ──ヒッハハハハハハハハッ！」

　口から血を吐きながら、眦を吊つり上げて狂い笑う。

　ナイフを握った彼女は山やま城しろ美佳であって山城美佳ではない。

「やって、くれたじゃないかぁああああああああ！」

『辻斬りジャック』──かつてそう呼ばれた誰かである。

「丁ちよう度どいいわ」

　瑠璃子が銃口を下ろす。

　恐怖など微塵もなく、ティーパーティーの雑談めいて彼女は言った。

「誰かに話しておきたかったの、本当はバロックか早はや香かが良かったのだけれど二人ともどうにかなってしまったから、貴方で我慢してあげる」

　かっ、と美佳は頭に血が上るのを感じた。

　勢いのままに襲い掛からなかったのは、単純に動けなかったからだ。

「とても簡単なことに気付いたの」

　彼女は言った。

「私ね、京きよう耶やさえいれば幸せになれると思うの。いいえ、むしろ、今の私には余計なものが多すぎる。はっきり言えば色々なものが邪魔なの」

　当然のように、彼女は返事など求めていない。

「だから、幻象都市を滅ぼすことにした」

　何だ頭がおかしくなったのか、自分のことを棚に上げて美み佳かは思った。

「風紀委員なんて秩序だった連中がいると目障りだから最初に潰つぶさせてもらったわ。どうせ貴方たちって早はや香かがいなければ空中分解する程度の組織でしょうし」

　的確な分析だった。

　たとえば美佳に、早香の代わりは出来ないだろう。

　西日女子にいる者たちの誰一人として、早香の代わりにはなれないだろう。

　象徴だった。

　混乱する少女たちを纏まとめ上げ、率先して戦う如月きさらぎ早香の姿は秩序の象徴だった。

「てめえ、ふざけんなよこらああああああああああああ！」

　今度は我慢できなかった。

　姉の何もかもを侮辱された気がした。

　瑠る璃り子こに全く侮辱する気がないのもわかっていた。

　あの女の眼中には何も映っていない、否いや、たった一つしか映っていない。

　早香が何もかもを守ろうとしたのならば、瑠璃子はたった一つ以外を投げ捨てたのだ。

　おぞましい愛情、狂気でしかない恋慕、救いようもなく歪ゆがんだ女。

　満身創痍の美佳がナイフを振るう。

　頭に血が上る程度にはまだ血が残っている。だから充分に動ける。

　彼女の人生において最速の踏ふみ込み、最速の斬ざん撃げきだった。

　一歩でテーブルの上に飛び乗る、姉の死体の隣に体を寝かせ腕を伸ばす、流れるような動きで振るったナイフは吸い込まれるように瑠璃子の首筋を──

「最後まで喋しやべらせなさいよ」

　ぱしり、と彼女は美佳の手首を掴つかんだ。

　ナイフは首筋に届かずぴくりとも動かない。

　無造作に手首を捻られ、姉と彼女自身の血で濡れた床に叩き付けられた。

「ちくっ、しょう、げほっ、おえっ、あがっ」

　肺に強い痛みが走り、血の混じった咳を何度も繰り返した。

　のた打ち回りながら、瑠璃子を睨にらみつける程度しか出来なかった。

　ナイフのように鋭い視線だったが、ナイフのように刺さりはしない。

　瑠璃子のセーラー服は返り血で赤黒く染まっていて、肌はますます白く見えた。

　教会で祈りでも捧げているような穏やかな微笑ほほえみは浮かんだままだった。

　知っている。これを知っている。山やま城しろ美佳は──『辻斬りジャック』は知っている。

　これは『死神』という種族だ。

　瑠璃色の瞳をした死神は、テーブルの上にある血で汚れた黄金のプレートに気付いた。

「これ、貴方たちにも届いていたのね」

　何気ない仕草で『４／５』と刻まれたプレートを持ち上げた。

「私にも届いていたわ、番号は違うけれど」

「う、るさ、い。こ、ろして、や、る、お、お姉ちゃんの、かた、き」

　美み佳かの恨み言を黙殺し、瑠る璃り子こはプレートに刻まれた呪文を読み上げた。

「『我は死神』……何のことかしら」

　プレートは血で汚れていた。別に血でなくともよかったのだろう、ナンバリングとは別に、表面にごくごく薄く、肉眼ではわからない程度にその呪文は刻み込まれていた。

　可笑しそうに、瑠璃子が笑う。

「何かのおまじないかしら？　五枚全部集めたら意味がわかったりする」

　ならばこれは呪文の一節と呼ぶべきなのだろう。

　五枚のプレートを集め、完成した呪文を唱えたとき、果たして何が起こるのか。

　誰も知らない。

　黒塔の扉を開く鍵だと知っているのは、京きよう耶やだけだ。

　彼女たちも鍵の一部であり、『ゲーム』の極きわめて重要な駒であった。

　あっさりと、一人死んだが。

　殺した瑠璃子がのたうち回る美佳を見下ろして言う。

「まるで宝探しね」

「知る、かあ！」

　ぶん、と腕を振った。

　ナイフを投げた、瑠璃子は避けようともしなかった。

　ナイフは彼女の横を十センチ近く外して壁に刺さった。

　瑠璃子の頬ほおが僅わずかに裂けて赤い血が滲にじんだ。

「あら」

「へ、へへっ。ざまあみろ」

　ナイフではない、血だ、凍り付いた血を、ナイフと一緒に飛ばしたのだ。

『辻斬りジャック』ではない美佳のもう一つの『遺産レガシー』の能力だ。

　にやりと美佳が笑う。瑠璃子の表情は変わらない。

『辻斬りジャック』は死を覚悟した。

　冗談のように暢気に、風紀委員長室のドアがガラリと開いた。

「おはようございます委員長、早速ですが──」

「おはよーございまーす……え？」

　召集をかけていた特戦隊のメンバーが姿を見せた。

　戦闘の痕が残った真っ赤な部屋、机に突っ伏すようにして倒れた如月きさらぎ早はや香か、床に倒れて立ち上がろうともがいている山やま城しろ美み佳か。

　開けっ放しにされた窓。

　それだけ。

「い、委員長！」

　慌てて彼女らは早香に駆かけ寄り、残酷な真実にあっさりと気付く。

「死、死んで……る？」

「そん、な、え、な、何で？」

　愕がく然ぜんとする少女たち、早香が見込んだ少女たち、どこにでも居る少女のように震え出す。

「召集をかけてください、風紀委員を全員、非番の子も含めて」

　ぞろりと、幽鬼の如ごとくに山城美佳が立ち上がる。

　その声に反応するように、少女たちが振り返る。

　思わず、息を呑んだ。

　何かの呪術のように血で赤黒く汚れた顔に、純水の如くに澄んだ瞳。

　研ぎ澄ました刃を思わせる静かに冴えた声。

　死に損ないの山城美佳は、硬直する二人に声をかける。

「早く」

「は、はい！」

「わかりました！」

　弾はじかれたように、逃げるように、特戦隊の二人が走り出す。

　バタバタと、ドアを閉めもせず、足音だけが遠ざかる。

「お姉ちゃん」

　一人きりの風紀委員長室で、姉の死体に語りかける。

「ごめんね」

　彼女は決めた、復讐をすると決めた。

　楠くすの木き瑠る璃り子こ──必ず殺すと、心に誓った。

　早香が育てた、早香が守りたかった、風紀委員を使い潰つぶしてでも。

　殺すと決めた。

　鬼が生まれた。

　死が育てた。

　この朝の、短い一幕に、山城美佳は目覚めた。

　愛する姉ではなく、姉を殺した瑠璃色に、彼女は染まる。

　殺人の鬼が、目を覚ました。








第七話　天使の家







　時間は少し遡る。

　まだ如月きさらぎ早はや香かの身に惨劇が起きていなかったころ。

　早朝の幻象都市を令嬢と執事のコンビが歩いていた。

「なあ……これ、やっぱり無理がないか？」

「あらそうかしら？　わたくしは全然そうは思いませんけれど」

「……ノリノリだな」

「女は女優と申しますでしょう？」

　くすりと、女は上品に微笑ほほえんだ。

　少し早過ぎる、まだそれほど強くない日差しを遮さえぎる白いレースの日傘、飾り気のない落ち着いたレモンイエローのワンピース、袖は二の腕まで、丈は膝の下までとあくまで清楚に、足元は少しだけヒールのついたミュール（サンダルに似た靴）。

　長く赤い髪は枝毛一本なく、しゃらしゃらとワンピースの背中を流れ。

　上品な微笑みを浮かべた瞳には、赤い歯車模様の刻こく印いんが標されている。

　本名照てる代よ、自称レイニーデイズ、今は……何と呼ぶべきなのだろうか。

　よくわからず、結局彼は単に『お嬢』と呼んでいる。

　見事なまでに鮮やかに、彼女は役割を演じ変えた。

「お嬢……おまえはともかく、俺はこの格好が落ち着かん」

　執事姿の男は『喪失者アウト・オブ・オーダー』、『死神』、《影男シヤドウマン》、今や幻象都市を丸ごと敵に回した男──守もり部べ京きよう耶や当人だ。

『命』を消耗した結果白くなった髪をオールバックにして額を出し、燕尾服をどこかぎこちなく着ている。不慣れなせいだろう襟えり元もとのタイは少し斜めに傾かしいでいた。

　本物の執事にはまずありえない苦り切った顔で令嬢の隣を歩いている。

　時折、再生した左手の調子を確かめるように拳を開閉し、レイニーデイズから譲ゆずり受けた金色のプレートを掌てのひらで弄ぶ。

　調子は悪くない。いつもどおりに剣も振るえる。

　一晩、レイニーデイズの悪気はないであろうと思えないこともないような気がしなくもない雰囲気がある妨害に耐えた甲斐があった──凄すごく大きくて柔やわらかくて素晴らしかったです。何のことかはあえて明言いたしません。

「あら、わたくしには良く似合っているように思えますわよ」

「そうか？」

「はい、思わず『ポチ』とあだ名をつけてあげたいぐらいに」

「悪い意味で似合っているようだな」

「衣装のおかげで三割増しですわ」

「なら、おまえは五割増しか」

「えいっ」

　ぐちっ、と靴を踏ふまれた。

　ヒールの低いミュールなのであまり痛くなかったが、京きよう耶やは眉間に皺しわを寄せる。

「悪かった、冗談のつもりだから許せ」

「もちろん、わたくしだって冗談のつもりですわ」

　くすりと、彼女は赤い瞳で京耶を見上げた。

　人差し指を自分の薄い桃色のリップを塗った唇くちびるにあて、小悪魔めいて小首を傾かしげる。

　京耶はオールバックに上げた髪を指先でかいた。

　どうにも調子が狂い、もやもやする。

　あの高笑いと赤いボンデージの女が、今やレースの日傘にレモンイエローのワンピースだ。ボンデージの時は嫌というほど見えたあの巨大な胸の膨らみも、清楚なワンピースの奥では心なしか気品に溢れ──慎ましやかに見える気がする。

　女は女優と彼女は言った。考えてみれば、彼女は普段から『レイニーデイズ』という役割を演じているようなものだ。

　そういう意味では、今の姿もあまり変わらないのかもしれない。

「素敵ですわよ、その格好」

「そいつは、どうも」

「だから、その姿に相応ふさわしい振る舞いをするべきですわ。変装した意味がないですもの」

　変装、そうだ、これは他者の目を欺く振る舞いだ。

　仮装じゃないのか、とも思ったが今は忘れよう。

　京耶は仰々しく、かつ丁寧に頭を下げて一礼する。

「かしこまりました、お嬢さま」

「似合いませんわねえ、そういうの」

「どうしろと言うんだ！」

「普段どおりで良いのではないかしら、あなた、嘘うそが下手そうですもの」

　ぐぬう、と京耶は喉の奥で唸うなった。

「来ましたわよ」

　小さな声でレイニーデイズが言う。

　京耶が表情を引き締める。

　道の先、こちらへと歩いて来る七人組の女子、西日女子の制服を着て風紀委員の腕わん章しようを着け、数名は武器を所有している。

　早朝巡回中の風紀委員たちだ。

《影男シヤドウマン》として追われている京きよう耶やは、彼女らを誤魔化すためにこんな変装をしている。提案したのはレイニーデイズで、普通に変装すれば良いのにわざわざコスプレめいたことをしているのも間違いなくレイニーデイズの趣味だ。

　果たして、この変装は効果があるのか。

「ごきげんよう」

「……おはようございます」

　レイニーデイズが優雅に、京耶が静かに、軽い挨拶をした。

「おはようございます」

　と、風紀委員の少女たちもぺこりと礼儀正しく頭を下げた。

　あくまで何気なく、どうということもなく、風紀委員の少女たちとすれ違う。

　少しばかり物珍し気な視線を向けられたが、それだけ、特に何も言われない。

　思わず、京耶は安堵の息を漏らす。

「あ、そうだすいません」

　背後から声、びくりと震えそうになる肩を意志力で抑えつける。

「はい、どうかされましたか？」

　落ち着き払った、執事に相応ふさわしい声音で答えながら京耶は振り向いた。

　愛想良く微笑したつもりだったが、どこかぎこちない。

　レースの日傘の下で長い赤毛を揺らして、レイニーデイズもそれに続く。

　こちらは見事なまでに、清楚な令嬢に相応しい微笑ほほえみを浮かべている。

「わたくしたちに、何か？」

「いえ、大したことじゃないんです」

　七人組の一人、チームのリーダー格らしき少女が言う。

「ご存知だとは思いますが、《影男シヤドウマン》のことです」

「ええ、わたくしたちも昨日ラジオで聞きましたわ。ベッドの中にいたところだったので、驚いてしまいました」

　ねえ、とレイニーデイズはさり気なく、意味深な流し目を京耶に向けた。

　風紀委員の少女は頬ほおを赤く染めて、慌てたようにぱたぱたと両手を振った。

「あ、そ、その、ご存知だったら良いんです。気をつけてください、何かあったら近くにいる風紀委員でも西日女子でも、ご連絡を」

　早口で言って、もう一度ぺこりと頭を下げる。

「わかりましたわ。それではわたくしたちはこれで」

　如才なく、優雅にレイニーデイズも頭を下げた。

「お仕事、頑張ってくださいまし」

　仕事熱心な風紀委員の少女たちが去って行く、京きよう耶やとレイニーデイズはしばらく立ち止まったままその後ろ姿を見送り、また歩き出した。

「……あの女は、どうしていきなり慌てだしたんだ？」

「さあ、どうしてかしら」

　くすくすと、レイニーデイズはからかうように笑った。

　京耶には意味がわからなかったが、すぐに理解するのを諦めた。

「通用したな、この変装」

「幻象都市ですもの。奇抜な格好をしていても『遺産レガシー』のせいだと思ってもらえますわ」

　なるほど、京耶は納得した。

　発動中は格好の変わる『遺産レガシー』など珍しくもない、京耶の『十五番目の黒騎士エリゴール』も発動中は黒の鎧よろいを纏まとっている。

　役目柄、風紀委員の少女たちは多数のプレイヤーの『遺産レガシー』を目にしているから、京耶たちの格好もそういうものだと思って受けいれたのだろう。

　だからと言って、令嬢と執事のコスプレをして歩くのが有効なわけでもないが。

　確実に、相手の印象に残り顔を覚えられてしまったであろうし。

「結局、この格好はおまえの趣味か」

「それが何か問題ありまして？」

　レースの日傘の下で、令嬢は悪戯っぽく微笑ほほえむ。

「わたくし、こういうのも大好きですの」

「赤いボンデージに白衣のあれは何だ」

「ああいうのも好きですの」

「趣味人め」

　呆あきれたように京耶が溜ため息いきを吐く、彼女は何な故ぜか嬉うれしげな足取りで三歩先に進んだ。

　そのまま、しゃらりと長い赤毛を揺らして京耶の方へ振り返った。

　白いレースの日傘、レモンイエローの清楚なワンピース、ヒールの低いミュール。

　服のせいかあまり目立たない胸に手を当て、彼女は歯車模様の瞳で京耶を見上げる。

「この格好をしているときは押し倒されたい気分で、悪の天才科学者をしているときは押し倒したい気分になりますの」

「おまえは何を言ってるんだ」

　京耶は思わず変な顔をした。

　くすくすと、可笑しそうにレイニーデイズは笑う。

「女の子は誰もが女優なのですわ、人格に合わせて衣装を選ぶのでなく、衣装に合わせて人格を変えることを楽しめますから」

「……男にも、そういう奴やつはいる。制服の好きな奴だ、将来は警察官や消防士のような制服のある職業に就くんだろうな」

「そういうことですわね」

　再びくるりと彼女は振り向き、京きよう耶やに背を向ける。

　京耶は足を速めて彼女の隣に並ぶ。

　ぽつりと、レイニーデイズは言った。

「たとえば、あなたが助けようとしている誰かにも別の顔があるかもしれませんわね」

　彼女の方を見たが、日傘に隠れて彼女の表情は見えなかった。

「あなた自身にも、あなたには予想もしなかったあなたがいるかもしれません」

「さあ、どうだろうな」

　会話が途絶え、二人はしばらくの間、無言で歩いた。

　やがて目的地に辿り着いた。

「ここか」

　知識の上では知っていたが、実際に向かったことはない場所。

　かつてセフィロト社＝《生命の樹セフイロト》結社があった場所。

　今はセフィロト社もなく、その後に何か別のテナントが入ることもなく、ただ放置されて忘れ去られたような何の変哲もないビルであった。

「行きましょうか、あの人は社長室にいるそうですわ」

「……ああ」

　京耶が、最初に接触する相手として選んだのはセフィロトであった。

　単体としての最高戦力であり、住居をレイニーデイズが知っていたため接触も難しくない。問題は、協力してくれる可能性が高くはないということか。

　一階のロビーに足を踏ふみ入れる。

　二人が足を止める、ロビーには『執事』がいた。

「当社へ、どのような御用でしょうか」

　真似事をしている京耶と違って、本物の執事。あるいは老執事と呼ぶべきか。

　老いにより白くなった髪を後ろへ撫でつけ、皺しわの刻まれた顔には実に礼儀正しく儀礼的な微笑ほほえみを浮かべ、第二の皮膚であるように燕尾服を着こなしている。

　身長は一八〇を超える長身、背筋はぴんと鋼の背骨を入れているように伸びている。

　一個の鋼鉄のような肉体をしていた。

「元《生命の樹セフイロト》結社エージェント第二席レイニーデイズ、結社第零席セフィロトに会いに来ましたわ」

　レイニーデイズが老執事へ向けて言う。

「存じませぬ」

　老執事は答えた。

「あら？　でしたら確認してくださいませ、アポイントメントは取っていますわ」

「存じませぬ」

　老執事は繰り返し答えた。

「おかしいですわね、わたくしの妖精が夜のうちに来たはずですのに」

　レイニーデイズが長い赤毛をしゃらりと揺らして首を傾かしげた、歯車模様の瞳が不思議そうな色を宿していた。

「下がっていろ」

　京きよう耶やが一歩前に出た。

　襟えり元もとの曲がったタイを引き千切るように外した、眉間に皺しわを寄せた厳しい顔で老執事を見上げ、僅わずかに腰のスタンスを落とした。

「来いよ爺さん、やりたくてたまらないって顔をしてるぜ」

　ふん、と京耶が鼻を鳴らす。

　にぃ、と老執事は笑った。

「話がわかるじゃないか、若造」

　儀礼的な微笑ほほえみを投げ捨てた、熊のように野太い笑みだった。

　ぐっと、握った両の拳を胸板の前で互いに圧し合わせ全身に力を込めた。

　ぶちぃ、燕尾服の袖が肩が首筋が内側から膨張した筋肉の圧力に耐え切れず裂ける。

「なあ若造、人間なんぞ脆いもんだと思わんか」

　自嘲を隠しもせずに、皮肉な口調で老執事は言う。

「若い頃は熊でも殴り倒せた。それがどうだ、どれだけ鍛えても筋肉は張りを失い関節は固まり骨は弱る。鍛えられない内臓なんて酷いもんだ」

「笑わせるなよ爺さん、今のあんたなら熊でも虎でも殴り殺せるだろうさ」

　老執事が呵々大笑する。

「ここはいい場所だ。幻象都市、本当にいい場所だ。無くしたものを取り戻せる」

　ぶおんっ、老執事が瓦割りでもするように右の拳で床を殴りつけた。

　どごんっ、床が、土台のコンクリごと、拳大の砲弾でもぶつけられたように抉えぐれた。

「剣を取れ若造、何なら鎧よろいも使って構わんぞ」

「……ふん」

　確かに、老執事の拳は剣を上回る凶器で、その肉体は並の鎧など凌駕するだろう。

「『幻象武装コネクト・黄金剣ネームレス』」

　虚空より出現した朽ちた黄金色の剣を京耶は掴つかむ。

　瞬間、小さな異変が起きた。

　燕尾服のポケットに入れていた黄金のプレート──レイニーデイズから譲ゆずり受けた、五つの鍵の一つ──が反応した。

　ひとりでに浮かび上がり、そのまま、黄金剣の中に溶けて消えた。

　何が起きたのか京きよう耶やにすらわからない。

　朽ちた黄金色をした剣が僅わずかに輝きを増し真実の黄金色に近付き、刀身を丁ちよう度ど五等分した三つ目の場所に呪文の一部が刻まれた。

　理解できた変化はそれだけであった。

　京耶がもう少し道具にこだわるタイプであれば、『遺産レガシー』のステータスをチェックしたかもしれない。だが彼は、『死神』は得物を選ばない。




『黄金剣ネームレス』


・階梯ランク『★──虚数第一階かい梯てい』

・根源ルーツ『喪うしなわれた輝きの象徴──』

・効果スキル『──封印が施されている──』






　かつてはこうであった『遺産レガシー』のステータスが。




『黄金剣ネームレス』


・階梯ランク『★──虚数第一階梯』

・根源ルーツ『取り戻されつつある喪われた輝き』

・効果スキル『第一封印解除』






　このように変化していたが、京耶は本当に何一つ気にしていなかった。

　重要なのはそんな心底どうでもいい設定ではない。

「行くぞ爺さん」

「鎧よろいはなしか、あまりなめるんじゃないぞ若造が」

「なんだ、ハンデが足りないか？　お望みなら素手でやり合っても良いんだぜ」

「ぬかせ」

　目の前に居る敵のことを考えるべきだ。

　言葉ほどに、老執事を侮ってはいない。

　京耶の目は油断なく、相手の動きを探っている。

　老執事の側も同じだ、岩のような、フットワークを使わないボクシングのような構えをして恐ろしく静かな目で京耶を見ている。

　あっという間に事態から取り残されたレイニーデイズがロビーの壁際に移動してレースの日傘を折り畳んだ。

　日傘の先が、床を軽く叩いた。

　こん、と本当に軽い音がした。

　それが合図であったように、老執事が床を蹴った。

　否いや、蹴ったというのは正しくないかもしれない、氷の上を滑るような、床の方が動いて老執事を運んでいるような奇妙な動きだった。

　達人の動きである、古流剣術や武道に近い歩法だ。

　これを受ける側は、ぬっ、と相手がいきなり目の前に現あらわれたような印象を抱くだろう。

　仕組みは単純だ、体は前に出ているが、他の部分は一切動いていない。

　たとえば頭や肩のように前進の際に揺れる部位が微動だにしていない。

　動きの起点が見えず、歩行中の視覚的変化が皆無であるため、脳が『相手が停止している』と錯覚してしまうのだ。

　正面から不意を突き、自分の間合いに持ち込み、その鍛え上げた剛拳を叩き込む。

「沈め、若造！」

　執事が若かりし頃に辿り着き、老いて喪うしない、幻象都市で取り戻した一種の魔拳。

　これを防げる人間は、どれほどもいないだろう。

　だが──相手は死神だった。

　見る必要などない、感じるだけで良い。

　いっそ自動的なまでに、埒外の魔拳より一瞬早く、黄金剣が振るわれていた。

　老執事が拳を止めた、その余波だけで京きよう耶やの頬ほおに一筋の切り傷が残った。

　京耶はそれより一瞬早く剣を止めていた。老執事の首筋に浅い傷が残っていた。

　にぃ、と京耶が唇くちびるを吊つり上げた。

　ふん、と老執事が鼻を鳴らした。

「俺の勝ちだ」

「ぬかせ若造、引き分けだ」

　互いに止めなければ、一瞬早く京耶の剣が老執事の首筋を抉えぐっただろう。

　一瞬遅れて、老執事の拳が京耶の顔面を砕いていただろう。

「まだやるか」

「無論」

「否」

　不意にオルゴールのように、美しいが無機質な声がした。

「終わりだ。拳を下ろせ『執事』よ」

　金色のツーテール、幼い顔立ちに不釣合いなほど冷たい無表情、小柄な体には白いセーラー服を纏まとっている。

　天あま野の彩あや乃の、あるいはセフィロトと呼ばれる存在。

　足音もなく、ロビー奥に設置された階段を降りて来る。

　ロビーに姿を見せた彼女は、感情の見えない瞳を老執事へ向ける。

「『執事』、セフィロトは守もり部べ京きよう耶やに黄金剣を出すよう伝えろと命じたはずだ。間違えても殺し合えとは命じていない」

「そうでしたかな？」

　素直に拳を下ろした老執事は一歩、京耶から遠ざかると。

「いやはや、歳はとりたくないものです。何か勘違いしていたのかもしれません。申し訳ありませんでしたお嬢さま」

　実にわざとらしく、すっとぼけた顔をして頭を下げた。

　セフィロトは笑いもせず怒りもせず、終わったことを確認するように一つ頷うなずいた。

　次に京耶へ視線を向けた、が、そのまま通り過ぎ壁際のレイニーデイズを見た。

　そのままじっ、と、感情の見えない瞳で彼女は見詰める。

　気のせいかもしれないが、『誰だこいつ、見覚えはあるような気がするんだが』と悩んでいるように見えなくもない。

「御機嫌よう」

　見詰めるセフィロトに向かって、レイニーデイズは優雅に微笑ほほえみかける。

　長い赤毛を下ろしたロングヘア、歯車模様の瞳、折り畳んだレースの日傘、レモンイエローのワンピースの裾をちょこんと持ち上げて軽く膝を曲げるように上品に一礼。

　セフィロトは珍しくも迷うような沈黙を挟んだ。

「……汝、レイニーデイズか」

「他の誰に見えまして？」

　その言い草に、京耶が苦笑した。

「然り」

　セフィロトは納得したように頷き、改めて京耶に視線を戻す。

　案外と、マイペースな女──天使である。

「守部京耶、汝の用向きをセフィロトは既に理解している」

「そうか」

「持って行け」

　白いセーラー服のポケットに手を入れ、レイニーデイズから譲ゆずり受けたのと同じような黄金色のプレートを放り投げた。

『２／５』と刻まれているプレートは、同じように黄金剣に吸い込まれ刀身に呪文の一部が刻まれる。

『第二封印解除』と、また黄金剣のステータスが変化しランクは二に上昇した。

　京耶は刀身に刻まれた呪文を見た。

　五つのうち、二つまで埋まっている。

『一瞬の炸裂』

『神をも越えた炎』

　何のことかわからなかった。

　説明を求めるようにセフィロトの方を見た。

　セフィロトはロビーのソファーに腰を下ろし、金色の髪をかき上げる。

　老執事がその隣で影のように静かに佇たたずむ。

　何も言わず、レイニーデイズがその対面に腰を下ろした。

　京きよう耶やは油断なくレイニーデイズの隣に立ち、セフィロトが口を開くのを待っている。

「初めに言おう、セフィロトは汝らに協力しない、だが敵対もせぬ」

「そうか、中立だとわかっただけでも充分だ」

　セフィロトにはセフィロトの目的があり、その目的が自分とは相容れないのだろう。そう考えた京耶はあっさり頷うなずいた。

　代わりにレイニーデイズが問うた。

「何な故ぜですの？　あのキョウコという混沌ケイオスは《生命の樹セフイロト》結社が追っていた方の『死神』なのでしょう？」

「無意味だからだ」

　ソファーの上で、セフィロトは足を組む。

　幼い容姿に似合わない、慣れた仕草だ。

「セフィロトの望んだ『ゲーム』は奪うばわれた。『死神』を排除して『ゲーム』を我が手に奪い返したとしても実行までには数十年単位の冷却期間を置き、手足となる者たちを集め、場所の選定からやり直す必要がある」

「どういう意味ですの？」

「人が死にすぎた。我々は幻象都市の中におり外部を観察できない、故に推測するしかない。現実世界にいる者たちにとって日ひ雁かり市しはどう見える。ある日突然、住人の一部が原因不明の死を迎え、残りの住人は行方不明だ」

「そちら側の発想はありませんでしたわ。日雁市の外にいる人たちから見れば航海中に突然乗客船員の全てが失踪したマリー・セレスト号ですわね」

　幻象都市──上位世界に、現実世界にあった日雁市をそのまま持って来たある種の架空世界。世界の移動に耐えられなかったものは死んだ。上位世界へ移動し幻象都市の住人となった者たちは、現実世界から見れば謎の失踪を遂げたことになる。

「確かに、その辺りの事は考えていなかったな」

「更に言うならば、だ」

　感情の見えない瞳で、セフィロトは京耶を見詰めた。

　彩あや乃のの幼い顔立ちには似合いもしないセフィロトの眼まな差ざしは、酷く冷たい。

「セフィロトにとっての理想は、守もり部べ京きよう耶やと『死神』が共倒れになることだ。不安材料がまとめて消滅し、セフィロト自身の消耗も防ぐことが出来る」

「そうだろうな」

　京耶は苦笑した。共倒れてくれた方が助かるとは正直なことだ、こうまではっきりと言われては怒る気にもならず納得すらしてしまった。

「然り。セフィロトも問おう、汝は、『キョウコ』と対面したか」

「ああ、つい最近な。それがどうした」

　じっ、と、冷たい眼差しが京耶を見詰める。

　全てが分厚い氷の中にあり、そこから京耶は何も見出すことが出来ない。

「セフィロトのもとに、件のプレートを運んできたのは『キョウコ』本人であった。汝は、気付いたか？」

　何を、とは言わなかった。

「……今のキョウコの中に、バロックがいることか」

「然り」

「ああ、見せてくれたよ。バロックの姿になって、バロックの声で喋しやべって、バロックのように振る舞ったさ」

　ぎちり、京耶が奥歯を噛み締める。

　無意識のうちに拳を握り締め、食い込んだ爪が掌てのひらを裂いて血が滲にじむ。

「俺はあいつを助け出す、そのために、こんなふざけた『ゲーム』に乗った」

「然り。踊らされている自覚はあるか」

「構わん、望むままに踊ってやる。俺は俺の目的を果たせれば良い。俺は俺のやるべきことをやるだけだ」

　眉間に深い皺しわを刻み、酷く厳しい顔をしていた。

「俺からも、おまえに聞きたいことがある」

　低く重たい声だった。

「おまえ、このビルに住み着いてるらしいが……家は、ないのか？」

　隣でレイニーデイズが「はあ？」と令嬢ごっこも忘れて変な声を出した。

　老執事は表情を崩さず影のように控ひかえたままだった。

　セフィロトは、いつもの感情を見せない声で答えた。

「このビルはセフィロトの所有物だ。住居として使用することに問題はない」

「いや、おまえは良いんだ。おまえの体の方のな」

「然り。問題ない、元々、あれ用の部屋をこのビルにも用意してある。無論、ビルの外にも用意してある。このビルを主な住居としているのは利便性故だ」

「そうか、ありがとう、少し気になっていたんだ」

　満足気に、京きよう耶やは頷うなずいた。

　レイニーデイズが盛大に溜ため息いきを吐いた。

「……真面目な顔で心底下らない話をしてますわね」

「気になってたんだ」

「然り。気になっていたのならば、仕方がない」

「全くでございますな」

　主の会話に口を挟まず佇たたずんでいた老執事が言う。

「ところでお嬢さま、そろそろ朝のラジオ放送の時間でございます」

「流せ」

「かしこまりました」

　燕尾服の懐から（戦闘で壊れていなかった辺り随分と頑丈なようだ）小型のラジオを取り出しスイッチを入れた。

　ガガッ──ガッ──

　最初にノイズが入り、老執事がダイヤルを調整する。

「汝らも、聞いて行くか」

「毎日聞いてるのか、ラジオ」

「然り、情報は必要だ」

「正しい意見だ」

「天使も聞いてる西日女子ラジオ、良い宣伝になりそうですわね」

　一同の視線が自然とラジオに集まった。

　ノイズが消え、ラジオから明瞭な音声が流れ始める。

　聞きなれたハイテンションな西日女子放送部員の声、ではなかった。




『風紀委員副委員長、山やま城しろ美み佳かです』




　ラジオから訃報が流れる。




『三十分ほど前に風紀委員長、如月きさらぎ早はや香かが《影男シヤドウマン》によって殺害されました』




　ラジオに集まっていた視線が一斉に、京耶を向いた。

　京耶もまた、いつもの厳しい顔を崩し驚きよう愕がくに両目を見開いている。

「どういうことだ」

　声が震えていた。








第八話　終わらない雨レイニーデイズ







「よろしかったのですか、お嬢さま」

「然り。何も問題はない」

　京きよう耶やとレイニーデイズの去った旧セフィロト社ビルロビー。

　ソファーに腰を下ろしたセフィロトと傍らに佇たたずむ老執事。

　彼女らの視線は、京耶たちの去って行ったビルの出入り口に向けられている。

　自動ドアの硝子がらすの向こうには道路、車両が殆ほとんど使用されていない幻象都市では静かなものだ。その静けさも、いつまで続くかはわからない。

　つい先程も、そこを何人かの、恐らくはラジオを聞き西日女子に戻ろうとしている巡回中の風紀委員たちが走り抜けて行った。

「よろしかったのですかお嬢さま、守もり部べ京耶は苦難に晒されることとなりますが」

　執事としての分を超えぬ程度に一言添えて、老執事はもう一度問うた。

「然り」

　幼さの残る顔立ちに冷徹を宿し、オルゴールめいた声で静かに切り捨てる。

「今まで、あの男が安穏と過ごせたことがおかしいのだ」

「上手く姿を隠していたようですが」

「如月きさらぎ早はや香か」

　淡々とセフィロトは呟つぶやく──天あま野の彩あや乃のと呼ばれる、向日葵のような少女の体で。

　金色のツーテール、幼さを残す愛あいらしい顔つき、白いセーラー服、紺色のスカート。

　全てが奇妙に冷たく見える。

「あの女の組織した風紀委員は結果として防波堤になっていた。『塔』の混沌ケイオスも動いていなかった。守部京耶が姿を隠しおおせていたのは環境に恵まれていたからに過ぎない」

　セフィロトがすらりと脚を組み替える。

「今、そこにある苦難こそが、正しい状況である」

　冷徹ではあるが、決して間違えた予測ではない。

《影男シヤドウマン》守部京耶を敵として狙う大多数の幻象都市住人＝プレイヤー。

『塔』に住まう混沌ケイオス、キョウコ＝ゲームマスター。

　相手は最初から幻象都市の全てを支配し、《影男シヤドウマン》の正体も知っていた。

　京耶を追い詰め、ただ打ち倒すだけならば、とっくに可能であった。

　だが、それをしないこともわかっていた。

　あれは受動的な存在、『誰かの願いを叶えるモノ』──ならば誰が願った。

「……否いや、わかりきっている」

「お嬢さま」

　僅わずかの間、黙考していたセフィロトに老執事が呼びかけた。

「わたくしが何よりも気にかけているのは、本当のお嬢さまの安全でございます」

「セフィロトの依り代か」

　天あま野の彩あや乃の。何も知らない少女。彼女は果たしてどうするだろう。

　今は肉体の主導権をセフィロトに握られ意識は眠りについている。

　だが、目覚めればどうするだろうか。

　敬愛する……ちょっと敬愛が行き過ぎて何か別のものになってしまった気がする『センパイ』を捜しに行くか、あるいは窮地にある守もり部べ京きよう耶やを助けようとするか。

　行動が読めない。

　ならばずっとセフィロトで居れば良いが、それは本末転倒だ。

　セフィロトが仮の肉体に宿るのは、『命』の節約という側面が強い。

《生命の樹セフイロト》結社、『十席』、そして天野彩乃、全てがそうだ。

　まだ『死』ねない。

　世界の全てを救うには、まだ『死』ねない。

　バロック、あるいは瑠る璃り子こあたりが聞けば嘲り笑うだろうが──彼女は本気である。

　その為に生き永らえて来た、それこそが、『天使』の使命であるから。

「セフィロトも、それには困っているのだ」

　気が遠くなるような年月を生きて来た天使が、中学生女子の気まぐれに悩まされる。

　考えてみれば滑稽な話であるかもしれない。

「…………『執事』」

「無理でございます」

「無理か」

「はい、不可能と言い換えても良いかもしれません」

「そこまでか」

「はい、勢いに乗った女子中学生を止めるとはそういうことであると存じております」

「然り」

　もう一度足を組み替え、セフィロトは席を立った。

「ならば好きにさせよ。可能であるならば、守部京耶の側へ行くよう誘導せよ」

「よろしいのですか。守部京耶と楠くすの木き瑠璃子ならば、後者の方が安全性は──」

　遮さえぎるようにセフィロトが首を振った。金色のツーテールが軽く揺れた。

「否。もはや楠木瑠璃子は信頼に値しない、あれは完全に向こう側に行ってしまった。あれはもはや、我が妹にして姉たる半身と同じ領域に行ってしまった。完全にだ」

　傍らの老執事が僅わずかに眉根を寄せて瞼を閉じた、どこか寂しげにも見える顔は一人の未来ある若者が率先して地じ獄ごくへ突き進むさまを見た老人のそれである。

　セフィロトは思い出す、去って行ったばかりの京きよう耶やのことを。

　如月きさらぎ早はや香かの死をラジオで聞いた直後の驚きよう愕がく。

　次の瞬間、あの男は──笑った。

　鮮烈に覚えている、守もり部べ京耶は何かを理解し、そして静かに微笑ほほえんだ。

「『心せよ、汝が深淵を覗のぞくとき、深淵もまた汝を覗いている』」

　使い古された警句。

　セフィロトは淡々と呟つぶやき金色の髪を指先でかき上げる。

「あの男は自ら深淵の向こうへ行こうとしている。それが何をもたらすかなど考えていない、深淵の向こうに待っている人がいる、ただそれだけの理由で自分自身を投げ捨てようとしている。愚おろかだ、救いようもなく愚かだ。代償の重さに気付かぬ愚物だ」

　静かに一度、セフィロトは冷えた瞳を閉じた。

「だが、それでも既に向こう側へ行ってしまった女よりは救いがある」

　閉じた瞳を開ける。

　守部京耶は『向こう側へ』行こうとしている──セフィロトは理解した。

「『歪ゆがんで』しまった女と同じ位置に行こうとしている。自身のうちに住まう死神にすら振り回されるただの人間から、ただの死神ですらない何かになろうとしている」

　セフィロトの顔が、笑みを作った。

　如月早香の死を知って、守部京耶が浮かべた笑みを真似て、『歪んだ』笑みを作った。

「おめでとう、と言うべきなのだろうセフィロトは」

　セフィロトの半身、かつては一つの完全な天使であった時代に分かたれた半身。

『恋』、『愛』、『欲望』、『憎しみ』。

　かつて一つの完全な天使にそれを与えた男と女。

「我が妹にして姉たる存在よ──」

　かつて天使が求めたもの。

「汝の願いが、ようやく叶おうとしている」

　守部京耶は全てを打ち倒すだろう。

　どんな犠牲を払おうと、どんな存在に成り果てようと勝つのだろう。

　その男は優れた剣の腕を持とうと、その精神までは非凡ではなかった。

　決して何か偉大なことを為なすこともなく歴史の波に埋もれただろう。

　それなりに善良で、それなりに劣悪で、平凡でしかなかった男を。

　愛した男を、壊しつくして。

「幻象都市の全てを生贄にし、汝は欲した『愛』を手に入れる」

『歪ゆがんだ』愛が行き着く果て。

　最後にもう一度、老執事は問うた。

「よろしいのですか、お嬢さま」

　天使はオルゴールに似た声で答え。

「然り。全ては因果、いつかは起きることが、いま起きた」

　そして沈黙した。




「困ったことになりましたわね」

「妙なことになったな」

　旧セフィロト社ビルを出た京きよう耶やとレイニーデイズ──白髪に黒服の執事とレモンイエローのワンピースにレースの日傘をさした令嬢が人気のない道を歩いている。

　ラジオ放送の後、風紀委員には召集がかかった。

《影男シヤドウマン》＝京耶の冗談めいた変装は、まだ、有効だ。

　いつまで続くかは定かではない。

「……どうなると思う？」

「さあ？　ですが、あまり良いことにはならないと思いますわ」

「だろうな。そもそも、早はや香かは本当に死んだのか？」

「プロパガンダの可能性ですわね。残念ですけれど、それは低いと思いますわ。わたくしはあの方と深い付き合いがあったわけではありませんけれど、あまりその類の搦め手を使うようには見えませんでしたわ」

「同感だ」

　真実を確認するならば、実際に西日女子へ行くのが一番であるが。

「接触は難しいな」

「如月きさらぎ早香、山やま城しろ美み佳か、風紀委員に関わるのは難しくなりましたわね」

「セフィロトは鍵を譲ゆずってくれた。瑠る璃り子こは……所在が全くわからないし連絡をつける方法も全くない」

　ふむ、と京耶は顎に手を当てわかりきったことを口にする。

「手詰まりだな」

「作戦は大幅に変更する必要がありますわ」

　歩きながら会話をする二人、レイニーデイズが日傘の下で軽く肩をすくめた。

　レモンイエローのワンピースのせいか不思議と慎ましく見える──錯覚でしかないが──胸の膨らみが、たゆっ、と控ひかえめに揺れた。

　京耶は、身長差のために自然とそうなるのだが、それを見下ろしながら言う。

「一応言うが、下りるならこの辺りが限度だぞ」

「あら、わたくしに下りろと仰るの？」

　彼女がついと上目遣いに京きよう耶やを見て、くすりと微笑ほほえむ。

「折せつ角かく、こんなに面白くなってきたと言うのに」

　微笑みは気品に溢れ、歯車模様の瞳は好奇心に輝いていた。

　否いや、好奇心と冒険心と、京耶にはわからない他の何かで輝いていた。

「あなたは、楽しくありませんの？」

　とんっ、と軽く前にジャンプ。

　レースの日傘を片手に、両手を広げくるくると彼女が回る。

　大きな弧を描えがいてなびく赤く長い髪、楕だ円えんに膨らむレモンイエローのワンピースの裾。

　はしゃぐ子どものように瞳を輝かせ、鼻歌を紡ぎながら。

「わたくしは楽しい」

　くるり、ぴた、と、彼女が止まる。

　京耶に背中を向けたまま、幻象都市の空を見上げる。

「誤解しないでくださいね、最初は本当に友情だけが理由でしたわ。まさかこんなことになるなんて思いもしませんでした」

「だが楽しんでいる」

「次はどんな手を打ちましょう。どうやってこの状況を利用しましょう。どんなアイテムを作りましょう──」

　遠足の前の子どもに似た弾む声、しゃらりと、彼女が長く赤い髪をかき上げる。

「幻象都市のわたくしは、何だって出来る」

　風が吹いた。

　長い赤毛が揺れた。

　ワンピースの背中に京耶は問うた。

「そんなに、現実が嫌いか」

　深く考えて出た言葉ではなかった。むしろ何となく聞いてみた、というのが正しい。

　失礼なと、怒られたらすぐに謝罪しただろう。

　そんなことを思ったのは彼女にだけ見られる一つの偏りのせいだ。

　彼女は、彼女だけは、『演じて』いる。

　殆ほとんど二重人格の領域に達した『辻斬りジャック』＝山やま城しろ美み佳かとも、京耶には窺い知れぬ狂気を宿していた楠くすの木き瑠る璃り子ことも、彼女は違う。

　彼女の本名は照てる代よと言うらしい。

　だが幻象都市の彼女は『レイニーデイズ』で、今の彼女は名も無き『令嬢』だ。

　時折見せる『関西弁を使う素の照代』すら演目の一つなのかもしれない。

　京耶とて《影男シヤドウマン》を演じた。

　無論理由があり、目的がある──因果を喪うしないかけていた故に、大多数の人間を騙し、《影男シヤドウマン》という存在を印象付ける必要があった。

『彼女』にはそれが感じられない。

　要するに主体の問題だ。

　誰を騙すための演技なのか──彼女の演技は誰のためのものか。

「わたくしの家族が死んだ話はしたかしら？」

「死んだということだけは」

「誕生日でしたの」

　レイニーデイズが言った。

「当時見ていたアニメの影響ですわ、わたくしがフランス料理を食べたいと言い出して家族みんなでレストランに向かいましたの。お姫さまみたいなドレスを着て、車に乗って」

　京きよう耶やは静かに彼女の背中を見詰めている。

　くすりと、背中越しにレイニーデイズが皮肉に笑う。

「どかーん、追突事故でわたくし以外死んじゃいましたわ」

　長く伸ばした赤毛が揺れた。

　レモンイエローのワンピースに包まれた令嬢の背中が僅わずかに震えていた、笑い出そうとしたのか泣き出そうとしたのかわからなかった。

「……おまえのせいじゃない」

　京耶が言う。彼女は振り返る。

「あったりまえである！」

『令嬢』ではなくレイニーデイズがたっぷりの皮肉をまぶして笑った。

「事故に責任なんぞあってはたまらぬ、強いて言えば追突した輩の責任であるわ！」

　日傘を放り出して胸を持ち上げるように腕を組み、胸を強調するように背筋を反らし、胸を揺らすように彼女は高笑う。

「そ、そうか」

　京耶が戸惑っていると、彼女は指先で京耶の額を突いた。

「なんだね、もしかしてレイニーデイズを慰めてくれようとしたのであるか？　守もり部べくんったらやっさしーいっ」

「……知らん」

　眉間に皺しわを寄せた険しい顔で、京耶が視線を逸そらす。

　調子に乗って抱きついて来たレイニーデイズの額を押しのけるようにして遠ざける。

　わざとらしく、彼女は頬ほおを膨らませて拗ねたような真似をした。

「まったく、照れ屋さんであるな」

「やかましい」

　ぶっきらぼうに言われ、レイニーデイズは肩をすくめた。

「まあ、悲劇のヒロインポイントを稼ぐ意外な過去話はこの辺にしておくのである」

　そして次の瞬間、レイニーデイズは『令嬢』に戻っていた。

「現実なんてファックユーですわ」

　役柄に相応ふさわしい品の良い微笑ほほえみを浮かべ、放り投げた日傘を拾い上げる。

　軽く埃を払うように叩き、日傘を閉じた。

「以前、あなたが壊したゴリアテ、覚えてますわよね」

　令嬢が問い、白髪の黒服執事が頷うなずく。

　ゴリアテ、レイニーデイズが作った巨大ロボット。

　冷蔵庫から手足が生えたような酷いデザインは、忘れようとしても忘れられない。

「わたくし、現実世界でもアレを作れますわ」

「それは凄すごいな」

「お金と時間がたっぷり必要ですけれど」

「あれにか……」

「ビルと同じサイズの金属の塊ですのよ、当たり前ですわ」

「言われてみれば、そうか」

「それが幻象都市でしたら、ガラクタの山から一晩で作れるのですから最高ですわ」

　無論、レイニーデイズの頭脳と『遺産レガシー』の力あってのことだが、大したものだ。

「わたくしが家族の死から学んだことは一つ」

　令嬢の穏やかな微笑みに、ティースプーン一匙ほどの哀切が混ざる。

「人間なんて、大した理由も無く死んでしまうということですわ」

　あるいはそれが、初めて見せた彼女の本当の顔だったのかもしれない。

「だから、わたくしはわたくしが思うままに──」

　すっ、と何かを誓うように彼女は自分の胸に──心臓の上に手を当てた。

「楽しく生きて、笑いながら死んで、ファックユーな現実に復讐してやりますわ」

「そうか」

　京きよう耶やが頷くと、レイニーデイズは何かを閃ひらめいたように歯車模様の瞳を輝かせた。

　ぱんっ、と掌てのひらを打ち合わせた。

「良いことを思いつきましたわ」

　嫌な予感がした。

「学園祭を開きましょう！」

　嫌な予感が当たった。








第九話　狂い野に咲く花もあれど







　もっと混乱を、もっと混こん沌とんを。

　道を三人組が歩いている。

　男と女と女。女二人が男を引っ張るように前を歩いている。

　困ったような顔をして後ろからついて行く男。

　どこかで見たような組み合わせ、主導権を握られているようで握っている男。

　ターゲットは決まった。

　スコープの中に捉とらえる、見知らぬ男の顔。

　ビルの屋上で腹ばいになり構えたスナイパーライフル、銀の銃身に絡み付く黒い瘴気。

　狙撃の瞬間はいつも息を止める。

　引き金を絞る。

　慈悲深い死の銃弾が放たれる。

　ばぁん、赤い花が咲く。

　生き残った女たち、混乱しながらも『遺産レガシー』を召喚、周囲を見回す。

　泣きそうな顔をしている。何が起きたのか理解できない顔をしている。

　武器を手に取ったのは反射動作に近い。

　彼女たちの数メートル先に曲がり角、そちら側から何も知らずに歩いて来る四人組。

　当然、既に確認している。

　四人組が角を曲がる。彼女たちが四人組に気付く。

　最も狙いやすかった四人組の一番前にいた男を狙撃する。

　残った三人の目には、『遺産レガシー』を構えた女二人の姿が映る。

　女二人の目には、突然現あらわれ殺気を放つ三人の姿が映る。

　混乱の中で始まる戦闘、同士討ち。

　加速度的に数が減る──鋭い警笛の音がした。

　闘争の音を聞きつけ近場にいた風紀委員たちが駆かけつけて来る。

　七人組の一チーム、五人が仲裁に入り、残り二人が周辺を警戒索敵──狙撃手の姿を探しているのかまでは不明。

　どちらにせよ潮時だ。

　狙撃手はスナイパーライフルを抱えたまま立ち上がる。

　ビルの屋上、高所に吹く風が、彼女の長い黒髪を揺らす。

　名前と同じ瑠璃色の瞳、白いセーラー服と紺色のスカート。

　狙撃手──楠くすの木き瑠る璃り子こは冷えた声で呟つぶやく。

「……反応、早くなったわね」

　如月きさらぎ早はや香かという拠り所を喪うしなって瓦解、せめて劣化すると予想していた風紀委員は逆に練度を増した。巡回の密度も増え、連係の手際も良くなっている。

　実体無く増殖していく《影男シヤドウマン》の噂、目撃情報、見間違いと思い込み。そこから発生した（瑠璃子による誘発も含めた）同士討ち。

　対応が早くなっている。

「殺しておくべきだったわ、山やま城しろ美み佳か」

　過小評価していたと、素直に過ちを認めるべきなのだろう。

　今となっては後の祭り、今から殺しに行くというのも難しい。

　相手も相当な警戒をしているだろう、瑠璃子が姿を消す能力を持っていると知っているならば相応に罠の敷きようもある。

　不可能ではないが、難しい。

「まあ、良いわ。考えようによっては悪くないもの」

　地道な草刈り。

　狙撃によって混乱の種を蒔く、小規模で良い、長く続けることと繰り返すことが大事だ。

　必要なのは憎しみを掻き立てること。

　憎悪は力を与える、だが時として、目を曇らせる。

　彼女は身をもってそれを知っている。

　瘴気立ち昇るアルテミスを小型拳銃に変更、姿を消しその場を去る──影のように。

　その姿は誰にも捉とらえられず、彼女は静かに混乱の種を蒔き続ける。




「ううー、瑠る璃り子こセンパイの居場所を知りたかっただけなのに何でこんなことを！」

「黙って手を動かせ」

「うるせーですよ！　大体、京きよう耶や先輩なにやってんですか！」

「見てわからないのか──」

　ハサミを動かす手を止めず、京耶は言った。

「紙の輪っかで鎖作りだ」

「そういうもんだいじゃなーい！」

　彩あや乃のの絶叫がレイニーデイズ秘密基地こと、ガラクタを山と積んだ倉庫に響き渡った。

　京耶たちの他に、海賊の下っ端めいた格好をした七匹の妖精が恐ろしい速度で動き回りながらガラクタで多数の何かを作っている──あまりの速度に、殆ほとんど分身しているように見えるほどだ。案外、本当に増えている可能性もある。

　因ちなみに当のレイニーデイズだけは外出しており、京耶と（瑠璃子の居場所に心当たりがないか聞きに来た）彩乃は居住スペースの畳の上で大量の折り紙と格闘していた。

　京耶が小さく、色んな事を諦めたように嘆息した。

「仕方ないだろう、あの女が三日で全部の準備を整えると息まいてるんだ」

「っていうか、学園祭って何なんですか！」

　二人が折り紙で作っているのは、学園祭だの何だのには頻繁に登場する折り紙を切って貼って作った輪っかを繋つなぎ合わせて作る鎖である。飾りに使うあれだ。

「あの人、絶対に頭おかしいですよ！」

　いつもの白いセーラー服姿の彩乃は頬ほおを膨らませてぷりぷり怒りながら、律儀に手を動かして折り紙の鎖を作っている。

　元来幼い顔立ちの彼女が、白いセーラー服の内側にある体が非常に慎ましい彼女が、というかそもそも年齢詐称で高校の制服を着ていながら中学生な彼女がそうやっている姿はどことなくお遊戯めいた空気を醸かもし出して、微笑ほほえましい。

　無論、当人に面と向かって言う程京耶は愚おろかではない。

「一応、理屈はわかる話なんだ」

「はい？」

　妙に可愛かわいらしく、金色のツーテールと一緒に彩乃が小首を傾かしげた。

「瑠璃子、だけじゃないが、会いたい連中は居場所がわからなかったり接触が難しかったりするわけだ。特に、俺はな」

「あー、《影男シヤドウマン》でしたっけ、京きよう耶や先輩、色んな人から狙われてますよね」

　その上で、彼女たちに会って黒塔への鍵──黄金のプレートを譲ゆずり受ける必要がある。

　バロックを助けるために。

　そう言えば、眼前の彩あや乃のはその数少ない例外だ。

　セフィロトの依り代であるからだろうが、彼女はその辺りをどう考えているのか。

　胸中が顔に出ていたわけではないだろうが、彩乃はへんっ、と肩をすくめた。

「ま、わたしは瑠る璃り子こセンパイ以外わりとどうでも良いんですけどね。どーせ、京耶先輩がそーんな大したことやってるわけないじゃないですか」

　くつくつと京耶は笑う。

「そいつはどうもありがとう」

「はあ？」

「いや、それなりに信用されているみたいだったからな」

「誰もそんなこと言ってませんよ、バカッ！」

　折り紙の鎖を投げつけられた。

　京耶はあっさりそれを受け止めて、まだ少し笑ったまま話を戻す。

「こっちが行けないなら、向こうから来て貰もらう。その為の、派手な打ち上げ花火さ」

「なるほどー……んぅ？」

　顎に人差し指を当て、彩乃は何か考えるような仕草をした。

「でも、それだと目的以外の人もいっぱい集まりますよね」

「仕方ないさ、それより目的の相手と会える方が大事だ」

「でもでも、それならラジオをジャックするとかでよかったじゃないですか？　レイニーデイズさんならそれぐらい出来そうですけど」

　と、彩乃が壁──その向こうの工場で今も忙しく動き回っているだろう妖精たちを見るように視線を向けた。

「まあ、出来るんだろうな……」

　若干言葉を濁す京耶、視線を戻した彩乃がじとーっとした目で京耶を見つめる。

「また何か、聞いたらわたしが暴れそうな、すっごい下らない理由があるんですね」

「おまえ、学園祭と聞いたら、何を想像する」

「え？　んー、お祭り、ですかね。みんなでこう、力を合わせてー、みたいな、普段別にそんな仲良くないじゃんおまえらって感じの連中が騒いでるような」

「い、意外に辛辣だな」

「そうですかね？　でもまあ参加すれば何だかんだ結構楽しいんじゃないですか？」

「まあ、良い。つまり手作りのお祭りだ、学生のな」

「ですね」

　金色のツーテールを揺らして彩あや乃のが頷うなずき、京きよう耶やは小さく頷き返す。

「必然、クオリティ的にも学生レベルなわけだがレイニーデイズの奴やつ──」

　丁ちよう度ど、そのタイミングで高笑いが聞こえた。

「フハハハハハハハ！　今、帰ったであるぞ我が下僕たちよ！」

　場所は工場の入り口辺りであろうか、工場内に反響して京耶たちの耳にも声が届いた。

　一瞬、工場内の作業音が止まり（恐らく、妖精たちが手を止めてレイニーデイズに挨拶を返したのだろう）、再び作業音が鳴り出す。

　ややあって、京耶たちのいる居住スペースのドアがガランッと開いた。

「フハハハハハハ！　悪の天才科学者レイニーデイズ！　ただいま帰還である！」

　赤毛のツインドリルヘア、歯車模様の瞳、ばいんばいんと形容すべき圧倒的胸囲を包む赤く扇情的なボンデージ。

　最後に悪の天才科学者に相応ふさわしい白衣の裾をなびかせて彼女は帰って来た。

　変態扱いされたこともあるような格好ではあるが、京耶としては令嬢をしていたレイニーデイズよりこっちのレイニーデイズの方が見ていて落ち着く。

「良いタイミングだ。ちょっと良いか」

「むう？　お土産であるか？　ならば安心するが良い、生八橋に赤福にひよこ饅頭を食料とは別に調達して来たのである！」

「いや、お土産は別にいらない」

「どこにでも売ってそうなお土産チョイスですね」

「ぬう？　では何であるか」

　入室の際、ドアの横に一旦置いていた大きな紙袋を抱えながら彼女が首を傾かしげた。

　京耶は立ち上がりその紙袋をひょいと持ち上げて部屋の隅の冷蔵庫へ持って行く。

　あまり外に出るべきではない京耶に代わり、調達して来た食料はずしりと重い。

「どうして学園祭なのか、彩乃に聞かれていたところだ」

　冷蔵庫の中に手早く食料を入れつつ、京耶が言った。

「なるほど、ではレイニーデイズが答えようではないか！」

「えーと、はい、じゃあお願いします。何で学園祭なんでしょうか」

「うむ、それはであるな」

　レイニーデイズは頷き、ばさりと格好良く白衣を翻しながら告げる。

「面白そうであるからだ！」

「もうちょっと細かく説明しろ」

「ううむ、つまりである。アニメとかゲームとかに出てくる学園祭に比べて、現実の学園祭はどうであるか、仕方ないとはいえ手作り感が満まん載さいでいまいちな感じがするのである！」

「……はい？」

「そーこーでー！　このレイニーデイズがちょっと本気を出してそこらの学園祭が裸足で逃げ出すような学園祭をやろうというのである！　テーマは流血と硝煙とメイドロボ！」

「待て、そのテーマに関しては俺も初耳だぞ。貴様、工場で何を作っている！」

　ぐいんっと振り向き、京きよう耶やは思わず問うた。

　ばいんばいーんとボンデージの胸を反らして高笑いし、レイニーデイズは答えない。

「フハハハハハハハ！　フハハハハハハ！」

「答える気はなしか！」

「あのー、想像を絶する下らなさだったんで、わたし帰って良いですよね」

「駄目だ。犠牲者は多いほうが良い」

「最低だこの人！」

　外とは比べ物にならないほど暢気な工場の中で──ふと、レイニーデイズが言う。

「フハハハハ、そうだ守もり部べ京耶よ。頼まれていた調べ事であるがな」

「どうだった、幻象都市の様子は」

　俄に真剣に、空気が張り詰める。彩あや乃のですら息を呑む。

「空気が悪いのである。誰もがぴりぴりしてそこらで小競り合いも起きておる。風紀委員が熱心に活動している故に、まだまし、ではあるがな」

　レイニーデイズが一瞬瞳を閉じた。半ば予想していたことでもあった。

「……やはり、如月きさらぎ早はや香かは死んでいたのである」

「そうか」

　感情の混じらない声で京耶は言った。

「死んだか」

　不思議と悲しみは湧いて来なかった。




「──姉さん」

　彼女もそうだ、不思議と悲しみは湧いて来なかった。

　棺の中の姉をじっと、コートのポケットに手を入れて見詰めていた。

　シルクハットを載のせたショートカットの少女、無数のナイフを仕込んだ古びたコートの下に少女趣味なワンピース、小柄な体躯。

　改装した空き教室の一つに如月早香の骸むくろは安置されていた。

　手製の棺の中、献花に囲まれて横たわる肉体、左右非対称の改造制服に包まれ愛用の刀が隣に置いてある。

　死化粧を施された顔は眠るように静かで、同時に冷たかった。

　もう目を覚ますことはないと、微笑ほほえみに似た表情で固まった顔が伝えているようだ。

　今は、部屋の中に美み佳かと早はや香かしかいない。

「姉さんは色んな人に信頼されていたんですね」

　献花に訪れる者は多く、やっと人の波が途絶えた所だった。西日女子の外側、風紀委員でない者たちも沢山の花を供えて行った。

　ナイフを自在に操る細い指が、眠る早香の手を握る。

　眠るような顔と同じく冷え切っていた。

「わたしはその信頼を踏ふみ躙にじって、あの女を殺す」

　低い声、瞳に宿るナイフの鋭さ、噛み締めた唇くちびる、握る手に力がこもる。

　悲しいほどに姉の手に力はなく握り返しては来ない。人形の腕のように。

「必ず殺す」

　姉が望まないのは百も承知だった。

「その為に、風紀委員を焚き付けた」

　姉の死を公表した。犯人をあえて《影男シヤドウマン》だと偽った。

　集団が向ける意思の矛先を一つにまとめるためだ。《影男シヤドウマン》と楠くすの木き瑠る璃り子こ、二つではいけない、意思が分散する。

　例えば家族の仇であり、同時に風紀委員長を殺した相手、そのように思い込ませることが重要なのだ。

　ラジオというメディアを握っていたのが強かった。一方的にこちらの言い分だけを広めることが出来る。《影男シヤドウマン》に弁解は不可能だ。

　哀れな犬ころのように風紀委員が、そしてそれ以外の者たちが《影男シヤドウマン》に突き進む。

　燎原の火のように敵意は広まり続ける。

　事実、無茶なシフトの超過勤務にもかかわらず風紀委員は実に良く働いている。

　早香の死から既に二日、疲れを忘れたように動いている。

　無論これは一時的なもので長くは続かない、人間には限界がある。

「この『火』を逃してはいけない、消える前に《影男シヤドウマン》を追い詰める」

　追い詰めれば──出て来る。

　彼女の本当の目的、彼女が本当に殺したい相手。

『朧おぼろ』楠木瑠璃子、影の如ごとくの神出鬼没。

　悲しみは憎悪で上書きされていた。

　口元に、『歪ゆがんだ』笑みが浮かんでいた。

「アハッ──」

　かつて『辻斬りジャック』と呼ばれた誰かよりも『歪んだ』笑みが浮かんでいた。

　ドアがノックされた。

「副委員長、定時報告の時間です」

　声がかかる、美み佳かが笑みを消し返事をする、ドアが開く。

　姿を見せた風紀委員の瞳は敵意の炎でぎらぎらと輝いている。

　内心で満足を覚えながら美佳は、静かに姉の手を離した。

「わかりました、すぐに行きます」

　そのままドアの方へ歩き出し、部屋の外に出る。

　報告にやって来た風紀委員が早はや香かの棺を安置した部屋のドアを閉めた。

　二人は廊下を歩き出す。

「先に聞いておきますが、なにか特別なことはありましたか？」

「いえ、ただ一つ奇妙な報告が……自動販売機が次々に消えているそうです」

「……自動、販売機？」

　思わず美佳は首を傾かしげ、ずり落ちそうになったシルクハットを指先で直した。

　考えようによっては滑稽な報告だが、美佳には少し悪い予感がした。




　──そして、如月きさらぎ早香の屍しかばねは棺の中に一人眠る──

「願いと祈りの匂いがする、私が救うべき絶望の匂いがする」

　冷えた部屋に忽然と、それは現あらわれた。

　銀色のツーテール、ウェーブのかかった長い髪、ピジョンブラッドに似た紅こう玉ぎよくの瞳。

　咲き誇ほこる花を思わせる自信に満ちた顔立ちと、小さな体。

　ぴこんとした慎ましい胸を包む赤いブレザーと、すらりと伸びた足にはいたガーターベルト留めのニーソックス。

　彼女はバロック、『歪ゆがみ』という名前の少女。

「やあ、早香。何だか随分と久しぶりな気がするじゃあないか」

　棺の傍らに現れたバロックは親しげに片手を挙げて挨拶をする。

　当然だが、早香がそれに応える事はない。

「これは本来『私』の役割でなく、『わたし』の役割なのだが、今は既に混ざり合って一つとなった身だ。『私』がやっても構いはしないだろうね」

　バロックもまた返事を求めもせず、一人で言って、一人で肩をすくめた。

　銀色のツーテールが僅わずかに揺れて、赤い唇くちびるの端が皮肉っぽく吊つり上がった。

「勘違いしないでくれたまえよ。これは私の意思じゃない。私の意思で言うならば、キミが早々に死んでくれたのはむしろ僥倖だったんだ」

　不意に彼女の足元で、黒い影が沸騰したように泡立った。

「風紀委員長如月早香ではなく、ただの如月早香の願いと祈りが『私』を呼んだ」

　混沌ケイオスたる『泥』が溢れ出す。

「さあ──キミの願いを叶えよう」








第十話　日雁高校学園祭







　午前八時三十分、花火が上がった。

　午前八時三十一分、日雁高校屋上に二つの影が姿を見せた。

　午前八時三十二分、スイッチオン──

　日雁高校屋上に配置された巨大プロジェクターにより、空中に映像が投影される。

　幻象都市の誰もがそれを見た。

《影男シヤドウマン》──幻象都市の敵。

　暗闇を成型したような全身鎧よろい、黒兜の隙間から覗のぞく黄金色の単眼。

　黒の鎧を身に纏まとい、黒の剣をその手に握り、騎士の如ごとくに堂々と。

　沈黙を携え幻象都市を睥睨する。

　隣には一人の女。

「フハハハハハハハハ！　諸君、はじめまして。本日は絶好の学園祭日和であるな！」

　赤毛を巻いたツインドリルヘア、丈の長い白衣を風になびかせて高笑いを上げる。

「我が名は悪の天才科学者プロフェッサー『アール』であーる！　諸君らの怨敵たる《影男シヤドウマン》に与くみするものだ！　驚いたかね、驚いただろうフハハハハハハ！」

　白衣の下には露出度の高い赤のボンデージ、ゆっさゆさと豊かな胸を強調し、高笑いを上げる顔には蝶ちようを模もした赤い仮面。

　特撮番組に出て来る女幹部に白衣を着せたような、奇怪な女。

　声に露骨な挑発の響きを含ませて、微動だにせず沈黙を保つ《影男シヤドウマン》に代わるように両手を大きく振るいながら喋しやべり続ける。

「これは舞台だ、これは祭りだ、これはゲームだ！　来たまえ！　楽しむことを忘れた愚おろか者どもよ！　日ひ雁かり高校で全てを終わらせてやる、《影男シヤドウマン》はそこにいる！」

　幻象都市の空気が殺気と敵意で陽炎の如ごとくに揺らいで見えた。

　気の早いものは既に走り出していた。

「主演は我々、脇役は貴様ら、かかって来るが良い有象無象よ」

　ばさり、と彼女は大きく白衣の裾を翻した。

「ここに、我等は日雁高校学園祭の開催を宣言する！」

　──スイッチオフ。同時にもう一度、無数の花火が上がった。

　早朝の日雁高校は人気もなく、花火を除けば静かであった。

　都市管理局による《影男シヤドウマン》の正体暴露以来、既に日雁高校は学校としての機能を喪そう失しつしていたので当然だった。だから、一晩じっくりと準備に使えた。

　その静けさも、放送を見た者たちが大挙して押し寄せてくるまでだろう。

「レイニーデイズが手伝えるのはここまでである」

　二人きりの屋上で彼女は言った。

　赤い蝶の仮面の向こうで、歯車模様の瞳が満足そうに笑っていた。

「後はもう、最後に用意した玩具おもちやが残っている程度である」

「充分だ。助かった。今まで、ありがとう」

　黄金色の右目と白い髪、京きよう耶やは兜を脱いで告げ、言い終えるや歩き出そうとする。

　レイニーデイズは蝶の仮面を外して、手で制した。

「切り替えの早い男であるな。少しは別れを惜しみたまえよ」

　苦笑いを浮かべて、彼女はそのまま先ほど使用したプロジェクターの方へ向かう。

　白衣の背中、形の良い腰が歩くたびにくいっと機嫌よさそうに揺れていた。

　レイニーデイズはプロジェクターの傍そばで身を屈め、裏からクーラーボックスを引っ張り出した。その上では海賊の下っ端めいた姿の七匹の妖精がすぴょすぴょ眠っている。

「こやつらにも、無理をさせたのである」

　この数日フル活動だった妖精たちを労うように、レイニーデイズは一匹ずつを撫でて白衣の両ポケットに収めた。

　京耶は自分から近寄り、クーラーボックスに視線を向ける。

「それは？」

「プレゼントである、本当はセフィロトに渡す予定だった調整済みの『泥』で作った」

　レイニーデイズはクーラーボックスを開けて中身を見せた。

「『体』の『予備』である、四肢から重要な臓器まで一通り揃えてある。どこかに隠しておくが良かろう」

「……感謝する」

　京きよう耶やはレイニーデイズからクーラーボックスを受け取る。一瞬、二人の手が触れた。

「死ぬでないぞ、人間など簡単に死んでしまうのだ」

「おまえもな」

　二人は並んで歩き、校舎に入る、何も言わず右と左、別々の方向へ歩き出す。

　それが──今生の別れとなった。




《影男シヤドウマン》への怒りと敵意に燃え日ひ雁かり高校の門を潜った者たちの反応はおよそ二種類、困惑と疑惑に分かれた。前者はやや気が抜け、後者は警戒を強めたと言い換えられる。

　学園祭だった。

　校舎には飾りがつけられ、学園祭開催を示す垂れ幕がかかっている。グラウンドには模擬店が並び、ジュースやタコヤキ、お好み焼き、うどん、等々の軽食が百円から二百円程度で販売されている。

　外からはわからないが、校舎内でも各教室できちんと出し物の展示が行われていた。

　通常の学園祭と異なる点は一つ、生徒が全てロボットであるという部分だけだ。

「……なんだ、あれ」

　誰かがぽつりと言った。

　模擬店で調理をする、展示の受付をする、呼び込みをしているのは全て──冷蔵庫から手足を生やしたようなロボットだった。

　量産型ゴリアテこと『ダビデ』。

　全長二メートル程度、途中から面倒に、もとい量産性を上げるために自動販売機を流用したので『自販機から手足が生えているようなロボット』が正確な表現かもしれない。

　それが二百と八体。生徒役として学園祭をやっている。

『イラッシャイ・イラッシャイ』

『オイシイ・タコヤキ・ヒャクエン・デス』

　機械音声丸出しの声で来場者に向かって声をかけている。

　ユーモラスでありながら、どこか不気味な光景だった。

『オヒトツ・ドーゾ』

　タコヤキを焼いていたダビデが通りかかった青年に、一つタコヤキを差し出した。

　青年は思わず受け取ったタコヤキを食べてしまう。

　外はさくりと、中はまだ柔やわらかく、大粒のタコと紅生姜のアクセント、たっぷりと塗った香ばしいソースに青海苔とかつおぶし。

「……美う味まい」

　細かいところにも手を抜かない。レイニーデイズの見事な作品であった。

　無論、この茶番めいた学園祭に疑惑も困惑も抱かない──覚悟の決まった連中もいた。

　その筆頭が山やま城しろ美み佳かと共にやや遅れて日ひ雁かり高校へ現あらわれた風紀委員たちだろう。

　美佳を含めて百人、精鋭と言って問題はない。

　彼女たちは校門の一歩手前で整列していた。内部突入組とは別に周辺警戒組の風紀委員たちが入場規制もしている。

　放送を見て、ここまでやって来たが内部の異様さに校門を潜れずにいた慎重な、あるいは臆病な者たちを並ばせてぐるりと日雁高校を囲もうとしている。

　これは当然、《影男シヤドウマン》の逃亡を妨害するためだ。

　背中を向けて校舎を睨にらみ付つけるように見上げていた美佳が九十九人の突入班に言った。

「あなたたちには、これから死んでもらいます」

　風が、彼女の古びたコートの裾を揺らした。ナイフを仕込んだコートは重く、揺れるのは裾だけだった。

　九十九人の風紀委員たちは沈黙し、言葉の続きを待っていた。

「七名一班に分かれ、正門より突入。撤退は不許可、死傷者は放置、敵を倒せないならば可能な限り遅滞戦闘を行い応援を呼ぶこと」

　ゆっくりと美佳が振り返った。

　風紀委員たちの顔は静かだった、一番年上の者でも十八歳だった。

「本音を言います。わたしは『あなたたちに生きて欲しい』という気持ちより、姉の──『如月きさらぎ早はや香かの仇を討ちたい』という気持ちのほうが強いです。これは正義でも治安維持でも何でもありません、ただの復讐です」

　彼女はもう一度言った。

「だから、あなたたちにはこれから死んでもらいます──去るなら、これが最後です」

　九十九人の風紀委員たちは沈黙し、誰も動かなかった。

　美佳が溜ため息いきを吐く、ばさりと古びたコートを翻し背を向ける。

「風紀委員は、いつから馬ば鹿かの集まりになったんでしょうかね」

　背後で、死ねと命じられた風紀委員たちが少し笑った。

　美佳も少し笑い、校門の外から内側へ──境目を越えて踏ふみ込んだ。

「目標《影男シヤドウマン》、全員、出撃！」

　はい！　と強い返事があった。ざっざっざっ、と強い足音で少女たちは駆かけ出した。

　美み佳かもまた歩き出した、音もなく歩き出した。

　ナイフのように鋭い目をして、研ぎ澄まされた冷たい声で吐き捨てた。

「来い、楠くすの木き瑠る璃り子こ。おまえだけは、わたしが殺す」




「……あれは、風紀委員か」

　四階の廊下からちらと下を見て京きよう耶やは呟つぶやいた。

　風紀委員が来たということは、そろそろ学校の中にまで飛び込んでくる勢いのある連中は打ち止めだろう。視線を学校の外にやれば、風紀委員たちが入場規制をし敷地内にまで入らなかった者たちが野次馬のように並んでいる。

「順調だな」

　日ひ雁かり高校学園祭はレイニーデイズの伊達や酔狂ではない……いや、伊達や酔狂なのだがそれだけではない。

　日雁高校を一つの心理的な砦に変える企みがあった。

　まず学校の内側と外側にフィールドを分ける。必然、風紀委員は《影男シヤドウマン》の逃亡を懸念し外部に見張りを残す。また単純に『敵』の領域に踏ふみ込むことを警戒し様子見に走る者もいる。理性的に考えれば当然の行動だが、これは実のところ京耶側が有利になる。京耶の選択肢に最初から逃亡などなく、敵は一方的に投入戦力を削られるからだ。

　そして最大のメリットは──敵の人数が減ることで確実に学校内に入り込んでくるだろう瑠璃子と美佳を発見ならびに接触しやすくなることだ。

　戦場を、学校という広くはあるが一定の範はん囲い内に限定したのが一つ目の策。

　次はあのロボット『ダビデ』と模擬店、あるいは展示だ。個人差はあれど人間はいつまでも緊張感を維持できない、ダビデのユーモラスな外観と行動の平和さは敵意に満ちて突入して来た連中の勢いを削ぐことが出来る。

　他にもあるが、概ね、この二つが学園祭の狙いだ。

　鍵を集めるために、嫌でも多勢に無勢となる状況に対するフォロー。

　グラウンドでは風紀委員たちが何名かの班に分かれて動き出した。単独の入場者たちは思い思いの方向へ散って行く。

「そろそろ、俺も行くか」

《影男シヤドウマン》の登場、否いや応おうなく、盤面は動く、動かす、有象無象の余計なものを打ち倒す。

　階下へ降りようと京耶は階段の方へと向かう。

　手すりに彩あや乃のが腰掛けていた。

　金色のツーテールに白いセーラー服と紺色のスカート、いつもの姿だが少し寝不足気味でよれっとしており。

「なーんか、わたしだけ蚊帳の外って感じがするんですよね」

　じとっとした目で京きよう耶やを睨にらんでいる。

「頑張って飾り付けを手伝ったのに、最後の最後で放置プレイですよ」

「彩あや乃の」

　クーラーボックスを片手に持った京耶は逆の手で黒の兜を脱ぎ小脇に抱えた。

「逃げろ」

「嫌です」

「何な故ぜだ」

「瑠る璃り子こセンパイ、来ますよね確実に」

「ああ、その為にこんな派手なことをしたんだ」

　厳密には瑠璃子と副風紀委員長の美み佳かが持つ『鍵』のため、如月きさらぎ早はや香かにも渡されていただろう『鍵』をどうするかだけが難点だが今のところ計画は順調だ。

　彩乃はじとっとした目つきをやめ、ひょいと手すりから降りた。

「京耶先輩は、バロック先輩を助けるためにこんなことしてるんですよね」

　まだ彼女の視線は京耶に注がれたままだった。

「そんなに大切ですか」

　短い逡巡、無言のまま京耶は頷うなずいた。

「先輩のことを想い過ぎて壊れてしまった瑠璃子センパイよりも？」

「……」

「死んでしまった早香先輩よりも？」

「……」

　長い沈黙、やがて京耶は言った。

「俺はバロックに助けられた。だが俺はバロックを助けられなかったんだ」

　彩乃は何とも形容し難い表情をした、無む理り矢や理りにでも表現するならばそれは泣き顔だった。泣き顔に、怒りと嫉みと憎しみと憐憫と理解とを無理矢理混ぜ込んだような顔だ。

「知ってますか京耶先輩」

　声だけはいつもどおりに、むしろ明るく彼女は言う。

「わたしが瑠璃子センパイを好きなほど、センパイはわたしを好きじゃないんです」

　声に合わせるように彩乃は笑顔を作った。

「ここにいたら、瑠璃子センパイに会えるじゃないですか。だから、危険でも何でもわたしはここに居ます。せめて、センパイの顔ぐらい見たいじゃないですか」

「それだけか、それだけのためか」

「そうですよ、それだけのためです……あ、なんか考えたらムカついて来た、丁ちよう度ど良いところに京耶先輩いるし蹴って良いですかね良いですよねありがとうございます」

　待て、と京耶が言う暇もなかった。

　眦を吊つり上げて、息を大きく吸い込み足を引く。

「死っねえええええええええええええええええええええええええええ！」

　一瞬の躊躇もない見事なローキック。

　京きよう耶やが鎧よろいを着ていることを忘れていなければより完璧だった！

「ひぎぃ！」

　足を押さえてぴょっこんぴょっこん彩あや乃のが跳ねる。

　金色のツーテールが大きく揺れて、紺色のスカートが一緒に跳ねる。

「……大丈夫か」

「だいっ、じょっ、ぶっ、でっす！　ふうっ……大丈夫です！」

　瞳に薄っすらと涙を浮かべながらも彼女は気丈に言う。

　京耶が見ていて気の毒になるような必死さである、まだ微妙に体が震えている。

「そ、そうか……なら、俺はそろそろ行く。おまえは出来る限り四階から降りるな、この辺りならまだ安全な筈はずだ。それに、瑠る璃り子こはスキル的に高所に陣取る傾向がある」

「……わかりました。不本意ですけど、四階で大人しくしてます」

「ああ」

「京耶先輩」

「何だ」

「死んじゃえ、バーカ」

　あっかんべーと彩乃が舌を出した。

　京耶は笑い、黒の兜を被り直した。

　彩乃が不意にやさしい顔をした。

「京耶先輩」

「何だ」

「死なないでくださいね。おまえを殺すのは、このわたしの役目だ的な意味合いで」

「ああ」

《影男シヤドウマン》となった京耶がクーラーボックスを彩乃の傍そばに置く。

「悪いが、こいつを預かっていてくれ」

「何です、これ」

　彩乃が怪訝そうに、金色のツーテールを揺らして首を傾かしげる。

「俺の命綱だ、鍵を揃えたら取りに来る」

　返事を待たず、京耶は階段を降りようと歩き出す。

　思おもい止とどまり反転し、いきなり、走り出した。

　バリィィィィン──廊下の窓を突き破り、校舎の四階から風紀委員や来場者で賑わうグラウンドへ、落ちて行く。

《影男シヤドウマン》の登場には、この程度派手なほうが相応ふさわしかろう。




　混こん沌とんとして、騒乱にも似た闘争が始まった。

「《灼き尽くせオブリタレイト》！」

　空から落ちて来た《影男シヤドウマン》が始めた。

　黒い兜の内側で黄金の単眼が輝く、黒い鎧よろいの内側で命が燃える。

　超速、轟力、堅牢──『喪失者アウト・オブ・オーダー』の刻こく印いんを使い、自分自身の生命を燃料として、自分自身を焼きながら戦場の暴君が如ごとくに荒れ狂う。

　眼前の鎧武者をその一刀で叩き伏せる、竜に転じようとした少女の意識を変化が終わる前に刈り取る、乗り物を召喚したならば乗り物ごと切り捨てる。

　風紀委員の班が一つ迫って来る。七名、いずれも得物を手に、一瞬でフォーメーションを組む、見事な連係、正面、左右、上、さらに後ろへ回り込もうとする者。

　誰に対処しても別の誰かの武器が届く。

　見事な連係──だが、この個は圧倒的過ぎた。

「──ッシャァアアアアアアアア！」

　兜の奥で金色の単眼が輝き、肉食獣めいた息を吐く。

　打ち据え、掴つかみ、蹴り、叩き落とし。瞬時に正面上方左右を無力化。

　体全体で反転、風紀委員を一人左腕に掴んだまま。

　背後から迫ろうとしていた残りの風紀委員に向けて投げつける。

「くうっ！」

　髪の長い、小柄な風紀委員が躊躇いの声を上げる。投げ飛ばされた同僚を受け止めるか、避けて攻撃するか。

　躊躇いは一瞬だった。《影男シヤドウマン》には充分だった。

　小柄な風紀委員が投げ飛ばされた同僚の体を避けると同時に剣の腹で相手の腹を打つ。

　ぐらりと棒のように彼女の体はよろめき倒れて行く。その体が地面に着く頃には、《影男シヤドウマン》は既に別の相手へと向かっている。

　黒い悪魔、黒い嵐、黒の暴君。

　黒き鎧の内側にいる者の意思はどうあれ、与える印象はひたすらに禍々しい。

「素敵、ぞくぞくするわ」

　屋上からは、特に、彼の活躍がよく見えた。

　彼女の愛する彼の姿がよく見えた──楠くすの木き瑠る璃り子こ、長い黒髪に名前と同じ瑠璃色の瞳を持つ女。うっとりと見み蕩とれたような笑みを赤いぽってりとした唇くちびるに浮かべている。

「私の手助けは必要ないかもしれないわね」

　黒い瘴気めいたものを立ち昇らせるアルテミスをスナイパーライフル型にして構えた。

　戦場の様子はまたも変化しつつあった。校舎内部を探索していた者たちが窓からドアから飛び出してグラウンドの混戦に参加する。圧倒的暴力で《影男シヤドウマン》は変わらず荒れ狂い、それに対抗すべく一部の頭の回る人間が遠距離からの包囲攻撃に移ろうとしていた。

《影男シヤドウマン》──黒騎士には明確な弱点が一つある。強く、速く、硬い圧倒的暴力は『単体』でしかない。腕は二本、視野は一つ、脳髄も同じく。対応できる質量には限度がある。

　無論、当人がそれに気づいていないはずもない。

「レェェェエェェェェイニィィィィィデェェエエェェェェイズゥ！」

　京きよう耶やが叫んだ。その名前が自分のものでないことに瑠る璃り子こは嫉妬を覚える。

　既に祭りを降りてただの観客となった女は、どこかでその声を聞き、どこかで祭りの様子を眺めているのだろう。

　次の瞬間、ダビデの一体が爆発して付近に居た誰かが吹き飛ばされた。

　残り二百七体のダビデが、動き出す。

　ダビデは相手の気勢を削ぐためだけにあるのではない、『近くに居る人間に突っ込んで自爆する』至極単純なプログラムを搭載した移動する爆弾でもある。

　さらに混こん沌とんを、戦場に混沌を、荒れ狂う黒騎士に二百八の爆炎が花を添える。

　瑠璃子は思わず口笛を吹いた。完全に彼女の出番はない、もはや半ば以上ただの観客としてスコープで戦場を眺めている。

「あら」

　ふと気づいた。

　足りない。

　この場に居ない筈はずがない、彼女が居ない──山やま城しろ美み佳かが居ない。

　瞬間、瑠璃子は横に大きく跳んだ。

　ヒュン、一瞬前まで瑠璃子が居た場所を数本の投げナイフが通り過ぎて行った。

「くっ！」

　跳んだ勢いのまま屋上を転がる、更にその勢いを利用して膝立ちに、同時にスナイパーライフルを構えなおして正面に向ける。

　そこには彼女が予期したとおりの人間が居た。

「今のは、わざと外しました」

「あら、負け惜しみかしら」

　思ったより距離が近い、三歩の距離に彼女は立っている。相手はナイフ、こちらは銃器、それでも完全に優位とまでは言えまい。特に相手がそれなりに腕が立つならば。

　山城美佳、風紀委員副委員長、『辻斬りジャック』。

　シルクハットを載のせたショートカット、古びたコートと少女趣味なワンピース。

　右手に瞳と同じようにギラギラと光る大振りのナイフを緩ゆるく握り手の中で弄んでいる。

「誰に殺されたかわかる方が、口惜しいじゃないですか？」

　にぃ──と、かつての『辻斬りジャック』のように『歪ゆがんだ』笑みを彼女が浮かべた。

　我知らず、瑠る璃り子こも同じような笑みを浮かべていた。

　そして彼女は山やま城しろ美み佳かが嫌いになった。きっと美佳も同じだろう。

「あの時、殺し損ねたのは失敗だったわ」

「そうですね」

　救いがたい同属嫌悪。『歪んだ』笑みを浮かべた二人。

　山城美佳がナイフの刃先で軽くシルクハットを持ち上げ位置を直す。

「そうすれば、死なずにすんだ」

　じわりと──彼女を中心に霧が広がって行く。

　薄い霧、視界を遮さえぎるほどではない、だが確かに視認できる程度の濃度。湿り気を帯びてひんやりと幽霊の手のように瑠璃子を撫でる。

　瑠璃子がその名前と同じ瑠璃色の瞳を僅わずかに細めた。

『辻斬りジャック』山城美佳の戦い方を彼女は知っている。実際に彼女と相対したバロックからの伝聞と、副風紀委員長としての活動を何度か見た。

　彼女はナイフを使うが、真骨頂はむしろ『霧』と『氷』である。霧による目くらましと、その水分を凍結させて作成する氷。

　あのような薄い霧では目くらましにもならず、作れる氷もたかがしれている。

「アハハハハハハハハ！」

　何かのスイッチが入るように、山城美佳が弾はじけた声で笑う。

　戦闘に瀕すると、彼女は殆ほとんど人格が変わったようになることは瑠璃子も聞いていた。

「不思議そうな顔してるね、喜んで良いんだよルリコ！　これは、キミを殺すために、それだけのために、考えたんだっ。キミは抜け目がないからねっ！」

「嬉うれしくないわね」

　言うと同時に先手を取る。

　射程距離に優れるが取り回しに劣る長大なスナイパーライフルを、接近戦に向いた『前後を切り詰めたソードオフ』ショットガンに変更、とりあえず一発ぶっ放す。

　狙いも何もあったもんじゃない大雑把な銃器だが、その大雑把さ故に回避は至難。

　至難である、はずだった。

「ッ！」

　瑠璃子が息を呑む。銃口の先に美佳の姿がなかった。

　美佳は高く跳んでいた。瑠璃子が引き金を絞るよりも速く。

　行動を読まれた？

　考えている暇はない、跳躍した美佳は空中でコートの内側からナイフを抜き投擲。

　右左後前どこに逃げる、どこにでも逃げられる、左に跳ぶ。

　ああどういうことだ。左に跳ぶよりも一瞬速く、美み佳かが別のナイフを投げていた。

　丁ちよう度ど瑠る璃り子この着地点、体を捻り直撃だけは回避した。

　脚部に激痛が走る、回避し切れなかったナイフが右足に刺さっている。

　足が滑り転倒しかける、痛む足で無む理り矢や理り踏ふん張りショットガンを持ち上げる。

　跳躍の間と着地の瞬間は絶好の隙だ。たとえ右足を潰つぶされてもその機を逃さず散弾を叩き込めば終わる。

　やはり一瞬、相手が速かった。

　三本目のナイフがショットガンの銃口に突き刺さる。陰に隠れて投擲された四本目のナイフが銃を握る手に突き刺さる。

「くああっああ！」

　階下にまで届きかねない苦悶の叫び、辛かろうじて銃だけは取り落とさなかった。

　タンッ、美佳が着地、同時に疾駆。

　一瞬で瑠璃子との間合いを詰めた。

「ヒャッ──ハァッ！」

「アルテミス！」

　山やま城しろ美佳が右手に握ったギラギラと輝く大振りのナイフを振るった。

　瑠璃子はアルテミスを変形、ショットガンを二丁のショットガンに。

　右手の銃はナイフが刺さり使えないが、左手側に新しく出現した銃は自在に使える。

　ギィッィイインン──

　美佳のナイフを左手の銃で辛うじて受け止めた。金属の銃身に刃が食い込んでいる。

「アハハハハハ！　案外粘るじゃあないかぁ！」

　鍔迫り合いの形だ、優勢な山城美佳は体重をかけてギリギリとナイフを押し込む。

　片手と片足に傷を負った瑠璃子は何とか踏ん張っているが、押し切られ、ショットガンを切断され、そのまま首筋を抉えぐられるのは時間の問題だろう。

　右の銃は暴発確実、蹴りなどしようものならバランスを失い倒れるのは自分の方、この状況から抜け出る手はない。

　手遅れになって瑠璃子は気付いた。

「センサー、だったのね」

「わお、大正解だよっ！　凄すごいねもう気付いちゃうなんて！」

　山城美佳は完璧すぎるほど完璧に瑠璃子の動きを読み切り追い詰めた。

　手品の種はあの薄い霧だ。

　霧を瑠璃子にまとわりつかせ、瑠璃子の行動の『起こり』とでも言うべき微細な前触れを感じ取っていた。たとえば銃の引き金を絞るような小さな動きですら、事前に前兆とも呼ぶべきさらに小さな動きがある、肩の緊張であったり腕の僅わずかな震えであったりだ。

「白々しいわね、どうせすぐに種が割れると思っていたくせに」

　だから、短期決戦で一気に決めに来た。

　遊びはない、躊躇もない、明確な殺意だけがある。

「おまけに、邪魔が入る心配もないんだよねっ。《影男シヤドウマン》はグラウンド、《影男シヤドウマン》を倒しに来た連中は当たり前だけど《影男シヤドウマン》を追っかけてる。こんなに遠くて高い屋上まで来るのは、キミみたいな狙撃手ぐらいだ」

「で、しょうね」

　ここまでか、と瑠る璃り子こが歯噛みする。

　バァァァン！　突然、屋上のドアを誰かが殴りつけるようにして開ける音がした。

「何か悲鳴っぽいものが聞こえたけど大丈夫ですか瑠璃子センパイ！」

　金色のツーテール、小柄な体に白いセーラー服と紺色のスカート。

　彩あや乃のが、頭の上に金属製のバケツを被ってモップを構え、屋上に現あらわれた。

　笑い出したい気分だった。予想だにしなかった。まさか、彩乃はずっと自分を捜していたのか、そんな自惚うぬぼれに近い考えが脳裏を過る。

　だが好機だ。千載一遇の好機を彩乃はくれた、勝利の女神と呼んでも過言ではない。

「誰、キミ」

　ほんの一秒、山やま城しろ美み佳かの意識が逸それた。

　自分が倒れるのを承知で美佳を蹴った。

　ぐいっと蹴り足で後ろに押された美佳が僅かに体勢を崩す、瑠璃子自身は蹴りの反動に耐え切れず尻しり餅もちをついて転倒する。

　蹴られた美佳が体勢を整え倒れた瑠璃子をナイフで貫くまで、三秒もあれば充分だ。

　三秒もあれば、充分だ。

「私もね、切り札ぐらい用意していたのよ」

　倒れた拍子に右手のショットガンを取り落としていた、自由になった右手が紺色のスカートの内側に入り込み、何かを引き抜いた。

　掌てのひらに少々余るサイズの、楕だ円えん形のそれは、そのシルエットから『パイナップル』の愛称を持ち世界各地で、世界各地の戦場で親しまれている。

　手榴弾であった。

　スカートの中から取り出した段階でピンは抜けていた。ピンを抜いた手榴弾が爆発するまでおおよそ三秒から四秒。

　ふわり、と、花束でも投げるように瑠璃子の血で濡れた右手が手榴弾を放った。

「ジーザス」

　引きつったような笑みで山城美佳が呟つぶやいた。

　瑠る璃り子こは艶あでやかなほどに赤い唇くちびるを吊つり上げて、『歪ゆがんだ』笑みを浮かべた。

　爆発音と衝撃が日ひ雁かり高校校舎の屋上を駆かけ巡る──




「……爆発音？」

　瑠璃子たちの下、校舎一階の廊下で、《影男シヤドウマン》守もり部べ京きよう耶やもその音を聞いていた。

　風紀委員九十九名と多数の来場者は殆ほとんど全てが倒れ伏した。数少ない動ける連中もまともな頭をしていたら撤退を選ぶだろう。

　つまり終わりだ。

　黒兜の奥で金色の単眼を細めて天てん井じようを見上げ、やがて黒の剣を握ったまま歩き出す。

　だがまだ、楠くすの木き瑠璃子にも山やま城しろ美み佳かにも会えていない。

　もしや既に撤退した？　計算違いとしては最悪の類だ。少なくとも山城美佳のほうは風紀委員の一団と共に学校へ入るところまでは確認したのだが。

　考え事をしていた京耶は足を止めた。

　廊下の先で、死人が姿を見せた。

　目を見開き、京耶は呟つぶやいた。

「早はや香か？」

　凛りんとした顔立ち、足音のない歩み、ぴんと張り詰めた弦のように伸びた背筋。

　片側だけの三つ編み、左右非対称の改造制服、左腕に巻いた包帯と左腰に差した刀。

　死んだはずの女。

「私に残ったのは、これだけだった」

　じっと刃のような目で京耶を見つめて、彼女は指の動かない左手で軽く刀を撫でた。

「みんなを守りたかった。私を信じてくれた風紀委員のみんな、妹の美佳、京耶も、みんなを守りたかった」

　だが彼女は瑠璃子の銃弾で撃ち抜かれた。

「私は天使に会った。願いを聞かれた、望みを聞かれた」

　死に瀕して彼女が思ったのは、たった一人、たった一つ。

　死の瞬間まで思い続けたのは、たった一人、たった一つ。

　如月きさらぎ早香が笑った。

「最後に残った『私』は、剣士としての『私』だった」

　バロックのように、楠木瑠璃子のように、山城美佳のように。

『歪んだ』笑みを浮かべた。

「……早香」

　ぎちりと、京耶は奥歯を噛み締める。

　彼女は行ってしまったのだ、彼女は遠い場所に行ってしまったのだ、彼女はたった一つを除いて全て捨ててしまったのだ。

『歪ゆがんだ』彼女は、今までと何ら変わらぬ凛りんとした声で告げた。

「あなたを──斬りたい」

　愛の告白のようだった──あるいは愛の告白そのものだった。

「そうか」

　兜が顔を隠してくれていて良かった。こんなに泣きたい気分になったのは初めてだ。

　記憶を喪うしなう前の守もり部べ京きよう耶やならば、こんな気分になったこともあるかもしれない。

　がちゃりと黒い鎧よろいを鳴らして、黒い剣を握り直して、黒兜の奥から金色の瞳で見る。

『無形の位』、構えを取らぬという構え。

「記憶を喪っていても、あなたは祖父の、仇。だから、斬る、理由は充分にある」

　僅わずかに腰を落として足を前後に開く、左手で刀の鞘を押さえ右手を柄に添える。

　居合いの構え。

「そんなの、言い訳だと、わかってる。私は京耶を斬りたい、斬って、私だけのものにしたい。誰にも、渡さない、あなたの死に場所は私で、私の死に場所はあなたが良い」

　桜のつぼみが開くように頬ほおを染め、彼女は言った。

「私は、あなたの剣に、心を、奪うばわれた」

　愛の告白のようだった──あるいは愛の告白そのものだった。

　奇しくも、二人の構えは二人が初めて戦ったときと同じだった。

　舞台が廊下であるというところまでよく似ている。もっともあの時はもっと洒落た廊下で、今回は少しばかり学園祭用に飾り付けられた高校の廊下だが。

「おまえは遠い場所に行ってしまったんだな。もう、俺の知っている如月きさらぎ早はや香かは死んだも同然で、目の前にいるのは魂だけだ」

「軽けい蔑べつしてくれて、構わない」

「軽蔑などしない。俺も行く、俺もきっとおまえと同じ場所に行く」

「そう……悲しい、ね」

「バロックを助けなければならない。『鍵』を集めて、黒塔を上る、混沌ケイオスを殺す」

「鍵？」

「金色のプレートだ。全部で五枚、番号が振ってある」

「それ、私にも、届いた」

「やっぱりか、今はどこにある？」

「わからない、多分、美み佳かが、持ってると思う。美佳にも、届いていたから二枚」

「そうか、上手く会えれば良いんだがな」

「会えない」

　早香は言った。

「京きよう耶やを、これ以上、どこにも、行かせない」

「行く」

「駄目、誰にも、渡さない、あなたを──」

　たんっ、軽く、だが速く、彼女が廊下を蹴った。

「私だけのものにする」

『斬心残鬼インブレイド』、左手が淡い水に似た輝きを宿し刀を包み込む。

『物』の最大性能を引き出す刻こく印いん能力は名刀を一種の神秘の領域にまで到達させる。

　たとえ敵手が黒く堅き鎧よろいを纏まとっていたとしても、その一いつ閃せんは鎧ごと切り裂く。

　必殺の刃を未だ鞘に収めたまま、早はや香かは片側だけの三つ編みをなびかせ疾駆する。

　愛しい男の胸に飛び込む少女の顔に似た微笑ほほえみを浮かべ。

　一歩、二歩、三歩、早香が近付いて来る。

　京耶は動かない、構えない、じっと黄金の瞳で兜の奥から早香を見詰めている。

　悲しいまでに守もり部べ京耶という男は凡人だった。

　バロックより早く瑠る璃り子こに出会えば瑠璃子を、早香に出会えば早香を選んだだろう。

　その程度の、器量に乏しい、芯の細い男だ。

『歪ゆがんで』しまった瑠璃子を救うことも出来ない。

　早香のために斬られてやることも出来ない。

　バロックを救うと決めてしまった。他の全ても救えるなどと自惚うぬぼれはしない。

　ただ、人殺しの術に長けた男に過ぎない。

「《灼き尽くせオブリタレイト》──」

　首の裏に標された刻印が熱く、京耶の命が燃える。

　全身に力が満ちる、筋に、骨に、臓腑に、皮膚に、鎧に、剣に。

　そして二人が、剣の間合いで邂逅する。

　居合いに構えた早香が互いの間合いに踏ふみ込んで来る。

「我流魔剣──」

　刀の柄に添えた右手が動き、刃が閃ひらめく。

「『漣さざなみ』」

　美しい程の弧を描えがき、青き一閃が放たれる。

　だが波は一つで終わらない。

　まさしく漣のように、如月きさらぎ早香は走り抜けた。

　交錯する京耶と早香。

　止まらぬ早香の波。

「追ついの『逆波』」

　二度目の波が。

「連つらねの『八重』」

　十字の斬ざん撃げきが。

「裏の『水切り』」

　下方より跳ねる切っ先が。

「極きわみの『嵐』！」

　全方位よりの刃となって、守もり部べ京きよう耶やを殺す。

　殆ほとんど間をおくことなく放たれた、幾多の魔剣が、京耶を殺す。

　キンッ──と、恐ろしく澄んだ金属音が鳴り響いた。

　早はや香かはありったけの魔剣を叩き込みながら走りぬけ、二人の距離は再び離れていた。

　互いに背を向けたまま、微動だにしない。

　早香は刃を抜き放ったまま、鞘に収めようとすらしない。

　京耶はまるで何も動いていないかのように、構えもせずに佇たたずんでいた。

　先ほどの金属音は何だったのか、すぐに判明した。

　今まで滞空していたのだろう、刀身の半ばで叩き折られた黒の剣が、その切っ先が、日ひ雁かり高校一階の廊下に落ちて、突き刺さった。

「ぐっ、うっ！」

　京耶が苦悶の声をあげ、一拍遅れて全身から血が流れた。

　ぴしりとひびが入って黒の兜が落ちる、血で赤黒く染まった白髪、食い縛った歯。

　黒の鎧よろいは至いたる所を切り裂かれ、瞬きのうちに鮮せん血けつで染め上げられた。

　それを確認したように、早香は静かに刀を鞘へと収め。

「やっぱり、京耶、強い……ね」

　嬉うれしそうに笑い、崩れ落ちた。

　彼女の腹部にはともすれば内臓が破裂しかねない程に深々とした拳の痕があった。

「行って、らっしゃい、頑張って……応援、してる、から」

　最後まで立っていたものが勝者であるならば、勝者は京耶である。

　だが、どちらが優れた剣士かと問われれば早香であっただろう。

　京耶の剣は『死神』の剣。

　意思よりも速く、刃の間合いに入ったものを悉くに切り捨てる。

　早香の剣もまた、同じ領域に到達していた。

　善良さ、使命感、肉親への情愛、何もかもを捨てた彼女にもはや『意思』は必要なかった。ただ斬るだけ、ただ愛すだけ、無念無想に似て。

　如月きさらぎ早香は意思を捨てることで意思よりも速き剣の領域に足を踏ふみ入れた。

　彼女もまた、剣の死神であった。

　故に京耶は彼女の斬撃を防ぎきれず、鎧を裂かれ、傷を負い、剣を折られた。

　だが彼もまた死神に相応ふさわしく、無念無想のうちに拳を放っていた。

　その拳が、如月きさらぎ早はや香かを打ち倒した。

　沈黙と静寂が、しばしの間、場を支配した。

　それを破ったのは早香側から、京きよう耶やの後ろから近付いて来る足音だった。

「満足げな顔で寝てるわ、苛々するぐらい」

「……瑠る璃り子こか」

　彼女の声は台詞せりふほどには不愉快そうでなく、京耶は肺に痛みを感じながら名を呼ぶ。

　どうやら瑠璃子は一度足を止めて早香の具合を調べているようだ。

「さすがに頑丈ね、骨は折れているけれど内臓は傷ついてないし命に別状はないわ。それとも手加減したのかしら」

「そんな余裕はなかった。偶然だ」

「まあ、これなら大丈夫そうね」

　言いながら、彼女はごく自然に京耶の隣に並びすっと『鍵』を差し出した。

「はいこれ、私のと、美み佳かのと、美佳が持ってた早香のぶんよ」

「知っていたのか」

「彩あや乃のに聞いたわ」

「そうか、会ったのか」

「あんなに泣かれるとは思わなかったわ、おかげで遅くなった」

　彼女は苦笑混じりに溜ため息いきを吐く、仕方ない子とでも言いたげに。

　三枚のプレートを受け取りながら、京耶は小さく笑い痛みに顔をしかめた。

「心配されてるんだな」

「わかってるわよ、そんなこと」

　ふん、と鼻を鳴らして彼女は長い黒髪をかき上げた。

「そうそう、ごめんなさいね。貴方の命綱、私と美佳で使ってしまったわ」

「……ああ、クーラーボックスの中身か、別に良いさ」

「その傷で強がるのね、まだ多少は残っているわよ」

「構わない、俺はもう行く」

　彩乃が瑠璃子と会えたなら、わざわざもう一度連れて行く必要もないだろう。

　名前と同じ瑠璃色の瞳が、すぐ隣でじっと京耶を見上げていた。

「行くのね。あの子を助けに」

「行く」

　ぐっ、三枚のプレート、三つの『鍵』を握り締めて京耶が言う。

　折れた剣を片手に握って京耶は廊下を歩き出す。

　その隣を瑠璃子が静かに歩む。

　長い黒髪をなびかせて、小型拳銃にしたアルテミスを太股のホルスターに隠し。

　互いに言葉は少なく。黒い鎧よろいの立てる金属的な足音がカシャンカシャンと鳴っていた。

　京きよう耶やは一度も振り返らなかった。

　早はや香かの姿を見たくなった。見れば、足が鈍るのはわかりきっていた。

　バロックを助けると決めた。

　それでも足が鈍る、その程度の男だと、彼は自覚している。

　だから振り返らずに歩く。

　瑠る璃り子こもまたわかっているから何も言わずに隣を歩く。

　決して強い男ではない。

「──だから」

　彼女はその男を愛している。

　隣を歩きながら、時折、名前と同じ瑠璃色の瞳で彼女は京耶の横顔を眺めた。

　白くなった髪は血に汚れ、顔には色濃い疲弊がへばりつき、黒の鎧は無数の傷を負い血濡れ色に染まっている。

「……」

　一度、京耶が足を止めた。

　校舎を出てグラウンドに足を踏ふみ入れる直前だった。

　グラウンドでは風紀委員と有志の面々により負傷者の収容が行われている。

《影男シヤドウマン》の出現に誰かが気付き、時間が止まったようにグラウンドは静まり返った。

　京耶は瑠璃子を伴い、その中を歩む。

　恐怖と敵意の篭った無数の視線が礫のように降り注いだ。

　京耶はなおも振り返らず、足を止めることもせず、彼らを一いち瞥べつだにせず歩き進んだ。

　誰も邪魔をする者は居なかった。

　グラウンドを横断し、校門から校外へと進んでも同じだった。

　人員整理をしていた風紀委員も、ただの野次馬にしかならなかった者たちも、誰もが《影男シヤドウマン》を見たが、誰一人として《影男シヤドウマン》に立ち塞がる者はなかった。

　京耶の行き先は全て同じく時間が止まったように静かで、ただ足音だけが響いた。

　ガシャン、ガシャンと黒の鎧が鳴る。

　三つの鍵と、折れた剣をその手に握っている。

「大丈夫よ」

　長い黒髪をなびかせて、瑠璃子は音もなく隣を歩く。

「私がいるわ」

　京耶は何も言わずに瑠璃子の方を向き、頷うなずいた。

　そして結局、彼らが黒塔に辿り着くまでに、立ち塞がる者は誰一人なかった。

「ねえ京きよう耶や」

「何だ」

「私がもし、行かないでって頼んだらどうする？」

　黒塔は今日も変わらず幻象都市に聳そびえ立たつ。

　その周囲は空間歪曲に覆おおわれて、外部からの接触を拒んでいる。

　ぽっかりと口を開いた洞穴めいた門の他には窓一つなく、ただ聳え立つ。

「行く、俺はバロックを助ける。俺が行かずに、誰が行くんだ」

「そう、私、ふられたのね」

「……すまん」

「謝るのはよしなさい、惨めになるわ」

　京耶と瑠る璃り子こは塔の手前で足を止めた。

「『幻象武装コネクト・黄金剣ネームレス』」

　名を呼び、虚空より出現した黄金色の剣を京耶は掴つかんだ。

　最初は朽ちた黄金の色をしていた剣は、二つの鍵を吸収したことで輝きを増していた。

　五つの鍵を注ぎ込むことで、黄金剣は黒塔への道を切り開く鍵となる。

　そういう『ゲーム』だ。

　逆の手に握っていた鍵──黄金のプレートは自然と剣の中に吸収されて行く。

　否いや、一枚吸収され、残りの二枚は剣の周囲に浮かんだまま動かない。

『容量オーバー』

　京耶の脳裏にメッセージが流れた。

　ああそうか、と、京耶は思わず笑いそうになり痛みに顔をしかめた。

　所有出来る『遺産レガシー』は合計で五ランクまで。今は黒騎士が三に、鍵が三。

『ゲーム』が壊れ、幻象都市に来ても、そんな初期のルールは生きていたのか。

　ならば仕方ない、選択肢は一つしかない。

「お別れだ、『十五番目の黒騎士エリゴール』」

　思えばこれが始まりだった。

　バロックに無む理り矢や理り『ゲーム』内へ連れ込まれ、無理矢理渡され、事故で口付けを──

『な、なら、私と結婚してくれ』

　懐かしい。

　京耶の体を覆っていた黒騎士の鎧よろいが黒い輝きに還元されて消えて行く。

　解放された『遺産レガシー』は何ど処こに行くのだろうか。

　黄金色の剣に黄金色の鍵が同化し、五つの呪文が刻まれる。




『千の太陽』




『一瞬の炸裂』




『神をも越えた炎』




　力が満ちる。体の傷が塞がって行く。

　黄金の剣は眩まばゆいほどの輝きを発し。




『我は死神』




　黄金剣はその真の姿を見せる。




『世界の破壊者なり』




　全てを灼き尽くす──黄金の炎。




　次の瞬間、幻象都市は壊滅した。








第十一話　幻象都市の崩壊







　禍々しき黄金の炎が全てを灼き尽くす。

　炎の嵐のように吹き荒れる。

　人も、建物も、全ては紙切れ、灰の餌。

　無慈悲に無尽蔵に呑み込んで、大地すらも罅ひび割われ崩れ落ちて行く。

　ただ一つ、金色の中で黒塔のみは、未だ呑まれず聳そびえ立たつ。

　黒塔のふもとで守もり部べ京きよう耶やが発動させた『遺産レガシー』、かつて黄金剣と呼ばれたものがこの惨劇をもたらした。

　もし、金色に灼かれて死ぬものがあれば逆に幸運だっただろう。

　何が起きたのか理解するよりも早く、苦痛が脳髄に届くより早く、何もかもが灼き尽くされてしまうというのはある意味で慈悲深い。

　割れた大地に呑まれて落ちて行くよりはずっとずっと、ましな死に方だ。

　幻象都市──上位世界の『海』に浮かぶ『浮島』。

　あるいは泡のようなものだ。

　その大地が割れて落ちて行く先は、上位世界の『海』に他ならない。

『海』と『泥』は真逆の性質を持つが、そこに落ちた者の末路は似たようなものだ。

『海』に呑み込まれて溶けて行く。

　何も残らない、『自分』というものが希釈され薄れゆっくりと消えて行く。

　消えて行く自分を見詰め直す時間はたっぷりとある──気が狂える程度には。

　どちらにせよ幻象都市に住まう者たちの運命は悲惨と決まっていた。

　決まっていたが、既にその運命は覆されている。

「然り。これほどのものだったか、これほどのものを持っていたのか守もり部べ今日子きようこ」

　二対四枚、純白の翼を持つ天使が金色の嵐を見下ろし呟つぶやいた。

　風に揺れる金色のツーテール、白いセーラー服と紺色のスカート。

　幼さの残る顔立ちは人形の如ごとくに絶対の静寂を宿している。

　翼を以て空に浮かび、感情の見えぬ瞳で灼けて崩れ落ちる幻象都市を眺めている。

　セフィロト──純白の絶対不可侵には金色の炎すら届かない。

　別の誰かが天使の隣で、フンッと鼻を鳴らした。

「これが『黄金の禍火レーヴアテイン』であるか」

　レイニーデイズ。

「別名を炎の剣、北欧神話において世界の終わりをもたらした巨人スルトの剣であるか。大したものではあるが、レイニーデイズの美意識には反するのである」

　赤いドリルヘア、豊満な体を包むボンデージと白衣、不貞腐れたように頬ほおを膨らませて偉そうに足を組み、組んだ両腕でたゆんと大きな胸を支えている。

　彼女の頭上には一枚、純白の羽が浮かび、羽から発せられる半透明の光がシャボン玉めいてレイニーデイズを包み浮かび上がらせている。

　救われたのはレイニーデイズだけではない、やや離れたところには意識を失った山やま城しろ美み佳かが同じように浮かんでいる。他にも無数のシャボン玉が幻象都市の至いたる所に。

　幻象都市の住人、おおよそ全てと同じ数だけ天使が作ったシャボン玉はあった。

　セフィロトが天使としての力を使い人々を守っていた。

「然り、炎の剣だ。豊穣の神フレイを殺し、神々の黄昏に終止符を打ち、灼き尽くした炎。すなわち、『世界』を灼いた炎」

「だが、キミは見事に守ってくれたじゃないか。さすがは天使」

　レイニーデイズがわざとらしいオーバーアクションで肩をすくめる。

「ついでに、これからどうするのかも教えて欲しいところであるな。何も考えていないわけではなかろう。キミが中立を保ったのはそれを考えていたからではないのであるか」

「否いや、中立を保ったのは別の理由がある。だが、考えがあるというのは正しい」

　ばさり、天使は背の翼で空を打った。

「『世界』の滅びが逃れられぬならば、この『世界』にいなければ良い」

　浮かぶ無数の天使の羽、シャボン玉、足元は地ヘ獄ル、金色の炎に蹂躙され滅ぶ世界。

　未だ、黒塔だけは金色の炎の中に聳そびえ立たっている。

　この幻象都市にとって、『世界』とは都市そのものだ。

　上位世界に浮かぶ浮島である故に、都市一つが即ち『世界』一つ。

「然り。帰るのだ、幻象都市から、あの現実に」

「仕方ない、であるな。ここで死ぬよりはマシであろう」

　歯車模様の瞳が黒塔をしっかりと見据えた。

　死ぬよりはずっとマシだ、と彼女は口の中でもう一度繰り返した。

　ふと視線に気付く、セフィロトがこちらを見ていた。

「汝らが『泥』を浪費してなければ、セフィロトはもう少し楽が出来た」

「フハハハハ、今更愚痴であるか。まあ受け取った『泥』を勝手に使ったのは謝ってやるのであるから許せ。それに四分の一程度は残っていたのである」

　悪びれもせずにレイニーデイズは言った。

「それで思い出したのだが、守もり部べ京きよう耶やたちはどうするのであるか？」

「知らぬ」

　あっさりと言った。

「死にたがりのことなど知らぬ、勝手に死ねばよい、満足して死ねばよい、笑いながら死ねばよい、死んで果てるがよい──清々する」

　誰に向かっての言葉だったのだろうか。

　セフィロトが黒塔へ顔を向けたため、レイニーデイズには彼女の表情が見えなかった。

　黒塔、金色の嵐の中に聳え立つ黒塔。

　北欧神話において、スルトの炎の剣は世界を灼き尽くし、最後にはスルト自身をも灼いて全てを終わらせた。

　なればこそ、守部京耶とその周辺はまだ灼かれていない。

　担い手が死ぬのは最後でなければならない。

　加えて、黒塔は幻象都市の中心部だ、幻象都市を幻象都市たらしめている、上位世界の海に幻象都市を浮かべる力の源だ。

　あれが未だに無事なのは、あれが幻象都市で最も強固なものだからでもある。

　二つの理由が重なり、黒塔の周辺だけは未だに大地もその形を保っている。

「然り。その為に、その為だけにあれはこんな『ゲーム』を始めたのだ。何も変わってない、何も変わってはいない、長い時の果てに培われた因果に決着をつけるのだ」

　もはやセフィロトの台詞せりふは独り言に近かった。

「させぬ、セフィロトは天使だ。人を守るものだ。我が妹にして姉たる存在よ、我が半身よ、我が裏切りよ、セフィロトは汝が切り捨てようとした全てを救ってみせる。たとえ何を犠牲にしても、たとえセフィロトの存在を使い潰つぶしてでもだ」

　爪を噛んでいた、天使が。

　噛んだ爪が指ごと塩のように灰のように崩れた。

　人間を依り代とし、《生命の樹セフイロト》結社を組織し、力の消耗を抑えて生き永らえた。

　いつか、いつか、使命を果たすために。

　しかし、天使が感じていたものは自らの限界だった。

　幻象都市の住人を『黄金の禍火』から救った。救えた。彼らは無事に帰れるだろう。

　だが、それだけだ。

　日ひ雁かり市しが幻象都市化する際に二割から三割の人間が死んだ。救えなかった。

　キョウコ＝バロックの仕掛けたゲームで死んだ人間がいる。救えなかった。

　彼女は天使、二対四枚純白の翼を持つ天使、人を救う役目を担ったもの。

　そもそもは彼女が始めたことだ。

『ゲーム』、今では奪うばわれすっかり変わってしまった『ゲーム』。

　何でも出来る力を使って、何でも出来る存在になって、全てを救うつもりだった。

　それがこの様だ。

『そうかい、で、未だに天使たるキミに何が出来た？』

　金色の地じ獄ごくを見下ろしセフィロトは自らの半身が告げた嘲りを思い出す。

　バロックは正しかった。『歪ゆがんで』いるにもかかわらず正しかった。

　全てには程遠い数の人間たちを救うために、もはや彼女の力は限界に来ている。

　足りなくなった命を補充するために用意した『泥』も想定の四分の一しかない。

　いっそ幻象都市の住人を見捨ててしまえば力の消耗は抑えられる。

　その選択肢は、天使として決して選ぶことは出来ない。

　これが限界か、ここまでか。

　全てには程遠い人間を救って力──命を使い果たし消滅するしかないのか。

　思わず拳を握り締めた。

「ところで天使クン。キミにずっと聞きたいことがあったのだ」

　はっ、と思考に没入しかけていたセフィロトが顔を上げた。

　レイニーデイズは道化師のような笑みを浮かべていた。

「人間など救って何の意味があるのだね？　どうせ、百年も経たてば墓の中であるぞ」

　セフィロトは答えた。

「ならば、汝は何な故ぜに生きている」

「フハハハ、なるほどその通りであるな」

　軽く高笑いをして、レイニーデイズは両手を挙げ降参のポーズを取る。

　相変わらず悪びれた様子はない。

「ついでにもう一つ聞きたいのであるが、レイニーデイズに研究用として山ほど送って来たあの『泥』であるが」

「然り。汝が見事に横流しをした『泥』か」

「あの『泥』の出所はどこなのであるか？」

　恐らく、レイニーデイズはその答えを予想していただろう。

　セフィロトは彼女の予想通りの答えを告げた。

「『泥』の女王だ。あれ以外に『泥』を提供できるような存在はいない」

「敵ではなかったのかな？」

「敵だ。しかし取引の余地はあった。以前に使用した手品の種と交換した」

「ふむ、どんな手品なのか気になるところであるな」

「汝が知ったところで無意味な手品である。天使の力を使い、因果を切り捨てる術だ。消耗に比べて効果が不完全で無意味な失敗作だ」

「ほう」

　と、レイニーデイズが興味深げに言った。

　かつて、記憶を喪うしなう前の守もり部べ京きよう耶やに使った技だと言えば更に興味を抱いただろうか。

　原理を説明するのは難しい、天使にのみ理解できる感覚的な技術だ。

　因果の大半を喪わせることには成功したが、結局、守部京耶は戻って来た。

　恐らく完全に因果を絶つことなど不可能なのだろうとセフィロトは結論付けた。

　果たして、あの『泥』は、あの技術で何をするつもりなのか。

「敵と取引をしてまでも『泥』が必要だったのであるか？」

「然り。こうなると確信はなかったが、何かが起こるとは確信していた。その場合に幻象都市の住人を守る為には『泥』を利用し力を補充する手段を確立する必要があった」

　力とは即ち、天使にとって命そのものだ。

『泥』もまた命そのものである。

「せやったら、幻象都市の生き残りを代表して、うちが言うわ」

　口調を変えたレイニーデイズは、不意に真面目な顔をしてセフィロトを見詰めた。

　静かに頭を下げた。

「ありがとう、天使さま」

「……」

　セフィロトは言葉を失い、珍しくも目を見開いた。

　いつもの口調に戻ったレイニーデイズが再び道化師めいて笑う。

「今生の別れになりそうであるからな、言えるときに言っておかねば」

「……人間に礼を言われたのは、久しぶりだ」

　セフィロトは気付いているのだろうか。

「だが、否いなだレイニーデイズよ。セフィロトが天使の名にかけて誓おう、この金色の地じ獄ごくから、汝らを必ず守って見せよう」

　二つに分かたれて以来、恐らくは初めてのことだ。

　天使は微笑ほほえみを浮かべていた。

「然り──絶望するには、早過ぎる」

　ばさり、天使は二対四枚純白の翼を大きく羽ばたかせ。

　白い羽が雪のように周囲を舞った。

　金色の炎に灼き尽くされようとする幻象都市に、無数の羽が舞った。

　シャボン玉のように浮かぶ力場の中でセフィロトに守られる全ての者がそれを見た。

　美しいと、誰もが思った。

　誰もが、純白の天使の姿を見詰めていた。




　そして誰一人として気付かなかった。

　金色の炎は遂に黒塔へと手を伸ばし、その周辺の大地も崩れ始めたことに。

　いよいよ『世界』の終わりが近付いたということであった。

　黒塔周辺の大地が崩れ落ちる。

　一人の男がそれに巻き込まれ、幻象都市から上位世界の海へと落ちて行った。

　誰も気付かなかった。

　天使すらも気付かなかった。

　彼は《影男シヤドウマン》と呼ばれていた。




　禍々しき黄金の炎が幻象都市の全てを灼き尽くす。

「さようなら京きよう耶や」

　彼女を信頼していたのだろう。だから容易かった。

　背後から銃弾を一発、目指した黒塔の眼前で膝から崩れ落ちて行った。

　ぴくりとも動かない京耶を残し、女は黒塔に足を踏ふみ入れる。

　螺ら旋せん階段だった。黒塔の中はたった一つの螺旋階段が遥か高みまで伸びていた。

　窓すらない真っ暗な塔の中、都市管理局とも呼称されていた塔にあるのはそれだけだ。

「そう、来いと言うのね」

　美しい瑠璃色の瞳で螺旋階段の果てを見上げ、彼女は歩き出した。

　登る、長い黒髪をなびかせ螺旋階段を登って行く。一人きりで登って行く。

　何な故ぜ、京耶を後ろから撃ったのか、彼女にとっては明確かつ単純な話だった。

　やがて瑠る璃り子こは螺旋階段を登りきる。

　黒塔の最上階には一つの部屋があった。

　静寂に満ちたモノクロームの部屋、奥まった位置にある玉座に一人の少女が座っている。

　闇色の少女だった。

　赤いのは唇くちびるだけ、金色は右目だけ。

　床に擦すれるほど長い、長すぎる黒髪、黒い瞳、黒い服、黒い下着、黒いストッキング、黒い靴。小柄な体に不釣合いなほど大きな胸をしている。

「あなたのために『ごきげんよう』、わたしのために『おひさしぶりです』」

　春の日差しめいた柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべて彼女は言った。

　瑠る璃り子こは躊躇なく紺色のスカートを跳ね上げ小型拳銃型のアルテミスを抜いた。

　黒い瘴気を立ち昇らせる銃を抜くと同時に狙いをつけ引き金を絞る。

　乾いた音を立てて銃弾が発射される。

　歩きながらアルテミスを大型拳銃に変更。

　引き金を絞り銃弾を連射。

　歩きながらアルテミスをサブマシンガンに変更、引き金を絞る。

　アルテミスをショットガンに、アルテミスをライフルに、徹底的に撃ち尽くす。

　闇色の少女は避けようともせず全ての銃弾を食らった。

　だが傷はない。泥沼に沈むように、銃弾は彼女の体の中に沈んで行った。

　瑠璃子が玉座の目の前まで歩みを進めた、アルテミスはアンチマテリアルライフルと呼ばれる巨銃に形を変えていた。

　瑠璃子は赤くぽってりとした唇をにぃと吊つり上げて笑い。

「久しぶりね」

　アンチマテリアルライフルの銃口を闇色の少女の額にターゲットした。

「殺しに来てあげたわ──バロック」

　闇色の少女──キョウコ＝バロックがにぃと笑った。

　次の瞬間に玉座の上に座っている彼女の姿がバロックのものになった。

　緩ゆるいウェーブのかかった銀色のツーテール、赤い瞳、瞳と同じ色のブレザー。

　すらりとした足にはガーターベルト留めのニーソックス。

　背丈はキョウコと同じ程度だが胸はなく、可か憐れんな顔に不敵な笑みを浮かべている。

「ばれたか、もう少し引っ張って再会を喜ぶつもりだったのだが」

　玉座の背に体を預け、バロック＝キョウコは足を組んだ。

　突きつけられた銃口を気にも留めていない。

「見ればわかるわ。一目見てわからないはずがない、貴方とは長い付き合いですもの」

　瑠璃子もまた落ち着き払った口調をしていた。

「同じ人を好きになった間柄だもの」

「そうだね、そういえば京きよう耶やはどうしたんだい？　幻象都市が滅びつつあるということは、京耶は鍵を集めてゲームに勝ったということだろう？　ここに辿り着いてくれさえすれば私は喜んで彼に賞品を渡すのだがね」

「来ないわ。私が撃ったから」

「なんだ、じゃあ少し遅れているだけか」

「来ないわ」

「来るとも」

「来ないと言ってるでしょう」

「来ると信じているんだよ私は」

　赤と瑠璃色の瞳は見詰めあい、沈黙する。

　瘴気を漂わせた黒の銃口は微動だにせずバロックを捉とらえ、バロックもまた銃口などないように優雅に玉座に腰掛けている。

「京耶は貴方を選んだ。貴方を助けるために塔に行くと言った」

　不意に彼女は沈黙を破った。

　だから、と彼女は言葉を続け。

「私のものにならないなら、殺すしかないじゃない」

　救いようがないほどに『歪ゆがんだ』、悲しい笑みを浮かべた。








第十二話　とるに足らぬ愛の証







「嘘うそつきめ」

　バロックが嗤った。

　突きつけられた銃口を無視して、赤い瞳はじっと瑠璃色の瞳を見上げていた。

「キミは京耶を殺せないから私を殺しに来たんだろう」

　モノクロームの部屋、玉座に座るバロック＝キョウコ。

　黒の瘴気を立ち昇らせたアンチマテリアルライフル型アルテミスを突きつけた瑠る璃り子こ。

　塔の内側には彼女たちしかおらず、塔の外では何もかもが終わろうとしてた。

　幻象都市も、幻象都市の住人たちも、もはや彼女らの意識の中にはない。

「あら、私がそんな未練がましい女に見えるのかしら」

　瑠璃子の声は学校で世間話をしている時と何ら変わらぬものだった。

　すっ、とバロックが右手の指を三本立てた。

「キミは『京耶を撃った』とは言ったけど『京耶を殺した』とは言わなかった、そもそも、京耶が死んだならば私たちが争う理由はない」

　指が二本折れる。

「何より」

　一本残った人差し指を軽く揺らしてバロックが言う。

「私はキミほど未練がましい女を知らない。ひょっとしたら、もしかしたら、そんな儚い可能性にすら縋るキミに京きよう耶やは殺せない。だってそうじゃないか、如月きさらぎ早はや香かは死んだ、後はここで『バロック』と『キョウコ』が死んでしまえば──京耶は楠くすの木き瑠る璃り子こを選ぶかもしれない」

　瑠璃子は何も言わなかった。瑠璃色の瞳も突きつけた銃口も微動だにしなかった。

　その長い黒髪のように静かだった。

　悠々と、バロックは肩をすくめて銀色のツーテールを揺らす。

「まったく未練がましいにも程がある、浅ましいにも程がある、恥知らずにも程がある。キミはそんなことをして愛されると思っているのかい？　キミは迷走してるし暴走してるしどうしようもなく間違えている」

「私も知っているわ」

　不意に瑠璃子が言った。名前と同じ色の瞳は冷たくバロックを見据えている。

「私と同じぐらいに未練がましい女がいることを」

「ほう」

「『因果』というのかしらね、貴方がいなくなってから色々なことを思い出したわ。何度も何度も何度も何度も何度も気が遠くなるぐらいに私から恋人を奪うばおうとして失敗し続けてそれでも諦められなかった馬ば鹿かな女のこととか」

「そんなことまで思い出したのかい」

「そういうことがあったのは知っている、というレベルよ。具体的にどんな私がいて何をしたかなんてことまで思い出したら私の脳がパンクするわ」

「まったく、因果の繋つながりが深すぎるというのも考え物だね」

　と、バロックは顎に手を当て何か考え込むような顔をした。

「まさか、京耶も思い出して」

「それはないわね」

　瑠璃子が断言した。

「思い出していたら私が気付くわ、京耶に隠し事なんて出来るわけないでしょう」

「一理ある……そもそも、今の京耶は一度因果を喪うしなった身だ。キミと違って思い出す可能性は極きわめて低い、か」

　安堵したように、彼女は小さく嘆息した。

「意外ね、そんなに真実を知られるのが怖いの？」

「キミだってそうだろ。私とキミと、京耶と、もはや運命的に深い因果で繋がっていた。気が遠くなるほどに何度も出会いを繰り返した。キミはそれを思い出してどう思った」

　問われて、瑠る璃り子こは名前と同じ色の瞳を僅わずかに細めた。

　唇くちびるの端が震えて、それを押し殺すように唇を噛む。

　瑠璃子の胸中を読んだように、バロックが言った。

「怖くなったはずだ」

　瑠璃子は何も言わなかった。否定しないのはこの場合、肯定と同じであろう。

「キミの抱いた愛は因果に拠るものかもしれない、キミに向けられた愛は因果に拠るものかもしれない。ひょっとしたら──」

「やめなさい」

　バロックはやめなかった。

「キミは愛されてなどいなかったのかもしれない」

「────ッッッッ！」

　瑠璃子が引き金を引かなかったのは、瞬間宿った驚異的な自制心の賜物だった。

　目を吊つり上げ血が出るほどに強く唇を噛んでいた。赤くぽってりとした艶のある唇が、ぬらりと紅い血でぬれていた。

　方向性こそ違えど、恐怖は愛の如ごとくに容易く人を狂わせる。

　愛する誰かを喪うしなう恐怖のあまりに鎖で縛りつけてみる程度には。

　他の全てを破滅させ、自分と相手──ふたりぼっちの世界が欲しいと望む程度には。

　血のように赤いバロックの瞳は優しく、その声は静かだった。

「私にはわからない、キミにも、京きよう耶やにだってわからないだろうさ。でもね、慰めになる程度でしかないけれど教えてあげるならば、私は今までの私の敗北に納得しているよ。だから私はキミに負けた後はいつもキミたちの未来を祝福した」

　ふっ、と瑠璃子が噛み締めた唇を緩ゆるめた。

「何の保証にもならない慰めね」

「その通りさ」

　二人は顔を見合わせて、くすりと互いに笑った。

「救いがない話じゃないか」

「ええ、お互いに」

「全部京耶が悪いのだよ、そういうことにしておこう」

「そうしましょう。後ろからぶち込んでやったのはゴム弾だから、そのうち来るわ」

「なるほど、なら、このまま二人で暢気に京耶を待つのもありだね」

「冗談はよしなさい」

　瑠璃子は僅かに、引き金にかかった指に力を込めた。

「そんな選択肢がありえると思っているの？」

「一応言ってみただけだとも」

　二人にはわかっていた。

　バロックに京きよう耶やは殺せない、瑠る璃り子こにも京耶は殺せない。

　だが、バロックは瑠璃子を殺せるし、瑠璃子もまたバロックを殺せる。

　互いを憎んでいる訳ではない。

　恋敵ではあるが、むしろ互いに好感を抱いている。

　相手が死んでしまえば、きっと、悲しいだろう。

　間違いなく涙を流して嘆くだろう──だが。

　たとえそうであっても、欲しいものがあるのだ。

　未練がましく、浅ましく、恥知らずに、欲しいものがある。

「もしも京耶が全てを投げ捨てここに辿り着いたなら、私はそれを愛の証あかしとしよう」

「もしも京耶が全てを打ち壊した私を許すならば、私はそれを愛の証にしましょう」

　どちらからともなく彼女たちは言った。

「さて」

「さあ」

　彼女たちは儚い陽炎を追っている。

「はじめようか」

「はじめましょうか」

　玉座からバロックが立ち上がり、同時に瑠璃子が引き金を引いた。




　──溶ける──

『俺』というものが溶けて行く。

　白くなった髪、青くなった肌、金色の右目。

　剣。

　手、腕、足、脚、胴体、内臓、骨格、脳髄、記憶──溶けて行く。

　この『海』の中に溶けて行く。

　背後から撃たれた、意識を失った、幻象都市の崩壊に巻き込まれた。

　上位世界の『海』に落ちた──溶けて行く。

『俺』というものが溶けて行く。

　子宮にも似たまどろみを約束する『海』、温かく心地よい場所に溶けて行く。

　包まれている。

　やがてこのまま『海』に溶け、『俺』はたゆたい続けるのだ。

　現実世界に帰り着くまで『俺』が持たない。『遺産レガシー』となるほどの伝説がない。

　上位世界の『海』で確固たるものとして存在し続ける伝説がない。

　だから溶ける。名も無き全ての人間のように名も無き『海』の一部になる。

　似合いの末路だ。

　ただ、何かを殺すという手段に長けていただけの凡人には似合いの末路だ。

　楽になれる。

　もう何も考える必要は無い。

　戦う必要も無い。

　何もかも溶けてなくなる。

　死ではない、これは永遠だ。

　死であり、永遠であるのだ。

『俺』という存在は消滅しても、『俺』を構成していた全ての要素は存在し続ける。

『海』の中で永遠に存在し続ける。

　死ではない、ただ、『俺』という形を失うだけだ。

　ならば死ではない。

　だから──このまま、永遠になるのも、悪くはない。

　心地よいまどろみに身を委ねてしまうのも悪くない。

　だが、何な故ぜだ。

　何かが『俺』を繋つなぎ止めている。

　何だ、これは、誰だ、おまえは、誰だ。

　赤毛の女、おまえは誰だ。

『死ぬでないぞ、人間など簡単に死んでしまうのだ』

　死ぬなと、おまえは言うのか。

　また別の繋がり、別の女、おまえは誰だ。

『ダメ人間ならダメ人間なりに出来ることやるしかないに決まってるでしょうが』

　出来ること、そうだ、やるべきことがあった。

　今度は、刀を持った女が。

『行って、らっしゃい、頑張って……応援、してる、から』

　行く、そうだ、行かねばならなかった。

　行くのだ──黒髪の女が泣いている。

『私がもし、行かないでって頼んだらどうする？』

　すまない、すまない、すまない。

　だが、行くのだ。

　永遠になるにはまだ早い、行かねば、行かねば、何ど処こへだ。

　誰のもとへ行くのだ。

『京きよう耶や』

　それが行くべき名か、違う、違うぞ、それは『俺』の名だ。

　誰だ、『俺』を呼ぶのは。

　銀色の女がいる。

　長い銀色の髪、赤い瞳、小さな体。

『私はキミの嫁だからな！』

　不敵な微笑ほほえみを浮かべて、誇ほこるように薄い胸を張って、待っている。

　おまえは──

「バロック！」

　守もり部べ京きよう耶やは目を見開く、五体の全てはまだ喪うしなわれていない。

　叫び、もがき、あがき、泳ぐ。

『海』に溺れ溶けて消えるにはまだ早い。

　あれほど心地よいと思えた『海』が絡み付くようだ。

　温かさは生温く、濡れた手で絡め取られるようだ。

　蜘蛛の巣のように離れない。

　バロックのところへ行く。

　あの高い塔の上で彼女が待っている。




　戦況は、わかりきった形で動いていた。

「無敵の矛と盾を同時に持っているというのは、こんな気分なのだろうね」

「ええまったく、わかってはいたけれど出鱈目にも程があるわ」

　玉座から立ち上がったバロックは、そこから一歩も動いていなかった。

　銀色の髪をかき上げ、腕組みをして、赤い瞳だけで瑠る璃り子この動きを追いかけている。

　視線の動きに合わせて彼女の足元から『泥』の触手が無数に伸びて瑠璃子を捕らえようと蠢いていた。

　一方の瑠璃子は、既にバロックから距離を取り迫る触手をショットガン型になったアルテミスで撃ち落とし、隙を見つけてはバロック本人に銃弾を撃ち込んでいる。

「嫌になるわね、まったく」

　だが、バロックは微動だにしない。涼しい顔をして銃弾を受けている。

　あの体は『泥』だ。

　銃器は全く用を成なさず、文字通り沼の底に呑まれて終わるだけだ。

　このままでは瑠璃子に勝ち目はなく、敗北は時間の問題だった。

　バロック＝キョウコを吹き飛ばすにはもっと広こう範はん囲いに、もっと強い火力が必要だ。

「どうしたものかしら、ねっ！」

　長い黒髪をなびかせ跳躍し触手を回避、間髪いれずショットガンで吹き飛ばす。

　すたん、と着地。

　その瞬間を狙い澄まし、一本の触手が瑠る璃り子こを襲った。低い位置から一気に這いより心臓を貫く──

「きゃあっ！」

　思わず瑠璃子が可愛かわいらしい悲鳴を上げた。

　心臓を貫かん勢いで迫った触手が、盛大に、揉んでいた。

　むにゅんむにゅんと、つきたての餅を丸めるように揉んでいた。

　あえて何をとは言わないが、バロックの表情が険しくなって行く。

「どういうことだい！　また大きくなってるじゃないか！」

「知らないわよ馬ば鹿か！」

　怒鳴りながら、瑠璃子はショットガンで触手を根元から吹き飛ばす。

「悪趣味な冗談やってるんじゃないわよ馬鹿！　真面目にやりなさいよこの馬鹿！」

　続けざまに銃弾をバロックに向かって撃ち込んだが、やはりバロックには通じない。

　銀色の髪を揺らして軽く肩をすくめ、小馬鹿にしたような笑みを浮かべる。

「冗談はお互い様だろう瑠璃子」

「何がよ！」

「苦戦しているフリは止めろと言っているのだよ。キミのことだ、『泥』を、私を殺しきる手段の一つや二つは用意していると確信している」

　怒りに紅潮していた瑠璃子の頬ほおが白くなる、赤い唇くちびるに僅わずかな笑みを浮かべる。

「あら、気付いていたのね」

「なるほど、そういうことか」

　不敵な笑みを浮かべたまま、バロックはもう一度肩をすくめた。

「待っていたならそう言いたまえ、良かろう出し惜しみはなしだ」

　かつり、と、足音をたてて一歩前に出る。

　組んでいた腕を解き、その翼を広げた──

「『幻象武装コネクト・天使血晶エンジエライズ』」

　二対四枚、バロックの背に宿る赤黒の翼、絶対不可侵たる天使の証あかし。

　絶対不可侵たる、堕ちた、天使の証。

　纏まとう衣服が舞踏服へと転じる。

　白い肌にも眩しい赤のドレス、大胆でありながら優雅なデザイン。

　大きく開いた胸元と、罅ひび割われたハートの刻こく印いん『銀の追憶リグレツト』。

「さあて、どうしてくれるんだい瑠璃子」

　広げた翼が、足元から湧き出る『泥』が、モノクロームの部屋いっぱいに伸びる。

　その全てが瑠璃子に向けられていた。

　剣のように槍のように弓のように待ち構えていた。

「『泥』の力と天使の力、キミはこれをどうやって打ち破るんだい？」

　全ての命の源たる『泥』には他の生命や物質エネルギーを吸収する能力がある。

『泥』の吸収能力を超える大火力を用意したとて、絶対不可侵なる翼の前にはいかなる攻撃も文字通り意味をなさない。

　翼によって無力化された攻撃は『泥』に吸収され、翼のためのエネルギーになる。

『泥』を破るには『翼』を破る必要があり、『翼』を破るには『泥』を破る必要がある。

　考えるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい無敵ぶりだ。

「いいえ、貴方は無敵じゃない」

　瑠璃色の瞳に恐れはなく、バロックと同じ程度に不敵な笑みを浮かべ瑠る璃り子こが言った。

「ほう」

　興味深げにバロックが赤い瞳を輝かせる。

　彼女の目の前で、瑠璃子はゆっくりと紺色のスカートの中に手を入れた。

　スカートの中から引き抜いたのは、ぴかぴかと輝く一本の大型ナイフ。

　それを、躊躇無く、瑠璃子は自身の心臓に突き立てた。

　当たり前に、瑠璃子は死んだ。

　当たり前に、死んだ瑠璃子が立ち上がった。

「『遺産レガシー』ランク一、『死者の蝋燭ラスト・ワン・タイム』」

　その心臓は既に停止し、命は喪うしなわれた、だが、彼女はまだ立って動き言語を話す。

『死者の蝋燭』──その能力は死者を、死んだまま、一時的に動けるようにする。

　ただし対象は『遺産レガシー』所有者のみ、加えてありとあらゆる回復能力も無効化され、次に意識を失うほどのダメージを受けたならば回避不可能な二度目の死に襲われる。

　一度死んでしまうような追い詰められた状況で効果を発揮し、かつそれ以上の回復を受け付けず、二度目は死亡よりも軽いダメージで死んでしまう。

　有用なようで使い道に困るタイプの『遺産レガシー』ではあるが、この瞬間に重要なのは瑠璃子に付ふ与よされた既に『死んでいる』という属性だ。

　瑠璃子は言った。

「天使は絶対不可侵、全ての命あるものは天使を傷つけることは出来ない」

　同時にアルテミスでバロックの翼を一つ撃った。

　翼に穴が開いた。

「死んだ私ならば、天使を殺せるでしょう」

　だっ、逃げ回るうちに開いてしまった間合いを詰めようと彼女が駆かけ出した。

　長い黒髪をかき上げ、黒の瘴気が立ち昇るアルテミスを構えて疾駆する。

「なるほど、面白い手だ」

　バロックは微笑ほほえんだまま、玉座の前より動かず指揮者の如ごとくに腕を振る。

　轟ごう々ごうと二対四枚の翼が振るわれ無数の『泥』の触手が蠢いた。

　翼の巻き起こした風がバロックの銀色の髪をなびかせ赤い舞踏服を揺らす。

「だが、無敵の盾はまだ残っているぞ」

　彼女はこの戦いを楽しむように笑っていた。

『泥』という無敵の盾がまだあり、翼も未だに攻め手としては残っている。

「友人として忠告してあげるわバロック」

「友人として聞こうじゃないか瑠る璃り子こ」

「貴方、油断しすぎよ」

「知っているよ」

　バロックが指を鳴らした。翼と『泥』が一斉に迫ってきた。

　瑠璃子から見れば、その攻撃は一つの津波のようだったろう。

　二対四枚の翼が巻き起こす風と翼自身、無尽蔵に湧く『泥』の触手が津波のように隙間無くその物量をもって瑠璃子を押し潰つぶそうと迫って来る。

　バロックの姿は『泥』の津波に隠れて見えない。

　モノクロームの部屋いっぱいに、回避する場所など無く、戦術も駆かけ引きも何もあったものではなく単純に押し潰そうとしている。

　だが瑠璃子は足を止めない。津波のような翼と『泥』を前にバロックへと突き進む。

　翼が瑠璃子を掠めた、脇腹に深い切り傷が走った、『泥』の触手が彼女を打った、右肩の骨が折れた、一歩進むごとに体のどこかに傷がついた。

　死んだ体は痛みに乏しく、流血も打撲も骨折もさしたる苦にならない。

　問題は衝撃そのもの、途切れそうになる意識だ。

　無意味に唇くちびるを噛み締め瑠璃子は意志の力で意識を保つ。

　どうせ長い時間は必要ない、勝負は一瞬で決まる。

　この津波のような『泥』さえ乗り越えれば──向こうから姿の見えないバロックの哄笑が聞こえる。

「どうした瑠璃子、そんなことじゃあ、私の前まで辿り着けないぞ？」

「うるさい女ね」

　呟つぶやき、走りながら瑠璃子がまたもスカートの中に手を入れ取り出したのは。

　円筒型の焼夷手榴弾を、まとめて三つ。

　口でピンを引き抜き、迫る『泥』に向かって投げつける。

　爆音、炸裂、燃焼。

　瑠璃子に不足していた広こう範はん囲い火力が、『泥』に穴を開ける。

『泥』の向こうにいたバロックの姿が見えた。バロックへの道が開いた。

「おいおい、キミのスカートの中はどうなってるんだい」

「はんっ！　女の子のスカートには秘密がいっぱいなのよ！」

　元々はセフィロト社が日ひ雁かり市しの数箇所に隠し持っていた研究施設の備品、幻象都市がそんな部分すら完璧にトレースしていたのは僥倖だった。

『泥』を根絶するのは不可能だが、一時的に退けるには充分だ。

　もって数秒、手榴弾で開けた穴が再び『泥』によって塞がる前に駆かけ抜ける。

　ピシリ──塔の外壁にひびが入る。金色の炎が吹き込む。

　更なる僥倖、そして幻象都市がいよいよ限界にきているという予告。

　一瞬『泥』の動きが止まり、『泥』が外壁のひびを塞ぐ。

　その数瞬をもって瑠る璃り子こはバロックの眼前に立った。

「酷いな、満身創痍じゃないか」

「大した問題じゃないわ」

　友人の距離、半歩踏ふみ込めば相手の手を取ることも殴りかかることも出来る距離。

　バロックは舞踏服に傷一つも無く、銀色の髪を揺らして悠々と佇たたずみ。

　瑠璃子は傷か、あるいは流血の無い部分を探すほうが難しい。

　長く美しい黒髪は自身の血で赤黒く染まりべっとりと張り付いていた。

　瑠璃色の瞳だけは今も変わらず、バロックを見据えている。

「この距離なら外さない、引き金を引く指が残っていれば充分よ」

　黒い瘴気を漂わせたアルテミス──小型拳銃を突きつけ、瑠璃子は笑みを浮かべた。

　いかにも頼りないサイズの銃、これが彼女の大砲だとでも言うのだろうか。

　赤い瞳が興味深げに真っ暗な銃口を覗のぞき込こんでいる。

「つまり、この一発でキミは決着をつけるつもりだと？」

　返事の代わりに、彼女は空いている左腕を伸ばした。

　バロックを抱きしめるように左腕を背中に回し、右手の銃を彼女の口の中に突っ込む。

「ふぉいふぉい、ふぁんのつもりだい」

　口の中の銃のせいで喋しやべり辛いのだろう、間抜けな声だった。

　瑠璃子は躊躇わない、迷わない──バロックの慢心を遠慮なく利用する。

　最初からだ。勝つとわかりきっている戦いにバロックは油断しきっていた。

　瑠璃子の誘いに乗り天使の力を使い、何度でも勝負を決められただろう戦いを引き延ばした、恐らくは瑠璃子の切り札を叩たたき潰つぶした上で勝利したいという無意識下の願望で。

「幻想回帰──」

　引き金に力を込める。

「《愛しき者は宵闇に死せり》」

　瘴気立ち昇るアルテミスから最後の銃弾が放たれた。

　直接口内に撃ち込まれた銃弾はどす黒い闇の色をしていた。

「あなたを喪うしなってから、『歪ゆがんで』しまった私の全てを食らいなさい──」

　銃弾は渦を作る、周囲をずたずたに引き裂きながら巻き込み、吸い込んで行く。

　ごく小規模なブラックホールに似ている。

　着弾点──真っ先にバロックを引き裂き、巻き込み、吸い込んで行く。

　バロックは言葉一つ残せなかった。

　翼も『泥』も何もかもがたった一発の銃弾に吸い込まれて消えてしまった。

　からん、と、どす黒い闇を煮詰めたような銃弾が玉座の上に落ちた。

「……」

　瑠る璃り子こは肩を落とし、顔を伏せ、微かすかに震えていた。

「アハッ────アハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　天を見上げて彼女は狂ったように笑った。

　モノクロームの床が揺れた、笑い声が反響し、真っ黒な壁が天てん井じようが崩れて行った。

　黒塔はゆっくりと崩れながら沈んで行きつつあった。

　幻象都市の終わりは目前に迫っていた。

　もはや残っているのはこの場所だけで、他の全ては金色の炎に灼かれ大地は得体の知れぬ黒い水のような──『泥』のようではない──海に代わっていた。

　海に浮かぶ板切れ一枚だけが、最後まで残った幻象都市だった。

　そして、その海から、一人の男が這い上がってきた。

　体に一滴の水も付着しておらず、一糸も纏まとわぬくせに一振りの剣だけを持っていた。

　生まれ変わったような肉体をしていた。

　黒い髪、黒い瞳、張りのある肌、力に満ちているような肉体。

　瑠璃子は見るまでもなく誰が来たのかを理解していただろう。

　血に濡れた黒髪を指先で背中に流し、軽く整え、頬ほおの汚れを拭い、服の汚れを叩き。

　飛び切りの笑みを浮かべて振り返る。

「残念ね、もう終わったわ」

　振り向いた先には彼女の予想通りの姿があった。

「私が殺した、バロックは私が殺してしまったわ」

　守もり部べ京きよう耶やに向かって微笑ほほえみかける。

「これで、私と貴方、この幻象都市で二人きりよ」

　花が開くような、全ての重みから解放されたような鮮やかな微笑みだった。

　アルテミスは美しい銀色に輝き、黒い瘴気は既にない。

　玉座の上に落ちた銃弾から、どす黒い闇が、一滴漏れた。

「ねえ京耶、私が──」

　その一滴が膨れ上がり、瑠る璃り子こを絡め取った。

「もう少し、だったんですけどね」

「なっ！」

　瑠璃子があげた驚きよう愕がくの声、それすら呑み込むように、『泥』が彼女を包んだ。

「あなたの『歪ゆがみ』では、わたしを呑み込むには足りなかった」

『泥』が少女の形を象かたどった。

　長すぎるほどに長い黒髪、黒い瞳、黒いセーラー服。

　赤いのは唇くちびるだけ、白いのは肌だけ。

　闇色の少女がそこにいる。

「わたしのために『ごきげんよう』、あなたのために『おかえりなさい』」

　物静かな微笑ほほえみを湛えて、キョウコが言う。

「これで、わたしと京きよう耶やさん、この幻象都市で二人きりですね」

　ようやく彼女──キョウコ＝バロックの願いは叶おうとしていた。

　彼女が望んだとおりに、京耶は全てを投げ捨てて彼女の前に辿り着いた。

『歪んで』しまった彼女の願いは叶う。

　切り捨てた全ての分の憎しみを『わたし』が受けよう。

『わたし』を切り開いて『私』を助けて貰もらおう。

　京耶が『私』のために切り捨てた全ての分だけ『私』が愛そう。

　全てはキョウコ＝バロックの掌てのひらの上で、後はただ、彼によって倒されるだけ。

　そう思っていた。

「ああ……なんだ、おまえがバロックだったのか」

　不意に、京耶が言った。

　キョウコ＝バロックは時間が止まったように感じた。

　守もり部べ京耶という男は、その精神性において凡人の領域を出ない。

　気付かれるはずはないと思っていた、正しく怒りに目を覆おおわれて『わたし』を敵として憎むと思っていた。

　彼女の想像は間違ってない。この瞬間まで、彼は自分自身が一つの大きなゲームの中にいることなど考えもしなかった。

　しかし、今の守部京耶は研ぎ澄まされていた。

　何かを結論付けた人間に特有の、透明な、澄み渡った目をしていた。

『バロックは私が殺してしまったわ』と瑠璃子が言った。

『わたしと京耶さん、幻象都市で二人きりですね』とキョウコ＝バロックが言った。

　何な故ぜ、殺したのがキョウコでなくバロックなのか。何故、二人きりなのか。

　ふとした違和感が論理に拠らない思考の飛躍を促し、京耶は偶然にも真実へ辿り着く。

　果たして、キョウコ＝バロックの沈黙はどれほどの時間だったのだろうか。

「そうと言えない事もありませんね。バロックさんは、ここにいますから」

　無む垢くな微笑ほほえみを浮かべて、黒いブレザーに包まれた豊かな胸元を手で示す。

　彼女にしては拙い嘘うそで、声が震えていた。

　止まった時間が動き出すや、彼女の胸を冷えた恐怖が撫でて行った。

「そうか」

　京きよう耶やが言い、一歩、こちらに近づいた。

　キョウコは京耶の澄んだ瞳を真正面から見てしまった。

　鏡のように、黒い瞳が震える彼女の顔を映していた。

　失敗した。最後の最後でばれた。計画が破綻した。

　愛していた、だから愛されたかった。

　その為には憎まれても構わなかった。愛されないという現実から比べればむしろ憎まれていることすら心地よかった。

　冷たい恐怖が過ぎ去って、彼女は酷く落ち着いた気分になる。

　キョウコの姿がバロックのものに変わる。

　長い銀髪、ルビー色の瞳に赤い舞踏服。

「久しぶりだね京耶」

　その胸中と同じように穏やかに、彼女は微笑み自らの胸に手を当てた。

「ああ、キミの思うとおりだ。私は最初からここにいた」

　やれるだけのことはやった。どんな結論になっても良い。それを受け入れるだけだ。

　奇妙に清々しい気分ですらあった。

「誤解しないでくれよ。キョウコとは同意の上で同化したんだ、彼女とはとても気が合ってね、私は彼女と同化して『歪ゆがんで』しまったわけじゃない。最初からだ」

「何な故ぜだ」

　京耶が問うた。短いが、多くの意味が詰まった問いであった。

　バロックは笑ってしまいそうになった。彼女は一番単純な答えしか持っていなかった。

　銀色の花が咲く瞬間のように、バロック＝キョウコは鮮やかに微笑む。

「愛して欲しかったからさ」

　最初から最後まで、彼女の行動原理はそれだけだ。

　幻象都市に来た後も、来る前も、何も変わっていない。

「そうか」

　頷うなずいて京耶が歩き出す。『海』に浮かぶ最後の場所、短い距離を足音も無く歩き出す。

「そんなことか」

「『私』にとっても『わたし』にとっても全てを賭けるに充分な理由だとも」

「俺は、そこまでするほどに良い男じゃないぞ」

「全くだとも、キミはどうしようもない男だ。キミより魅力的な人間なんて山ほどいる」

　剣を手に歩いて来る京きよう耶やを抱きとめるように、バロックは両腕を広げた。

　赤い舞踏服の胸に罅ひび割われたハートの刻こく印いんが標されていた。

「だがね、私が愛した男は過去にも未来にもキミだけだ」

　抱きとめようとしているのか、あるいは、殺されようとしているのか。

　どちらでも彼女にとっては同じことだったのだろう。

「馬ば鹿か者ものめ、愛してしまったのだから仕方ないだろう」

「そうか、そういうものか」

　ゆっくりと京耶が近付いて来る。

　澄んだ黒い瞳にバロックの静かな微笑ほほえみが映っている。

　がくんっ、と一度大きく床が揺れた。

　最後に残ったこの場所も沈もうとしていた。

　京耶は焦った風もなく歩み、やがて、バロック＝キョウコの前に立った。

　しゅんっ、と京耶が剣を振り上げる。

「俺は、ここに辿り着くまでに色々なものを投げ捨てた。色々な奴やつを斬った、大半が何も知らない奴だった」

「謝らないよ京耶、生まれ変わっても、私は同じことをするさ」

　彼女はバロック──『歪ゆがみ』という意味の名前を持つ女。

　赤い瞳で京耶を見つめて、ただ、待っている。

「そうか」

　京耶が剣を振り下ろした。

　がらんっ、と音がした。

　投げ捨てられた剣がモノクロームの床に落ちた。

「俺はおまえのためにここへ来た」

　剣を握っていた手を京耶はバロックに向けて差し出す。

「おまえがそれを願うならば、俺は最後の一つすら投げ捨てよう」

「……京耶？」

　戸惑いながらも、バロックはその手を握る、悲しいほどに冷たい掌てのひら。

　足元に『海』の感触がする。幻象都市は終わる、夢の時間は終わる。

　黒い瞳は静かに、穏やかに、揺るぎ無いものを込めて告げる。

「俺を取り込め、おまえの『泥』の中へ」

　そうすれば──

「もう、おまえと離れることはない」

「……この、馬ば鹿か者ものめ」

　穏やかな微笑ほほえみは崩れ、彼女は泣き笑いのような顔をする。

　その仄ほのかな胸に、バロックは京きよう耶やを抱き締めた。

「ああ、多分、馬鹿なんだろうな」

　京耶の決意、『彼女たち』の『歪ゆがみ』を丸ごとそのまま受け入れて抱き締める。

　剣を振るう以外に何一つ優れたものを持たない男が、剣を振るう以外に出来た唯一のことがそれだった。

　そんな男の肉体を彼女は包み込むように、己が胸に抱き締めた。

　赤と黒、二対四枚の翼で彼を抱き締めた。

　愛した男は酷く冷たい体をしていた。

　沈んで行く、何もかもが上位世界の『海』に沈んで行く。




「ここは、あたたかいな」




　静かな呟つぶやきと共に、沈んで行った。
















第十三話　それから







「守もり部べ京きよう耶やは、遠いところに行ってしまった、帰ってくることはないだろう」

　幻象都市ではない、ただの日ひ雁かり市し、とあるオープンカフェの一席で彩あや乃の──その内に宿るセフィロトが言った。

　金色のツーテール、幼い顔立ちに感情の見えぬ無表情、小柄な体に白いセーラー服。

　パラソルの影が落ちるテーブルには一日十杯限定の特製珈琲が二人分。

　対面には如月きさらぎ早はや香かが座っている。片側だけの三つ編みに左右非対称の改造制服、さすがに刀はさしていないが代わりに刀身を仕込んだ番傘がテーブルに立てかけてある。

　剣士の目は憂いを宿しカップに満ちた珈琲を見詰め、やがて顔を上げる。

「バロック、あの子のところに、いるの？」

「セフィロトはそう推測する。あの『歪ゆがみ』ならば、そうするだろう」

　珈琲カップを手に取り、口元へ運びながらセフィロトは頷うなずいた。

「私たちのように、現実に、戻って来ないように、仕向けた」

「然り。幻象都市は成り立ちこそ例外的であるが『海』にはまだ同じように浮かぶ『遺産レガシー』の世界がいくつも存在する。あれは守部京耶とそこへ行くつもりなのだ」

「……そのために、因果を、切り離した」

「然り。セフィロトから得た因果を切り捨てる術を使い、守部京耶と現実世界の因果を切り離した。天使の力があれば『海』への拡散から人間を守ることは可能だ、余計な因果、つまり現実世界への因果を切り捨てている分だけ力の消耗も抑えられる」

「どうして──」

　そんなことを、と聞こうとして早香は止めた。聞くまでもないことだ。

　独占欲、愛した人とただ二人で永遠の旅路、きっと、それは悪くない。

　ただ少しだけ、悲しい光景のようにも彼女には思えた。

　カチリ、と小さくセフィロトが珈琲カップを置く音がした。

「もう、会うことはあるまい、永遠に」

　自らの半身との別れを惜しむように、彼女は青い空を見上げていた。

　早香も珈琲カップを手に取り、ゆっくりとそれを飲み干した。

「これから、あなたは、どうする、つもりなんですか」

「セフィロトは力の大半を失った、故にゆっくりと時間をかけ、もう一度、密やかに『人間』を救う術を考えよう……恐らく、汝が生きている間に再会することはあるまい」

　一方的に言うなり、彼女は眼を閉じた。

　次に眼を開いたとき、セフィロトは彩あや乃のになっていた。

「んみっ？　えっとー、わたしは何を、あれ、早はや香か先輩？」

「こんにちは彩乃。もうすぐ、美み佳かと照てる代よさんも来る」

　言われ、彩乃はぽんっと元気良く手を打った。

「そうでしたそうでした、『ふられ女子会・ケーキバイキング乱れ陣』の待ち合わせをしてるんでした……あ、丁ちよう度ど来ましたよ、おーい、こっちですよー！」

「あれ、もしかして遅れちゃいましたか？　って、お姉ちゃんもいたんだ」

「こんにちは、彩乃さん、早香さんも」

　遅れてやってきた二人の少女。一人は山やま城しろ美佳、幻象都市とは違い西日女子のセーラー服を着用した姿はショートカットと相まって活発なスポーツ少女の趣だ。

　一人は、以前レイニーデイズと名乗っていた少女、特徴的なドリルヘアは大人しい三つ編みに、フレームの薄い眼鏡をかけやはり西日女子のセーラー服を着ている。その姿はまさに文学少女──京きよう耶やがいたら『誰だおまえ』と聞くこと間違いなし。

「ん、こんにちは」

　挨拶をして、早香が席を立つ。

「じゃあ、みんな揃ったみたいだし、私は、行くね」

　ポケットから取り出した紙幣をテーブルに置き、彼女は歩き出す。

　彩乃たちは、彼女の背中で揺れる三つ編みを眺めながら手を振った。

「ほーんと、どこが良いんですかねー、あんなダメ男のー」

「お姉ちゃんはあの男に騙されてるんです、間違いありません」

「……あの人にもいい所はあるんですよ、多分」

　妙に悔しそうな顔をしている美佳と、苦笑いを浮かべてなだめる照代。

「ふんっ、だ」

　彩乃が拗ねたように唇くちびるを尖らせた。

「瑠る璃り子こセンパイもいなくなっちゃうしー、こーなったら、わたしはもっと良い男捕まえて超羨ましがらせてやりますから」

「じゃ、じゃあわたしはお姉ちゃんが思わず惚ほれてしまうぐらい素敵な女に」

「落ち着いて美佳さん、それは盛大に間違えてます」




　早香は病院へ向かって歩いていた。

　今世紀最大の神隠しと呼ばれた日ひ雁かり市し集団失踪事件から既に一年が経過していた。

　一年が経過し、事件のことは忘れられつつあった。

　失踪の原因は結局不明のまま、鳴り物入りでやって来た国際調査団とやらも既に引き上げ国内ニュースで報道されることもなくなった。

　後に残ったのは現実的な問題──六割程度まで減少してしまった市内の人口と、停止した経済の立て直し、国外からの窃盗団により略奪された各種金品文化財の補償などだ。

　そちらの方は国からの支援もあり、ようやく解決に向けて動き出したという段階で、日ひ雁かり市しが元の姿を取り戻すにはまだ長い年月が必要だろう。

　神隠しからの帰還者は一度全員病院に収容された、肉体的、精神的異常のチェックのためだ。大半の人間は異常なしであったが一部の人間はまだ諸々の理由で入院している。

　もう慣れてしまった病院の受付をとおり、顔見知りの看護師に会釈をし、白い廊下を歩き階段を登り、早はや香かは目当ての部屋をノックする。

「どうぞ」

　部屋の中から男の声がして、早香はドアを開けた。

「こんにちは京きよう耶や、調子は、どう？」

「……早く退院したい、ここは退屈だ」

　最後の帰還者こと守もり部べ京耶は眉間に皺しわを寄せてうんざりしたように息を吐いた。

　白いベッドの上に横になり、いかにも退屈と言いたげな顔で分厚い本を読んでいた。

　本を閉じ、サイドテーブルに置き、京耶は身を起こした。

「体は治ったし、犬もおまえに任せっぱなしだしな」

　身体的な衰弱と重度の記憶障害が理由で、京耶の入院は長引いた。

　どちらも原因不明とされたが、早香にはわかっている。衰弱が激しいのは『海』を保護なしで落ちてきたからで、記憶障害は因果の一部を持って行かれたからだ。

　今も『海』の向こうで天使と共にいるのだろう京耶と、彼女の眼前で白いベッドに腰掛けている京耶、どちらが本物というわけでもない。

　一つの人間が二つに分かたれた──皮肉にもあの天使たちのように。

　ここにいる京耶は現実へ戻ることを選択した京耶、とでも呼ぶべきなのだろう。

「ねえ、京耶、『バロック』って、わかる？」

「あん？　確か……歪ゆがんだ、とかそういう意味の単語だったよな？」

「ん、正解」

　彼はきっと、あの銀色の天使のことも、瑠璃色の瞳をした彼女のことも、闇色の少女のことも思い出すことはないのだろう。

『ゲーム』、そして『幻象都市』それに関わる大部分の記憶と共に。

　現実を生きる彼には不要なものだ。

「散歩、行かない？」

「そうだな、そうするか」

　急な話題転換に不思議そうな顔をしながらも、京耶はベッドから立ち上がった。

　早香が無言で、手を差し出した。

「……何だよ」

「手、繋つながない？」

「……顔、真っ赤だぞ」

「気のせい」

「……いや、でも」

「気のせい、はい、繋いだ、行こう、中庭があったかくて、いいよ」

「はいはい」

　京きよう耶やが少し照れたように笑って、早はや香かも同じように微笑ほほえんで。

　手を繋いで二人は病室を出た。

「ねえ、京耶」

「今度は何だ」

「ん……何でも、ない」

　今度は、必ずあなたを守る──心の中で彼女は呟つぶやく。

　これから先、何があっても、京耶があちら側へ行ってしまわないように。

　これから過ごす日々が、優しいものであるように。

　繋いだ手に、彼女は少しだけ力をこめて。

　少しだけ勇気を出して、彼の方へ身を寄せた。








第十四話　「　」







　波の音がした。ざざーん、ざざーんと、波の音だけがしていた。

　太陽の照りつける白い砂浜、潮の匂いのする微風、足元を濡らす波の感触。

「……今度は、どこだよこれ」

　果てしなく広がる水平線に島の影はなく、鳥の一羽も魚の一匹もいやしない。

　ひょっとしたら、今、自分がいる『島』がこの世界の全てではなかろうか。

「いやまあ、それならそれで次の世界に渡るのが楽になるんだが」

　はぁ、と彼──守もり部べ京きよう耶やは溜ため息いきを吐いた。

　シャツに膝下までの短パン、素足と海に遊びに来たような格好だ。

　そして京耶のすぐ後ろでは、かしましい言い争いが繰り広げられていた。

「考えてもみたまえ、嫁でありながら京耶を罠にかけ追い詰め何もかもを奪うばい取ろうとしたのはこの私だ。まったくもって酷い裏切りだ、当然、償いが必要だ。裏切った分を、いやそれ以上に京耶を愛して尽くして尽くして尽くさなければならないのは当然だ。だからキミたちはちょっと遠慮したまえ」

「それを言うなら私だって、独占欲が行き過ぎて京耶を監禁してしまったわ。あまつさえ、京耶を助けようとした友人を殺すようなことまでしている。人道的に考えて私が一番罪深いにもかかわらず私は何も後悔していない。これはもう、私が改心するまで京耶にお仕置きしてもらうしかないじゃない」

「待ってください、そもそも諸悪の根源は妹のわたしです。人間だった頃のわたしは兄さんが体の弱い可哀想な妹に負い目を感じていることを利用して破滅するように誘導したんですよ、ああ、今から思えばわたしはなんて酷い女でしょうか、もう身も心も兄さんに捧げて許しを請うしか」

　言い争いの内容については何も考えまい。

　幻象都市が崩れ落ちた後、京耶は『バロック』の翼に守られ上位世界の『海』をたゆたっていた。そして、この名前も知らない砂浜に流れ着いた。

　しかし『バロック』は漂流で力の源にしていた『泥』を使い過ぎた。一時は京耶を守ることすら危うくなった──京耶の因果を一部、切り捨てねば守れなかった。

『泥』が弱り支配率が変わり、彼女たちの方が顕けん現げんしてしまった。

　銀髪紅く眼がんに赤いブレザー姿のバロック、黒髪に名前と同じ瑠璃色の瞳と白いセーラー服の瑠る璃り子こ、最後に長い黒髪黒い瞳、黒いブレザーを着たキョウコ。

　種々のものを取り込み、喰らい、同化していた『バロック』の中で最後まで残っていた彼女たちの存在とその魂が『泥』の衰弱と共に具現化した。

　だが京きよう耶やは全てを投げ捨ててバロックを選んだ男、何の迷いも……

「……なあ、バロック」

　振り返り、京耶が言った。

「なんだい京耶」

「どうしたのかしら京耶」

「どうかしましたか京耶兄さん」

　見事なまでに同じタイミングで、彼女たちが京耶の方を向いた。

「すまん間違えた、ええと瑠る璃り子こ」

「うむっ、どうした？」

「あら、何かしら」

「はい、何でしょうか」

「……キョウコは、まあ、いいか」

　京耶は思わず眉間に皺しわを寄せ、手を当て、小さく呻うめいた。

　非常に、非常に、非常に困ったことに、彼女たちは混ざり合ってしまったらしい。

　ここにいるバロックは、バロックであった部分が最も多いだけで幾分かの瑠璃子とキョウコの要素も持っている。同様のことが瑠璃子とキョウコにも言えるために、彼女らは一人一人がバロックであり瑠璃子でありキョウコでもあると自覚している。

　もう何かの冗談かおふざけだと思いたいが……混ざってしまった証拠として、彼女たちの背中には一対の小さな白い──天使の翼が生えていた。

　皮肉にも、今の彼女たちの関係はバロックとセフィロトの関係に似ていた。

『バロックであり瑠璃子でありキョウコである』バロック。

『バロックであり瑠璃子でありキョウコである』瑠璃子。

『バロックであり瑠璃子でありキョウコである』キョウコ。

　三人分の魂を一つにまとめてぐるぐるかき混ぜ、また三つに分けたような状態であるらしいこの三人をどう扱えば良いのか。

　京耶にはわからない。

「ううう、外見だけで言うならあのバロックがバロックなんだが判断基準が外見というのはどうなんだ、内面で判断しようにも俺は全然バロックのことがわかっていなかったと思い知らされたばかりだし、何よりも一番バロックっぽいバロックすら瑠璃子でもキョウコでもあると言い切ってるわけだしああああああああ」

　我慢しきれず、がりがりと頭をかく京耶。

　勇気を出して告白した相手が三つ子で未だに区別がつかないようなこの感覚、本当にどうすれば良いのかわからない。

　だが彼には素晴らしい嫁たちがいる。

「ふふっ、悩んでいるようだね京きよう耶やよ」

「わかるわ、その気持ち」

「ですが兄さんはもっと広い心を持つべきです」

　素晴らしい嫁たちはきっと見事な解決方法を用意してくれたのだろう、胸を支えるように腕を組み、自信に満ちた含み笑いを漏らしている。

　見事なまでに息の合った動作だが、胸囲的な意味合いで随分と印象は違った。

　ぴっこり、たゆん、たゆゆん、というような感じである。

「つまり、どういうことだ」

　泳ぎそうになる視線を懸命に抑え、京耶は彼女たちの首から上に焦点を合わせて頑張って下を向かないようにしながら問うた。

　眉間に皺しわこそ寄せていないが、極きわめて真剣な顔をしている。

　ふっ、と彼女たちが唇くちびるの端を僅わずかに上げるような笑みを浮かべる。

「嫁が三人いても良いじゃないか！」

「良いわけあるか！」

「あら、どうして」

「……え？　それは、ええと、そういうものだし？」

「兄さん、こんな場所にいて未だに常識に囚われるのは愚おろかなことだと思いませんか」

　極論ではあるが、反論は難しい。

　ぐっ、とキョウコは拳を握り、たゆゆんと揺らして無意味に力強く言う。

「お嫁さんが三人いても良い、あまつさえそのうち一人が妹でも何の問題もない、自由とはそういうものだとは思いませんか！」

「思わねえよ。しかも妹って言われても、俺は全く自覚がないんだが」

「大丈夫です、わたしは兄さんの妹だという自覚がありますから」

「会話が噛み合わねえな」

「京耶、ならもう少し深く考えてみましょうか」

　しゃらりと長い黒髪をかき上げて瑠る璃り子こは言った。

「貴方が簡単に誰か一人を選んでしまったら、残った二人はどうなるのかしら？　いつ帰れるかもわからないこの状況で、貴方にそんな残酷な選択が出来て？」

「ぐっ……それは、確かに」

　予想だにしなかった点を指摘され、京耶は喉の奥で呻うめいた。

「何より、考えようによっては面白いチャンスじゃないか」

　ぴっこりとした胸を張り、バロックが不敵な笑みを浮かべた。

「今度は、暴力も謀略も抜きで決着をつけられる。『私』は『瑠璃子』でもあり『キョウコ』でもあるからわかるが──キミたち、本気で負けたとは思ってないだろう」

　なあ？　と、挑発するように彼女は瑠る璃り子ことキョウコを見た。

『瑠璃子』がにぃ、と笑う。

「当然でしょう、『私』も『バロック』だからわかるわ。『バロック』は後悔こそしていないけれど、心の奥底では自分の勝ち方に納得がいっていない」

　そして『キョウコ』がくすりと微笑ほほえむ。

「次はフェアにやりましょう、ということですね。いつ現実世界に帰れるかわからないこの状況なら、とても有意義なゲームになりそうです」

「……俺はゲーム扱いか」

　不満の声を漏らすと、彼女たちは一斉に京きよう耶やの顔を見た。

　赤と、瑠璃色と、黒の瞳が、じっ、と京耶を見詰めた。

「キミが決断力を発揮してスパッと誰か一人を選んでくれても良いのだよ？」

「もしくは、貴方が度量を見せて三人まとめて娶ってくれても構わないわね」

「その方が良かったですか京耶兄さんは」

「……俺の負けだ」

　京耶は全てを諦めたように溜ため息いきを吐き、改めて彼女たちを見た。

「しかし、おまえらの方は、良いのか、本当に？」

　迷いの混ざった京耶の声と眼まな差ざし、バロックたちが肩をすくめる。

「キミは馬ば鹿かだな」

「馬鹿な男」

「兄さんは馬鹿ですね」

　柔やわらかく包み込むように、彼女たちは微笑みを浮かべた。

「良いに決まってるじゃないか」




　だって──彼女たちは声を揃えて告げた。




「私は京耶の嫁だからな」

「私は京耶のお嫁さんですもの」

「わたしは京耶兄さんのお嫁さんですから」





『あとがき・赤色＝ギャグキャラだと思っていたか？　私はそう思っていた』







　でもヒロインやらせてみたら、これが意外に良かった。

　担当さんも『ギャグキャラだと思ってたら可愛かわいくなってた！』と驚いていました。

　いやはや、何事もとりあえずやってみるものです。

　これからも隙を見つけては『ちょっとヒロインには向かないんじゃないかな？』と思うようなキャラクターを可愛くして行きたい。

　やはり、可愛いヒロインは書いてて楽しいですからね。

　幼馴染とか妹から空から降ってきたとかストレートなのも可愛くて良いけど、変化球的なヒロインも良い。

　たとえば主人公のことを好き過ぎるから罠にかけて陥れる系ヒロインとか超可愛いと思いませんか。私は思います。腹黒可愛い。

　読者だって可愛いヒロインを読みたい筈はずです、間違いない、あえて決め付ける。

　だから俺は可愛いヒロインを書くんだよ！

　可愛いヒロインのためのストーリーだって作るさ！

　可愛いの基準は俺の主観だけどな！

　っていうかこの仕事やってて一番良かったのはアレだよね、自分の作ったヒロインが可愛いイラストになることだよね！　これ何回経験しても最高！

　さて、ここまでに何回『可愛い』って使ったでしょうか！

　こほん──失礼、私としたことが少々興奮してしまいました。

　ライトノベル作家というのは、もっとクールでクレバー、かつストイックな生き様ですので誤解なされないようにお願いします。

　ということで、気がついたら赤色が主人公の隣でヒロインやってた四巻でした。

　随分と遅くなりましたが文章担当の葉は村むら哲てつです。

　話を変えまして、この四巻と同時期にドラマＣＤとコミカライズ版の方も発売されている予定です。良ければそちらの方も手にとってみてください。

　そうそうドラマＣＤといえば、私も収録の方を見学させて貰もらったんですが。

　バロックさん、嫁可愛いですね。とても腹黒いようには見えません。

　瑠る璃り子こさん、ちょっとクールな感じの彼女が照れてるところが良いです、とても腹黒いようには見えません。

　キョウコに早はや香か、彩あや乃のと、それぞれの可愛かったポイントを語りたいところですがそれをやってるときりがないので涙を呑んで諦めます。

　だがこれだけは言わせて貰もらいたい。

　一番印象に残っちゃったのは京きよう耶や。

　声優さんの力は偉大ということでしょうか、京耶のくせに、物もの凄すごくカッコいいです。

　あまりのイケメンボイスに変な笑いがこみ上げて来て大変でした。

　おかげで私、収録中はずっと笑いを我慢している変な生き物状態でしたよ。




　さて、折角ですので謝辞を述べたいと思います。

　まずは読者の皆さん応援ありがとうございます。おかげさまで四冊目を迎え、ドラマＣＤにコミカライズとメディアミックスをするに至りました。

　イラストのほんたにかなえさん、今回もお世話になりました。

　担当編集さん、校正の方、またメディアミックスに関わっていただいた方々、色々とお世話になりましてありがとうございました。





　　　　　　二〇一四年冬『部屋が寒すぎるから手袋つけて原稿を書く』葉は村むら哲てつ











　著者

　葉村哲（はむら・てつ）

　　広島生まれの広島育ち、現在も広島在住。

　　しかし、広島風お好み焼きが苦手で広島市民球場にも原爆ドームにも行ったことがない。

　　こう書くと引きこもりみたいだけれども、趣味の一つは散歩です、残りは読書と昼寝。




　イラスト

　ほんたにかなえ（ほんたに・かなえ）

　　ＳＡＧＡ　ＰＬＡＮＥＴＳ所属の原画家、イラストレーター。

　　代表作は『キサラギＧＯＬＤ★ＳＴＡＲ』『はつゆきさくら』『カルマルカ[image: ]サークル』など。

　　アニソンを聞いたりゲームをするのが趣味です。

　　いつもだらだら生きてます[image: ]




　　ＨＰ『らぶまにょ』

　　http://rabumanyo.moo.jp/index.html
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